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日本藻類学会創立30周年と記念増大号の刊行を祝って本

』圃匝，、'‘~四ー・‘句恒-‘・，、..-・ーー、-、‘v・d・-町、司園田-、 ‘・'ーー『、ーー-、

日本藻類学会は今年で創立30周年を迎えました。昭

和27年に35名の発起人により発足した日本藻類学会

は，その後順調に発展し， 30年を経た現在では，園内

会員 621名，外国人会員 ・定期購読者 104名を含む総

勢 725名の大きな会に成長しました。そして会誌「藻

類Jも，当初の年3回刊行， A5判和文，年間頁数96

から， B 5半IJ欧文混じりの 300頁に近い大部のものと

なり，文部省から科学研究資刊行助成金の交付を受け

るまでに成長しました。毎年春に行われる日本E菜類学

会大会には 100名を越える参加者があり ，講演数も50

以上に及んでいます。

30歳を迎えた日本藻類学会は名実ともに壮年J切に入

ったと申してよいと存じます。このような学会の発展

は，発足以来30年に亘る先輩会員をはじめ現会員全員

本 Presidentialaddress: Mitsuo CHIHARA; 
日本藻類学会三十周年記念事業委員会委員長

日本藻類学会会長，筑波大学教授。

千原 光雄

~ .... 

の並A ならない熱意に支えられたものであります。

明治20年代に始ったわが国の藻学の研究は，開拓l時

代とも言うべき明治 ・大正l時代の岡村金太郎，宮部金

吾，遠藤吉三郎等の諸先生の御活躍，さらに後年にい

たって， 日本務類学会初代会長の山田幸男先生や二代

会長の時間切先生をはじめとする幾多の諸先生方の御

活躍により土壊が培われ，植物科学や水産科学の分

野で大きく発展してきました。従って今日の日本藻類

学会は 100年に近い年月の聞に築かれた基銚に立って

いると申 しあげることができます。

現在は過去の歴史の遺産と申します。創立30周年を

祝うに当って，日本における過去の藻類の研究と ，日

本藻類学会が歩んだ道を振り返ることは，将来の一層

の発展のために極めて有意義て-あると信じます。今

回，創立30周年記念事業の一環として「日本藻類学会

創設を願りみて」と「日本における藻類学研究の進

歩」と題する記念講演会をもちましたのもこうした理

由か らであります。

主幹い， 日本藻類学会創立30周年記念増大号は，皆様

の尊い浄財により，このような立派な印刷物と して出

版を見るにいたりました。この記念特別頁には記念講

演をお引き受け下さった中村義郎，肢瀬弘主主，西浮一

俊，新附盛敏の四先生の講演内容，黒木宗尚教授を中

心とする北海道大学理学部植物分類学教室の方々の労

作 「日本藻類学会30年の歩み」および編集委員長の姻

輝三氏を中心とする学会事務局幹事の方々の労による

創刊号以来の全号の表題，著者名，学名および和名等

の索引が掲載されています。

この記念増大号が藻学に関心をもたれるすべての方

に広く利用され，ひいては B本藻類学会の将来への一

層の発展に役立つことを強く 期待するものでありま

す。
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日本藻類学会の創設当時を顧みて*

日本務類学会のtJlJ.iL30周年の記念すべき 日にあた り

創設の当時を顧みてお話をする機会を得ま したことは

まことに光栄の至りであります。

このたび北海道大学理学部植物分類学教室の方々が

日本藻類学会30年の歩みをまとめられるということ

で，手元の学会関係の資料を整理いたしましたとこ

ろ，発会から昭和50年度までの総会などの資料がほと

んどでてまいりました。ところが，これらの資料と実

際に印刷 されたものとの!日]に多少の食い違いのある こ

とに気付きました。これは誤植あるいはすでに印刷公

表されていたプログラムが変更されて予定通りに実施

されなかったり したためであります。

例えば，藻類の第 1巻 l号の巻末1)に掲載されてい

る日本2菜類学会の設立宣言文のなかで，i昭和27年11月

11日， 日本藻類学会の設立を見るに至った......Jとあ

りますが， これは明らかに昭和27年 10月11日の誤植

で，次頁の発起人会の議事報告の月 日の方が正 しい

のです。念のため藻類に掲載された本会の発会に関係

のあ りそう な記事を姶い読みいたしましたところ，第

27巻の英文表紙の裂の頁に 「本会は昭和128年に設立さ

*A look back to the day when the Japanese 

Society of Phycology was founded : Yositeru 

NAKAMURA ; 昭和48~49年度日本藻類学会会長

.元北海道大学教授。

中 村義輝

れ…-・」 とあって，このほか 2，3同様の誤りがでて

まいり ました。とく に山田卒男先生の追悼文2)のなか

で私がまったく同 じ誤りをおかしているのに時然とい

たし，何事も原点に立ち知 って考える ことの重要さと

佼正(後世〉恐るべしとの古人の言葉が身に泌みて感

じられた次第であります。

諸外国における藻類学会わり

藻類学会を最初に設立したのは米国で汽 1946年12"

月30日にポスト ンで発会，当H寺157名の会員が現在で

は 1，800名に達しています。ついで，イギリスが 日本

とほぼ同じ頃1952年の 7月12日にエ ジンパラにおいて

発会，フランスでは1955年 2月21日にパ リにおいて発

会，伺じ年にチェ コスロ パキヤで継物学会のなかに藻

類部会が設けられています。翌1956年 6月 9日にはフ

ィリピンに，1959年12月11日にはインドに， 1981年に

はブラジノレにそれぞれ藻類学会が設立されています。

このように1950年代に相ついで各国に藻類学会が発

会されるにいた った背景の lつは， 1954年 7月にパリ

で開催の第 8回国際植物学会議(InternationalBota-

nical Congress)のなかに藻類に関する部会が新たに

設けられたことで，いま 1つは1952年7月にスコッ ト

ランドのエジンパラにおいて第 1 回国際海~~学会議が

聞かれたことであります。

国際海護学会議(International Seaweed Sym-

podium) 

この会議は1952年からほぼ3年ごとに聞かれ，第 7

回会設が1971年に札幌で開催され， 第11回会議は来年

0983年)6月に中国で捌かれる ことになっています。

私の参加した第 5回の会議録的にこの会議の起原につ

いてつぎのように誌されています。

1 948年 9 月 7 ~ 8 日にカナダのハリフ ァック スにお

いてカナダ国立研究会議 CN.R.C)の主催で海藻の

利用に関する会議が閲かれたのが，こ の会議の起原で

あって，第 2次位界大戦中に高まった海藻からの抽出

物なと・の需要を満たすために，スコッ トラン ドのイ ン

ベレスク C1947年〉とノノレウェイのトロニェム (1949-

年〉 に海藻研究所ができて汽化学者が主体となって

海藻のおh出物の物理化学的な研究あるいは海藻資源の

分布盆などの調査が進められていま した。 折からスコ



ットランドの Dr.F. N. WOODWARD等の尽力によ

ってこの会議が企画され，第1固から第4固までは欧

州で開催されたので，第5回の会議を欧州以外の土地

で聞くにあたって，この会議誕生の端緒となったハリ

ファックスの地がえらばれた。これはまことに時宜に

叶ったことである。

このようにして海藻の化学を専攻する学者によって

推進された国際海藻学会議は回を重ねるにつれ生物学

者の参加もふえて今日の盛会をみるにいたっていま

す。

国際簿類学会 ClnternationalPhycological 80・

ciety) と国際藻類学会議 ClnternationalPhy-

cological Congress) 

各国の藻類学会に諮って国際藻類学会を設立し，こ

れを基盤とした藻類に関する国際的な定期刊行物を出

版する企画はアメリカの藻類学会が中心となって，国

際植物学会議の藻類部会あるいは国際海藻学会議を通

じて多年にわたって検討された結果， 1960年に国際藻

類学会の組織委員会が結成され， 1961年3月に機関誌

Phycologiaが Dr.P. C. SILVAの編集のもとで創

刊されました。この学会20年の歩みは Phycologiaの

第20巻第2号η に掲裁されています。また，この学会

が主催して， 1982年8月にカナダのニューファンドラ

ド島のセントジョーンズにおいて第 1回の国際藻類学

会議が開かれました。

ーしたがって，藻類に関する国際学会は5年ごとの国

際植物学会議の藻類部会と3年ごとの国際海藻学会議，

それに国際藻類学会議が加わって 3つになりました。

日本藻類学会

周囲を海にかこまれ，海藻を世界で最もよく利用す

るわが国では，藻類学の研究は植物学の一部門として

はもとよりのこと，水産学上からも極めて重要な部門

でありまして，早くからこの方函にたずさわる方々か

ら日本藻類学会の設立が強く要望されていましたが，

1952年10月11日東京においてついに設立をみるにいた

り，翌1953年3月に機関誌藻類が創刊されました。こ

の年は丁度初代会長として本会の設立と発展に貢献さ

れた山田幸男先生が所長を兼任されていた北海道大学

海藻研究所(現理学部海藻研究施設〉の創立20周年の

年にあたっています。

発会当初の会員名簿(1953年12月〉によると， 186名

*このほか，当時すでにスウェーデンのエーテボリ

(1948年〉とわが国の室蘭 CLJJ3年〉に海藻研究

所があって，ここではおもに海藻の生物学的な研

究が行われていました。
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の会員でしたが，現在では700名近くになっています。

当初300名の会員を目標に各地の発起人の方々が奔走

されて数年の聞にこの目標は達せられました。藻類の

編集に対しては内容，体裁について会員からのさまざ

まのご意見が寄せられましたが，結局，第 l巻から第

20巻までは年3回の発行で，21巻から年4固となり，雑

誌の大きさも25巻まではA5版であったのが， 26巻か

らはB5版となり，その折に英文の誌名の“Bulletin"

が“Journal"に改められました。なお， 25巻からは

英文の論文も掲載されるようになり，昭和55年度から

は文部省学術定期刊行物の補助金を受けて名実ともに

国際的な学術誌として内外に認められるにいたりまし

た。しかしながら広く国内の同学の土にも親しま

れ，和文でも投稿し易い藻類づくりへの配慮も忘れな

いでいただきたいものであります。

このように本会は発会以来20年， 25年， 30年と節目

毎に飛躍しながら着実な歩みを続けてまいり，本年は

講演発表者55名に達する大会を開くにいたりました。

これは私たちの入会した昭和初期の日本植物学会の大

会に匹敵するのではなL、かと恩われます。まことに，

ご同慶に堪えない次第であります。

最後に，この記念すべき日にあたり，日本藻類学会

の発会以来陰に陽に多大の支援を惜しまれなかった多

くの方々，とくに水産関係の諸団体に対して，また，

本会のために多年にわたって黙々と奉仕されてきた多

くの方々に対して心からの敬意と感謝を捧げて私の話

を終わりたいと思います。
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日本藻類学会 30年の歩み*

日:本藻類学会は本年〈昭和57年， 1982)をもって発

会以来30年を迎えることになった。この間の歩みにつ

いて，本会の設立に，また発展に中心となって多大の

尽力をされた故山田幸男先生が永年在職された北大・

理学部・植物分類学教室に，その原稿を書くように依

頼された。

日本藻類学会は現在〈昭和57年3月)，会員672名(外

国会員70名を含む)，賛助会員13名を有し，機関誌・藻

類〈英名 TheJapanese Journal of Phycology)を

年4回発行し，春に日本水産学会の大会と接して春季

大会と総会を聞き，秋には日:本植物学会大会の折に集

会を行い，会員相互の連絡並に親陵が図られている。

蕩類は，その発刊に文部省の助成金が交付され，国内

的には勿論，国際的にも藻類に関する重要な権威のあ

る学術雑誌として認められている。

日窓藻類学会の設立されたのは昭和27年 (1952)10 
月11日である。東京大学で日本植物学会の大会が開催

された折に， 35名からなる発起人会が聞かれ，学会の

設立が決り，会則，会誌藻類の発刊が決められ，発起人

の互選によって山田幸男氏が会長に選出された。この

発会に至るまでの経過は藻類1巻 1号に詳述してある

が，発会前に同学・同好の士に呼びかけた“日本藻類学

会設立趣意書"と“会則"をここに再録する。趣意書

には，藻類の研究は植物学の一部門のみならず水産学

の一部門として極めて重要であると強調されている。

発起人には両部門の或いは両部門にまたがる当時の第

一線の研究者と愛好者の方々の名が連ねられている。

このような経過を経て，昭和28年3月には藻類1巻

1号が創刊され，同年10月11日には金沢大学で第一回

総会が関かれた。この総会で，前記の会則第3条 lの

大会の開催が総会の開催に，第 9条の役員に関する会

則で，会長と幹事の任期が夫々 2年とされ，会長は総

会に於いて会員中より選出され，幹事は会員中より会

長が指名すること等と改められるなど，会則の整備が

行われた。これらの会則に従い，総会における投票に

* The thirty year history of the Japanese Socie-
ty of Phycology Laboratory of Systematic 
Botany， Faculty of Science， Hokkaido Uni-
versity. 

北海道大学理学部植物分類学教室

、.--ーーー洲、、，ーーーーー"内戸咽町、-日_.... ー・』

よって山田幸男氏が改めて会長に選出され，中村義輝

氏，須藤俊造氏，舟橋説往氏が編集幹事に，阪弁奥志

雄氏が庶務・会計幹事に会長から指名された。名誉会

員には大先哉の石川光春，国技湾，牧野富太郎，三宅

駿一，中野治房，田原正人，山内繁雄の 7人の先生方

が推薦された。発起人は特別な役員ではないが，世話係

として会員の募集，藻類への投稿の世話などをその後

も会長から依頼された。なお総会直後の昭和28年12月

18日の会員名簿によると，会員は186名となっている。

その後の学会の主な出来事を表 1に示し，会の発展

の様子を会員数，藻類の刊行，その他の学会の活動，

会則の変更，会費・予算の変遷等の面からみることに

する。

会員数の動き

現在，会員は普通会員，団体会員，名誉会員，賛助

会員の 4種に区別されている。普通会員は更に会費の

面から普通会員，学生会員，外国会員に細分される。

7国
人
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図1. 会員数の動き(学会録事その他による)

昭和47年度までは年度末の 3月31日に報告さ

れたもので， 28年度の数字は29年3月31日の

実数ということになる。なお35年度までは総

会の折に配布された資料による。 50年度以降

は事業年度が 1月1日から12月31日となった

が，その年の 3月末に報告されたものであ

る。 48，51年度は中間報告による。
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表 1.学 会 の 主 な 出来事

度 l星.:)I 会長簿務即|総会場所|

昭釘(1952)1 山田幸男(北大・理)I東 京|発起人会で学会の設立が決まる(昭和幻年10月11日〉

お I 1(1-3) 1"  "金 沢|会則の整備，会長の任期は2年とし，総会で選出する

ことになる。山田幸男氏改めて会長に選出される。

他のそ年

評議員制が設けられる(任期は2年・ 2期まで〉。
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会長の選出は全会員の投票で行うことになる。

講演会行われる。

1巻一10巻の索引出来る。

名誉会長制が決る，山田幸男氏名誉会長となる。

(東京で第11回太平洋学術会議が開かれ，謀類のシン

ポジウム，海漢の採集会が行われる〉

岡山・玉野

金沢

東京

札幌

" 

山田幸男(北大・理)

時田知(北大・水〉

/1 /1 

昭38(1963)111(1-3)

39 112(" ) 

40 113( /1 ) 

41 1 14( /1 ) 

会長の任期が2年・ 2期までとなる。

講演会が行われる。
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日米セミナー行われ(札幌で第 7回国際海藻学会議，

る〕

「藻類jに編集委員制度をとることが決まる。

20周年記念講演会行われる，日:米セミナー記録発刊。

名古屋

" " 

47(1972)1 20( /1 ) 

役員に会計監事 (2名〉を加えること，

4回刊行することが決まる。

11巻-20巻の索引出来る，コンフ.に関する講演会行わ

れる。

会計年度 1月1日から12月31日となる。

山田幸男名誉会長逝去。

特別会員制廃止し，団体会員制，賛助会員制新設され

る。名誉会員の基準決まる。編集委員会制発足される。

「藻類Jに英論文も載せることになる，山田幸男先生

追悼号 (25巻増補)発刊。第 l回春季大会行われる，

コンブに関する講演会記録発刊。

「藻類JA 5からB5の大きさになる。

「藻類」を年京

幌

東 大 阪

山

岡

/1 

中村義輝〈北大・海藻)!:東

キL

富

福

" 

/1 

(東学芸大〉

西海一俊(東教大)

" 

" 

/1 

/1 

昭48(1973)121(1-4) 

52(1977) 1 25( /1 ) 

22( 11 ) 

23( 11 ) 

24( 11 ) 

49 

50 

51 

葉

島

京

千

広

東
黒木宗尚(北大・理〉

26( /1 ) 

27( /1 ) 

28( 11 ) 

日

出

回 文部省学術定期刊行物補助金を受け総会春となる。

る。

学会の事務の一部を日本学会事務センターに依託。

30周年記念講演会行われる。

千原光雄〈筑波大・生)¥筑波大56 129( /1)  

57(1982)1 30( /1 ) 
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賛助会員は財政面における賛助会員である。この賛助

会員を除いた会員数の動きを図 1に示す。年度末に当

る3月の会員数である。

所，試験場祭の研究者，小・中・高校の先生方が殆ん

であるが，その割合は創立当時に比べると，相対的に

は水産関係者が減り，小・中・高校の先生方は増えて

いるようである。発会後，会員は順調に増加し，およその数字で5年

後には300名， 10年後には400名， 15年後には 500名と

なっている。その後も順調に増えて20年後には 600名

に達するかに見えたが，会授の長期滞納者，住所不明

者も生じ，それらが整理されたため実際は 500名台に

留った。この数年来，藻類に関する関心が深まり，ま

た学会誌藻類の充実に伴って再び増加して 600名を超

し， 700名に近づきつつある。普通会員は大学，研究

藻類の刊行

藻類はA5版の大きさで 1巻から，巻毎に褐・緑

・紅と表紙の色を変えて，年に 3号づっ刊行された。

昭和48年の21巻からは各巻4号づっとなり， 53年の26

巻からはそれまでのA5判の大きさが B5判になっ

た。英名の“TheBulletin of Japanese Society of 

日本藻類学会設立趣意書

改めて申す迄もなく，藻類の研究は植物学の一部門としては勿論のこと，又水産学上から見ても緩め

て重要な一部門でありまして水産国日本にとっては特にその然るを感ずるのであります。而して我国の

藻類学はその生みの親とも申すべき岡村金太郎先生の御逝去後己に十八年を経過致しましたが其の間研

究者の数も急激に増加し又一般同好の土も全国に亘って相当の数に達しております。一方それ等の業績

等は他の部門の夫れに比して決して遜色なき地位に達して来たことは誠に御同慶に湛えません。従て近

年此等の人Aの間に同学同好の士相互の連絡をはかり研究促進に役立たせる為に一つの独立せる学会を

設立せんとの要望が生れて来ました。そこで此の要望に沿う為此度有志の者相寄り話合いを致しました

結果今回の日本植物学会の大会を機として発起人会を聞き日本藻類学会(仮称)を設立その発足を致す

ことになりました。大体只今予定している計画は左の如きものであります。

本会は日本藻類学会と称し広く藻績に興味を有する者を以て組織し会員相互の親陸連絡をはかり

藻類学研究促進に資するを目的とする。

日本植物学会，日本水産学会の大会等と同時に岡場所に会合を催すこと。

毎年二，三回約二三十頁の機関紙〈藻類一仮称)を発刊し藻類に関する内外の文献及び世界各地

に於ける研究概況の紹介，小論文，論文抄録，雑録，質疑応答等を掲載すること。

適当の機をとらえ各地に於て講習会，採集会等を開催すること。

会費は大体年三百円とすること。

今回の日本植物学会大会を機として発起人会を開き会を設立，会則，役員等を決定の上適当な方

法により各方面に通知の予定。

右の如き次第でありますから何卒多数同学同好の諸士の御賛同御参加を心から希望致します。

昭和=十七年十月

発起人

新崎盛敏 藤山虎也 長谷川由雄 平野 質 成瀬弘幸

生駒義博 今堀宏三 稲垣貫一 猪野俊平 岩本康三

片田 賀 加崎英男 木下虎一郎 黒木宗尚 正置富太郎

三輪知 雄 中村議輝 根来健一郎 岡 田 喜 一 岡崎彰夫

近江彦栄 奥野春雄 阪井県志雄 瀬川宗吉 瀬 木 紀 男

須藤俊造 高松正彦 田中剛 時田旬 殖田三郎

梅崎 勇 八木繁一 山田知治 山田幸男 米回勇一

尚入会希望者数の大体を予め知る為と又今後の連総等の為御希望の方は左に御書込みの上発起人へ御 | 

渡し下さらば幸甚です。(原文は縦書き， I日漢字)



Phycology" も“TheJapanese Jaurnal of Phy-

cology"と変った。

これまでに刊行された各巻の頁数を図2に示す。

それぞれ各巻何頁にするかの基準はあったと思う

が，おおざっぱに云って 1巻から10巻までは100頁，

11巻から20巻及至25巻位までは150頁前後となり， B5 

の大きさになった26巻からは200頁を超し，ここ 2，

3年は更に2印頁を超すようになっている。

以上の定期的な藻類の刊行のほかに 1巻から10巻

までの索引が昭和39年に， 11巻から20巻までの索引が

昭和49年に刊行されてL、る。更に昭和52年には 446頁

に及ぶ“山田幸男先生追悼号"が25巻の増補として刊

行されている。

藻類の刊行は学会の活動の中で最も重要なものであ

り，創立当時は会員の募集とこの蕩類の原稿集めが最

も重要な課題であった。創刊号の 1巻 1号に裁せられ
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図2. 藻類各巻の総頁数の動き。 21巻から 4号 l

巻となり， 25巻まではA5版， 26巻からはB

5版2段組となる。

日:本藻類学会会則

(総則)

第1条本会は日本藻類学会と称する。

第2条 本会は藻学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親睦を図ることを目的とする。

第3条本会は前条の目的を達するために，次の事業を行う。

1. 大会の開催(年 1回)

2. 藻類に関する研究会，講習会，採集会等の開催

3. 定期刊行物の発刊

4. その他前条の目的を達するために必要な事業

第4条本会の事務所は会長のもとにおく。

第5条本会の事業年度は4月 l自に始まり，翌年3月31日に終る。 パ

(会員)

第6条会員は次の 3種とする。

1. 普通会員(藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人又は団体で，役員会の承認するもの)

2. 名誉会員(藻学の発達に貢献があり，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会の推薦するもの〕

3. 特別会員(本会の趣旨に賛同し，本会の発展に特に寄与した個[A.文は団体で，役員会の推薦する

もの〉

第7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名)職業を記入した入会申込書を会長に差出すものと

する。

第8条会員は毎年会費300円を前納するものとする。包し名誉会員及び特別会員は会費を要しない。

(役員)

第9条本会に次の役員をおく。

会長一名

幹事若干名

会長は発起人会に於て発起人中よりこれを選出する。幹事は会長が発起人中よりこれを指名する。

〈刊行物)

第10条本会は定期刊行物「藻類」を年3回刊行し，会員に無料で頒布する。 I

附則 i 
この会則は昭和27年10月11日から施行し，第 1回大会が開催されるまでの間有効主するr一一一一一司 j
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た“会員諸君の投稿を募る"を以下に再録する。これ

は投稿規定でもある。

原稿は和文であること，原稿の取捨は役員会に一任

のこと等の項目が注目される。

藻類の編集及び投稿規定についてその後の変遷を見

ると 4巻 1号から欧文(英・独〉の摘要を付けるこ

とになり， 17巻3号には投稿規定に文献引用の形式が

加わり， 18巻3号には「投稿の注意」として小論文等

が印刷頁6頁以内，論文抄録等が3頁以内，英文摘要

は200語以内とされ， 図の書き方， 数量の単位， 学

名，人名の活字の指定が述べられている。これで投稿

規定及至投稿の注意は一応整備されたが， 21巻(昭和

48年〉からは前記の制限頁を超過する場合は著者の実

費負担とすることが決められている。この超過料金は

はじめ 1頁当り 2，000円だったようであるが，その後

5，000円， 7，000円となり，現在は10，000門となってい

る。

編集については 1巻 1号の「会員諸君の投稿を募

る」にあるように，役員会即ち会長，編集幹事が行っ

ていた。これが昭和47年に編集委員制を設けて適当な

方に添削を依頼することになり， 21巻から実施され

た。昭和50年には更に編集委員会制が設けられて会長

が編集委員長，編集委員，編集幹事を指名して，藻類

の編集・刊行を行うことになり，昭和51年 (24巻)か

ら実施されている。即ち投稿論文の審査と取捨が編集

委員会で行われることになった。

掲載論文については 1巻から長い間外国会員を除

いて和文のみとされていた。これは会員層を広くし

て，会員数を確保するためのものであった。しかし論

文を英文で書きたい，藻類を国際的なものにしたいと

いう会員の声が次第に現われて， 25巻から論文及び総

説は和文または英文とするということになった。

藻類がこれまでの l巻3号刊行が， 21巻から 4号

に，また26巻からB5の2段組になったのは，藻類の

内容的な充実を目的としたものではあるが，そのきっ

かけは年々高騰する物価に対して，文部省の学術定期

刊行物補助金を受けることの出来る条件を作りだすた

めのものでもあった。

藻績がB5版になった26巻からは表紙の体裁も改め

られ，現在に歪っているが，投稿規定も「投稿案内」

として整備されてL、る。昭和55年28巻3号に掲載され

たその案内を付表 1として再録する。

なお，藻類には論文，綜説，雑録(ノート)，学会録

事をのせ，会員には自分の研究，調査・観察の結果を

投稿する機会を与え，また種々の情報を会員に提供し

ている。この藻類に掲載された論文の研究分野，対象

深類がどうであったかを振り返ってみることも興味深

いことである。しかし，それをどのように整理してよ

いか難かしいことであり，また時間もかかるので，こ L

では省略させてもらいたい。た X藻類は同好会誌的に

発達したもので，数年前まで論文は和文に限るとされ

ていたこと，厳しい論文審査もなかったことから分る

ように，所謂研究の専門家だけでなく藻類に関心をも

っ広範囲の人達も投稿し易く，また読み易いようにと

配慮されてきたこと，対象の藻類は，発会時の状況か

らも分るように，海漢が多く，淡水深については限ら

れたグループであったこと，研究分野は分類・形態的

なものが多く，期待された水産増殖的なものはあまり

多くなかったこと等は云えるかも知れない。しかし，

近年になってあらゆる分野で藻類に関心がもたれるよ

うになって会員層も広まり，投稿論文も多様になって

いる。

会員諸君の投稿を募る

会員諸君から大体次の事柄をお含みの上の投稿を期待します。

1. 藻類に関する小論文(和文)，綜説，論文抄録，雑録等。

2. 原稿掲載の取捨，掲哉の順序，体裁及び校正は役員会に一任のこと。

3. 別刷は小論文，綜説，総合抄録に限りその費用は50部を会にて負担し，それ以上は著者負担のこ

と。必要部数は投稿の際に申込むこと。

4. 小論文，綜説，総合抄録は400字詰原稿用紙12枚位迄，其他は向上6枚位迄を限度とし図版等の

スペースは此の内に含まれる。

5. 原稿は平仮名混り，横書としなるべく 400詰原稿用紙を用いること。

次号より藻類に関する質疑応答欄を設け度と思いますから，会員諸君の御利用を乞う。尚質問は札幌

市北大理学部植物学教室内本会庶務幹事宛のこと。

(1巻 1号掲載〉



藻類刊行以外の学会の事業

学会の行事として，定期刊行物の発刊のほかに年1

個の総会の開催，藻類に関する研究会，講習会，採集

会等の開催，その他学会の目的に達するために必要な

行事を行うことが会則に定められている。

本会では年に 2回，秋と春に集会を行ってきた。秋

は日本植物学会大会が行われる所で，春は日本水産学

会大会の行われる東京またはその近くで行われた。植

物学会の折には総会，懇親会が，水産学会の折には懇

談会が行われ，会食の中での自己紹介，談笑があり，

また講演も行われた。岡山県の玉野(昭38)，横浜〈昭

44)，名古屋〈昭47)，札幌(昭4ので特別に講演会が

行われたこともある。これらの講演の演者，題目を付

表 2に示しておく。

昭和52年からは春に大会が開催されるようになり，

多数の会員による研究発表が行われるようになった。

そして55年からは参加者の多い春季大会の折に総会が

行われるようになり，秋の植物学会の折には懇談会が

行われるようになった。

本会が直接主催したものではないが，昭和4年に東

京で開催された第11回太平洋学術会議における「太平

洋の藻類，その生物学と養殖の問題」のシンポジウム，

神奈川県江ノ島における海蕊の採集会，及ぴ昭和46年

に札幌で行われた第7回国際海藻学会議，室蘭におけ

る採集会，関西部会大会，北太平洋の海謙に関する日

米セミナーは本会と密接な関係のある国際的な行事で

あった。

会員，IJの変更

会則は会の名称，目的，その目的を達するための事

業，事業を行うための役員その他関係のあることにつ

いて決められたものである。会の名称，目的，事業の

内容については学会創設以来変っていない。

箇発会時における会則，及び第 1回総会時における整

備については前に述べた。その後，役員関係，事業年

度，藻類の編集等についていくつかの変更が行われて

も、る。

先づ，設立以来会の運営の実務は会長と幹事の所謂

役員会で行われていたが，昭和33年10月の総会で新た

に評議員制が設けられることになり，会の要務に関し

会長の諮問にあづかることになった。この評議員制に

関しては予め，全会員へのアンケート調査が行われて

いる。その前文をみると当時の会の様子がよくわかる

ので，一部分を引用してみる。 r本会は創立以来5年

359 

を閲し，会員の数も殆んど300名に達し，会誌の発行

も順調に進んで参りましたことは御同慶の到りと存じ

ます。斯くして今や会の基礎も固まり，これから益A

組織の発展向上を計らなければなりませんが，これと

共に学会内部にも色々と重要な審議事項が生じたり，

又対外的にも圏内はもとより，国際的な問題も更に多

くなることと考えられます。この様な場合，従来の様

に，会長や役員の責任だけで事を決することは妥当性

を欠き，また不可能な事態が起り得ると考えられます

ので，これらの重要事項は他の多くの学会で採用して

いる評議員会の様な制度の下で審議されるのが良いの

ではないかと，先般来役員会に於て，色Aと調査を致

して参りました。……」とある。

評議員は， 2年2期までで全国を北海道，東北，関

東，中部，近畿，中国・四国，九州の 7地区に分け，

各地区別に会員から投票によって選出されることにな

った。更に会長が会員中から若干名を推薦することが

出来る制度も作られた。第1回の評議員として北から

時田知，木下虎一郎，黒木宗尚，新崎盛敏，片田賓，

瀬木紀男，康瀬弘幸，猪野俊平，瀬川宗吉の諸氏が選

出され，生駒義博，八木繁ーの両氏が会長から評議員

に推薦された。

会長は第1回総会以来，総会で選出されていた。し

かし総会の出席者は限られた人数で全会員の意志を反

映しない恐れがあるという理由で，第10回総会(昭和

37年10月〉で「会長は圏内在住の全会員の投票により

互選する(その際評議員会は参考のため若干名の候

補者を推薦することができる)Jと改められた。会長

の任期は2年とされ，重任することが出来たが，第16

回総会(昭和43年11月〉で「会長と評議員は引継き 3

期選出されることは出来ない」と改められた。評議員

は，この制度が設けられた時から任期2年2期までと

されていた。なおこれに先だって第13回の総会(昭和

40年10月)で，本会の設立と発展に永年に亘って尽力

をいたXいた山田幸男会長が辞任を申出され，時国旬F

氏が新会長になられたが，会員。の役員の項に「本会に

名誉会長を置くことが出来るJの一項目が加えられ，

山田幸男氏が名誉会長になられている。

役員関係ではその他に，第21回総会〈昭和48年10月〉

で役員に会計監事2名を加えることが決った。

会員については，普通会員，名誉会員，特別会員が

設けられていたが，第23回総会〈昭和50年11月〉で，

特別会員制度が廃止され，新たに団体会員，賛助会員制

が設けられた。また名誉会員の条件として「会長経験

者で満70才以上の会員を名誉会員として評議員会で推



での 4月1日から 3月31日までであったものが倫昭和

田年から 1月1日から12月31日になったこと，簿類の

刊行が年3回であったものが21巻(昭和48年)から 4

固になったこと，簿類の編集・刊行に編集委員会制が

昭和51年から設けられたこと等であり，藻類の刊行に

関することは既に述べた。

会費も会則にのせてあるのが，これはあとで述べ

る。昭和55年28巻3号にのせられた会則を付署長3に再

録しておく。
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学会の運営には金が必要である。会誌を印刷して会

員に発送し，会務についての通信連絡もしなければな

らない。それに伴う事務経費も当然必要である。これ

らの金は基本的には会費によって賄われなければな

らない。それにはある数の会員が集まらなければ金も

集まらない。本会創立当時の目標は300名であった。

会費を集めるためには，会員の負担能力も考えなけれ

ばならない，むやみに会費を上げることも出来ない。

一方，学会活動を盛んにするにはもっと金が欲しいこ

とにもなる。こ~が会務を預かっていたピいた人達の

苦労の種だったと恩われる。

会賓と予算
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薦する」という内規が別に設けられた。特別会員は創

立以来該当者なし普通会員であった団体を団体会員

として会費を多くし，また賛助会員を設けて寄付をあ

おぐ目的のものである。名誉会員は創立当時の方々だ

けで，既にお亡くなりになり，その後の追加もなかっ

たので，新たな追加を考えたものである。

その他，会則の変更に関しては，事業年度がそれま
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図4 会の収入と支出の動き(学会録事による)050年，

学会録事からの算出がむつかしいので省く。
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国5. 藻類1頁当りの印刷費の動き(図2と図4
の資料から算出)。

それは別として，会費がどのように変り，収入・支

出がどう変ってきたかをみることにする。

先づ会費の変動を図3に示す。変動といっても値下

げはなく値上げである。

初めの10年近くは300円据置き，その後数年は500円

止りとなっているが，以後は物価の上昇と共に 2.

3年毎に少しづで値上げされ，石油シ g ックのあった

昭和48年以降，また会誌の充実を計った昭和53年以降

は1.000円単位で値上げされ，現在は5.000円となって

いる。

図4に，会の決算報告から，会の総収入と総支出，

その中で会費のみの収入と藻類の印刷費だけの支出を

調べた結果を，昭和28年 -37年(藻類1巻-10巻).

38年-47年 (11巻-20巻).48年-56年 (21巻-29巻)

の3期に分けて示す。単位が2期は一期の 5倖，更に

3期は2期の 5倍にしてある。

先づ総支出，即ち会の運営に使った金額をみると，

第1期は7・8万円から 15万円位，第2期は20万円か

ら印万円位，第3期は印万から300万円台.400万円台

と急速に増加して昭和56年度には 550万円を超してい

る。この動きは物価の上昇，会誌の充実，会員の増加

に伴って，学会事務も多くなったことと関係してい

る。特に56年の急上昇は学会事務の幹事の負担が多〈

なり，これを軽減するために.55年から文部省から学

会誌刊行の補助金が交付されたのを機に，学会事務の

一部を日本学会事務センターに委託することになり，

その経費が加わったためである。

なお図2の各巻の印刷頁と，図4の各巻の印刷費を
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対応させて計算してみると，各巻〈各年)の頁当りの

印刷費の大体が分る。これを図5に示す。

大体の動きをみると，第1期前半(1巻-5巻〉の

1頁当りの印刷費は700円台，後半 (6巻-10巻〉が

800-1.200円，第2期前半(11巻-15巻)が1.200-

1.700円，後半(15巻-20巻)が1，700-3， 500円，第

3期前半 (21巻ー25巻)が4.000-7. 000円. B5版に

なってからの第3期後半は 11.000門前後になってい

る。

昭和56年度を除いて総支出の80~百前後は藻類の印刷

費で，残りが藻類の発送費，編集費(編集委員会が出

来てから). その他諸々の庶務関係の費用である。庶

務関係の費用は名簿を別に作るとき(藻類に綴じこま

ないで).選挙のあるとき，学会事務所が移転すると

き余計にかかる。なお庶務費の中で幹事手当というの

がある。創立当時は幹事は奉仕で特別な手当はもらっ

ていない。昭和33年10月の総会で幹事を 1年勤めると

3年会費が免除されることになり.40年10月の総会で

は現金で3，000-5.000門の範囲で手当を出すことにな

り.46年10月の総会ではこれが増額とだけ記録にあ

る。恐らくこの時に会費の 3倍位というのが目安とし

て決まったのではないかと思われる。現在も慣行とし

て3倍位で切りのいし、金額となっている。細い所は会

長の裁量であろう。

次に総支出を総収入と比較してみると常に総収入が

多い。lJi類を順調に刊行するためには少なくとも次年

度に 1号分の印刷費は残しておかなければならない。

会費収入と藻類印刷費を比べると，会費の徴収にむら

があるが，とんとんかむしろ印刷費が会費収入を上ま

わっている。会費だけでは会の運営は出来ないという

ことであるが，そのからくりは何か，第1期は寄付集

めと事務費の切詰めである。当時のお金で昭和28年に

3万2千円(会員 100名余の会費に当る)の寄付.31 

年に 6万円(会員200名の会費に当る〉の寄付があり，

事務費はかくれた所で事務所負担及び奉仕となってい

る。創立初期の会長・役員の苦労がうかがえる。第1

期の終りになると，藻類のパックナンバーが売れ出

し，第2期になると10万円から20万円，第3期になる

と30万円から50万円となり，学会の大きな収入源とな

っている。最近では予約講読も場えている。会誌に広

告を載せることは批判的で 4巻 1号に一度のったこ

とがあるだけで長いこと広告はなかったが，財政的な

面から批判的意見も弱まり.24・25巻から少しづっ広

告が集められるようになった。吏に昭和55年からは文

部省から学術定期刊行物補助金〈昭和55年70万円〉を
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うけることになった。しかし印刷費，事務費は増すこ

とはあれ，軽減されることはない。

藻類 1巻 10巻，及び11巻一20巻の索引は臨時会費

が徴収されて発刊され，前記の会費収入の中には含ま

れていない。その他学会の刊行物になっている「山田

幸男先生追悼号j，r日米科学セミナー記録」と「北海

道周辺のコンブ類と最近の増養殖学的研究」は夫々独

立採算で行われている。

山田幸男先生記念事業基金〈山田基金)

さきに述べた「山田幸男先生追悼号j (藻類25巻増

補号〉の刊行は，同号刊行実行委員会(委員長黒木

宗尚〉が設けられ，学会の会計とは別に，主に会員そ

の他の方々の寄付金によって行われた。昭年53年3月

20日の同事業決算報告によると(付表4)，寄付者504

名，寄付金その他の収入が 3，979，596円，支出が

3，761，243円で218，353阿の余剰金が生じた。追悼号は

800部印刷され，寄付者等に配布され，残りは販売す

ることになったが，その売上げ金が277，673円あった。

この余剰金と販売金を合わせた496，026円と追悼号残

部265部が実行委員会から学会に寄贈された。

このお金と以後の追悼号の販売金を「山田幸男先生

記念事業基金Jとして特別会計とすることが昭和53年

9月28日の総会で決り，同54年10月2日の総会におい

てその使途については評議員会で検討することとなっ

た。またその折，基金不足のため「日米科学セミナー

記録j，r北海道周辺のコンブ類と最近の増養殖学的研

究Jの売上げ金もこの基金に加えることになった。

昭和55年4月1日の総会で，本基金の性格を明確に

するために，次のような運営規定が定められた。 1)日

本藻類学会山田基金は，山田幸男先生追悼号刊行事業

の残金をもとに創設され，本学会の附帯事業として日

本の藻類学発展のため運用される。 2)本基金は山田追

悼号(藻類25巻増補〉売上金，学会特別出版物(日米

科学セミナー記録，コンブ論文集〕売上金，寄付金，

及び預金利子をもって充当される。 3)本基金の運用は

本学会評議員会で審議決定され，総会で報告される。

またこのときに，山田基金について評議員会で検討中

であるが，学会賞，特別出版物，送金不可能な外国へ

の藻類の寄贈などが考えられていること，その実施は

基金総額が 100万円に達したときにその預金利子で賄

う考であること，積極的な寄付金集めが必要であるこ

となどが報告されている。

最後に本会30年の発展に尽力された歴代の会長・幹

事，会の運営に参画された評議員・会計監事，藻類の

編集に御苦労をいただいた編集委員の方々のお名前を

付表5，6，7に記録して感謝の意を表する。

〈文責黒木宗尚〉
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付表 1.投 稿 案内

r.編集の方針本誌には漢学と応用藻学に関する会員の未発表の論文・速報・総説，その他雑報(分布資料・

=ユース・新刊紹介・抄録など〕を掲載します。論文・速報はデータや考察の独創性の有無に重点を置いた編

集委員会の審査を経た後に受理されます。原稿の取捨，掲載順序， 体裁などは編集委員会および編集幹事で決

めます。論文と速報は和文または英文とし， その他は和文を原則とします。論文と総説は刷上り 6頁，速報は

2頁，雑報は原則として 2頁以内を無料とします。頁の超過は制限しませんが，頁の超過分(1頁7，000円)，

折込み，色刷りなどの費用は著者負担となります。和文原稿では5枚が，英文原稿では2枚が刷上り 1頁とな

る見当です。

II.報文の書き方和文原稿は400字詰原稿用紙(横書きB5またはA4)に， 当用漢字，新仮名使い(生物名

は片仮名〉を用い衛書体で書いて下さい。英文原稿は厚手タイプ用紙を用い， ダプルスペースで28行にタイプ

で打ち，十分な英文添削または校閲を経たのち提出して下さい。新種の発表や学名の記載に当っては国際植物

命名規約に従って下さい。なお，アラピア数字・メートル法・摂氏温度を用い，学名などのイタリッタ体には

下線 1本，人名などのスモールキャピタルには下線2本，ゴジッタ体には波状線1本を記入して下さい。

例 :Batrachospermurrl 竺笠竺盟盟 S出生関空想空~~~ sec， min， h耐r，nr町瓜z

fι~g ， mg， g， N， M， ppm， lux， g (gravity)， 250Cなど。

論文・総説の原稿は，標題・英文要約(和文・英文原稿共)・本文・引用文献・和文摘要(英文原稿のみ〉・表

と図とその説明(英文〉の順にまとめて 1組とし，コピー共2組(写真は現物2組)にしてお送り下さい。

(1) 標題と要約英文原論では欄外見出し・標題・著者名・宛先・要約 (200語まで〕の順に，和文原稿では欄

外見出し(英〉・標題・著者名・宛先・要約(英， 200語，必要に応じて400語まで)の順に記入して下さい。

要約は著者名・標題・雑誌名・まとめ・キーインデックスワード (5-10語，英語)の順に記入し， 研究費

に対する謝辞は脚注に入れて下さL、。

(2) 本 文標題紙に記入した以外の謝辞は，なるべく本文の末尾に入れて下さい。表と図は必ず本文中に

引用 (Fig.1. Table 1のように〉し，文献の引用は次の例にならって，著者名と出版年および必要に応じ

て頁(単行本の場合〉を明示して下さい。

例 ・H ・aquatice∞systems (WELCH 1972， 19同)， LIEBIG's (1840 p. 23) ‘'low of the minimum" 

is..…・・H ・が知られている (YAMADA1949)，岡村(1907p. 56)は，

(3) 引用文献 本文中で引用した文献のみを，別紙にアルフ 7ベット順に列挙して下さい。引用は，①原著の

引用と，②図書目録を見て目的の書物を捜し当てるためのヲ聞の 2本立てとし，それぞれが イ〉著者名

ロ〉出版年 ハ〉標題〈巻次を含む〉 ユ〉対照事項(頁・図など〉 ホ〉出版事項(出版者・出版地〉のう

ちの必要部分からなるよう順を追って下例にならって記入して下さい。

(単 行 本)①，②共通広瀬弘幸<>1959.η 藻類学総説:'>内田老鶴岡，東京り.

(単行本中の 1章)① DREBES，G. <> 1977.り Sexuality，竹 p. おか283.~> ② In D. WERNER(ed.)'<> 

The biology of diatoms.竹 BlackwellSci. Pub.， London.吋

(叢書中の分冊〉① HUSTEDT，F.'> 1930.りBaci11ariophyta.竹② InA. PASCHER (ed.)，<> 

Suswasser-Flora Mitt疋leuropas.ed. 2. vol. 10.竹 GustavFischer， Jena.り

(雑誌の中の 1論文〉①森通保イ>1970.り Batrachoゅermumec.ωcaゆumSIROD.の分類学的研究、3

②藻類 8'、>:1-8.~>

① KOBAYASI， H. and ANDO， K.勺 1978.吋 Newspecies and new combinations 

in the genus Stauroneis.竹② Jap.J. Phycol. 26"> : 13-18. ~> 

μ) 和文摘要英文原稿の場合のみ，和文で著者名・標題・宛先も入れて 400字以内にまとめて下さい。

同国とその説明および表英文で書き，図は印刷頁の寸法(14x 20. 5cm)，特に横幅〈全幅14，片段6.6cm)

を考慮し， 原寸大または縮小したとき印刷頁におさまる大きさに仕上げ倍率を示すスケールを入れ，線函は

黒イ γキを用い， 記号・文字・数字はレタリング用具などを用い鮮明に記入し， そのまま印刷に廻せるよう

にして下さい。図の裏には著者名・番号・希望縮尺を記入して下さい。表と図を入れる場所を本文原稿右欄

外に明示し，図の説明は別紙にして下さL、。

m.校正と別刷著者
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付表 2.総会・懇談会・講演会等における講演

年月日|場所|演者| 演 題

昭和29年4月5日 東京 新崎盛敏 国枝博士の藻類に関する研究業績

三宅駿一 外国留学中の追憶談

10 26 京 都 瀬川宗吉 ザンゴモ

30 4 5 東京 アマノリ類の Conchocelisに関する座談会

殖田三郎 わが国におけるアサクサノリ研究の今迄の経緯について

10 11 岡山 山田幸男 行第談2回 InternationalSeaweed Symposium及ぴヨーロヲパ旅

31 7 12 札 幌 沢村政成 戦前並びに戦後における本道コ γプ海藻類の生産消流状況

中村義輝 コンブ増殖上の諮問題

32 10 9 函館 瀬川宗吉 琉球の話

10 12 東京 渡辺 篤 微細藻類について

岡田喜一 フジマりそとオキチモズクの自生地

33 10 26 福岡 山田幸男 フランス国立自然科学博物館主催の会議に出席して

34 4 2 東京 瀬木紀男 欧州を巡りて

時四 句 欧米藻類学者等

35 4 5 東京 三浦昭雄 ガラパゴス島より帰りて

11 3 大 阪 映画マリ γスノー

36 4 7 東京 山田幸男 阿寒湖のマリモ

三輪知雄 フラ γスの話

渡辺 篤 イスラ且ルの話

岩崎英雄 ハスキンス研究所

37 4 3 東京 新崎盛敏 アメりカ旅行談

瀬木紀男 アメリカ見聞記

田 中 剛|ザイゴY大学，第4回 InternationalSeaweed Symposium 

10 . 8 名古屋 問 中 剛 フ ラ γスの話

映画志摩半島

38 4 3 東京 福島 博 南極の話

10 11 玉野
藤福小 林島山 虎 博也子}アサクサノリの細胞学

艶 :南極の淡水漢とくに珪藻について

プロ ソーリ|藻類の栄養と形態発生

渡 辺 篤微細藻類の保存について

藤原 輝子 |ダ …近況
39 4 1 東京 薬師寺英次郎チトクローム

10 10 金 沢
千舟山 橋原田 説光幸 往雄男}能ア登メのリ海カ藻の話

40 10 3 東京 アポット |HoplE

41 4 3 東京

田中 剛|パターン半島調査

瀬木紀男外国を巡り て

42 4 4 東京 瀬木紀男東南アジアを巡 り て

10 13 神 戸 山田幸男藻類学研究半世紀を顧みて

43 4 2 東京 近江彦栄チリ訪問の話

11 1 熊本 千原光雄 南太平洋の島々

44 9 22 横浜

霊f豊島山 量和 博夫聖J
緑藻とくにヒトエグザ属の変異性

羽状ケイ藻の変異性

褐藻コ Yプ科とくにワカメ属の変異性

熊野 茂 淡水紅藻とくにカワモズク属の変異性

一一報く一一
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」
譲|海産紅藻とくにソゾ属の変異性

宰|第11回国際植物学会議に参加して

篤|マドラス出席の段

英二|キール大学海洋研究所を訪ねて

富太郎!バイキングの故郷国を訪ねて

弘幸|第7回国際海藻学会議に出席して

茂|マレー半島の自然と人間

弘幸!日本藻類学会20年の歩み

紘之|褐藻類の培養研究による藻類学への貢献

利喜造 l電子顕微鏡観察による藻類学への貢献

宗 尚|日本藻類学界の進歩と日米セミナー

真徳|琉球列島の海藻について

康継|ナポリでの研究と生活

句!Iヨーロッパ旅行談

生 lフランス滞在記

二|北海道周辺海域のコ γプ類について

樹|マコンプの地域的形態変異

高}Iリシリコ γプの生態

茂|ナガコンプの生活様式

幸|第8回国際海藻学会議に参加して

益|光合成器官よりみた藻類の系統

雄 i赤潮の発生とその背景一赤潮鞭毛5菜類の栄養要求性一

哉|紅藻の含臭素化合物

三 i生理学よりみたケイソウ類

幸|視藻暮日一本邦議類学の発展を顧みて

午 l東北大学理学部における海藻発生学の研究史

観シ…国際植物学会議に出席して

!日本藻類学会の創設時を顧みて

宰|自然史科学分野における藻類研究の歩み

俊[生理・生化学分野における藻類研究の歩み

敏 l水産科学分野における藻類研究の歩み

映画アサクサノリ

題演者
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付表 3.目本藻 類 学 会 々 則

第1条本会は日本藻類学会と称する。

第2条 本会は藻学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親睦を図ることを目的とする。

第3条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行なう。

1. 総会の開催(年1回〉

2. 藻類に関する研究会，講習会，採集会等の開催

3. 定期刊行物の発刊

4. その他前条の目的を達するために必要な事業

第4条本会の事務所は会長が適当と認める場所におく。

第5条本会の事業年度は1月1日に始まり，同年12月31日に終る。

第6条会員は次の 4種とする。

1. 普通会員(藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会の承認するもの)。

2. 団体会員(本会の趣旨に賛同する団体で，役員会の承認するもの)。

3. 名誉会員(藻学の発達に貢献があり，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会の推薦するもの〕。

4. 賛助会員(本会の趣旨に賛同し，賛助会員会費を納入する個人又は団体で，役員会の推薦するもの〉。

第7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名)，職業を記入した入会申込書を会長に差出すものとする。

第8条普通会員は毎年会費4，000円(学生は2，500円)を前納するものとする。但し，名誉会員(次条に定める

名誉会長を含む〉は会費を要しない。外国会員の会費は5，000円とする。団体会員の会費は5，000円とす

る。賛助会員の会費は l口15，000円とする。

第9条本会には次の役員を置く。

会長 l名 幹事若干名 評議員若干名 会計監事 2名

役員の任期は2カ年とし重任することが出来る。但し，会長と評議員は引続き 3期選出されることは出

来ない。役員選出の規定は別に定める(付則第1条~第4条)。本会に名誉会長を置くことが出来る。

第10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の意を受けて日常の会務を行う会計監事は前年

度の決算財産の状況などを監査する。

第11条評議員は評議員会を構成し，会の要務に関し会長の諮問にあずかる。評議員会は会長が招集し，また文

書をもって，これに代えることが出来る。

第四条 1. 本会は定期刊行物「藻類」を年4回刊行し，会員に無料で頒布する。

2. i藻類」の編集・刊行のために編集委員会を置く。

3. 編集委員会の構成・運営などについては別に定める内規による。

(付則〉

第1条会長は圏内在住の全会員の投票により，会員の互選で定める(その際評議員会は参考のため若干名の候

補者を推薦することが出来る)。幹事は会長が会員中よりこれを指名委嘱する。会計監事は評議員会の協

議により会員中から選び総会において承認を受ける。

第2条評議員選出は次のニ方法による。

1. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区1名とし， 会員数が50名を越える地区では50名

までごとに 1名を加える。

2. 総会において会長が会員中より若干名を推薦する。但し，その数は全評議員の 1/8を越えることは出来

ない。

地区割は次の 7地区とする。北海道地区。東北地区。関東地区(新潟，長野，山梨を含む)。中部地区

(三重を含む〉。近畿地区。中国・四園地区。九州地区(沖縄を含む〕。

第3条会長，幹事及び会計監事は評議員を兼任することは出来ない。

第4条会長および地区選出の評議員に欠員を生じた場合は，前任者の残余期間次点者をもって充当する。

第5条会員がパッグナンバーを求めるときは各号1，000円とし，非会員の予約購読料は各号1，500円とする。

第6条本会則は昭和55年 1月1日より改正施行する。
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目|件数!金額(円)1 備 考 ! 
金 I504 I 3，229，345 I国内会員担3，国外会員 31，園内非会頁 129← ー |

"_1 一一」一一 一一~~I ffiI~;:If金旦 21 一一一一

付表 4・山田幸男先生追悼号刊行事業決算報告(昭51.3.26~53.3.20)

一一|守一一一一←
項

319，672 I 

山 -81-一一一ー一一一 一 i 

2瓦元o!τ…円/page 一一一一一 一一

|郵便定額4件，東京銀行3件

57 

48 

入金 !

附

1 1別 刷代

!里町竺ヤ立替分入金 i
超過頁印刷費負担金|

息|

一

一

割

収
25 

55，881 

金[

来日
入

!日本藻類学会より(昭和51年4月10日〕50，000 

1，596 

入

'r' 
==ロ

借

3，214，220 

l昭和53年 3月初日現在残部(札幌) 215部2，8卯，000

24，000 

383，440 i 

142，830 

58，490 

153 400 

28，720 

20，035 

251，750 

48，470 

54件|

1.同

本

ャJ
4. 事 務 費計 1

l発送用資材購入 i

内訳 l印章，封筒等購入|

費|

費|

済!

費2. 通信

E 

支

手数3. 振替

産売|本冊販

|残額総計 (ill+IV)(山田基金へ) I 

i差引残額 1 

84，548 出

45，860 

|発送作業等

|室蘭一札幌往復 @3，000X 3回

|昭和白年12J328B返済

14，388 

24，300 

9，000 通

返

件人
← L一一一

5. 幹事交

50，000 

3，761，243 

入金

計

6. 借

(山田基金へ〉

(園内払圏外 14(山田基金へ)

|総務，000円を昭回 12.28日械類学会へ送金
|残額 2日，026円を昭53.3.20に送金

218，353 

幻7，673

496，026 

売

基額 1 I-II 
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付表 5.歴代の会長・幹事

年度|会長| 編集幹事 庶務・会計幹事

昭和27年 山田幸男 中村義輝・須藤俊造 阪井輿志雄

28 11 11 11 舟橋説往 11 

29 11 11 11 11 11 

30 11 11 11 11 11 舟橋説往・川嶋昭二

31 11 11 11 11 11 11 11 

32 11 11 11 11 11 11 11 

33 11 11 11 11 11 11 田i幸伸雄・辻寧昭

34 11 11 11 11 11 回潔伸雄・辻寧昭・複本幸人

35 11 11 11 11 11 11 11 榎本幸人

36 11 11 11 11 11 11 11 11 秋岡英承

37 11 11 11 11 舟橋説往・田津伸雄・山田家正・秋岡英承

38 11 11 片 田 賀 11 11 山田家正・秋岡英承・松永圭朔

39 11 11 11 11 11 11 松永圭朔・芳賀卓

11 

" " " " " " " 
時田旬1 近江彦栄・簸 烈・千原光雄 斎藤譲・正置富太郎・金子孝・鬼頭鈎

41 11 11 11 11 11 11 11 11 

42 11 11 11 山岸高旺 11 11 鬼頭鈎

43 11 11 11 11 11 11 山本弘敏

44 庚瀬弘幸 坪由宏・萩原修 11 熊野茂・高橋永治・榎本幸人

45 11 11 11 岩本康三 11 11 11 

46 11 11 高田昭典 11 11 

47 11 11 11 11 11 11 11 

48 中村義輝 舘脇正和・吉田忠生 11 内田卓志・菊地あや子・増田道夫

49 11 
" " 増田道康夫継 斎藤捷一・内田卓志・阪井興志雄

50 西津一俊 千渡原辺光真雄之 ・有賀祐勝・横浜 猪川倫好・原慶明・山岸高旺

51 11 

以後，編集委員会が出来る
11 11 11 

52 11 古谷庫三・岡崎恵視 11 

53 11 11 11 11 

54 黒木宗尚 増田道夫・岩本康三・山田家正

55 11 11 今野敏徳 11 

56 千原光雄 原慶明・横浜康継・井上 勲

57 11 11 11 田 中 次 郎
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付表 6. 歴代の評議員・会計監事(カッコ内)

年 度 民 名

昭和34-35 木下虎一郎・時田 句~・黒木宗尚・新崎盛敏・片田 貧・瀬木紀男・成瀬弘幸・猪野俊平・

瀬川宗吉・生駒義博・八木繁一

年

36-37 

38-39 

40-41 

42-43 

44-45 

46-47 

48-49 

50-51 

52-53 

54-55 

56-57 

川端清策・時国 旬~・黒木宗尚・殖国三郎・加崎英男・瀬木紀男・腐瀬弘幸・猪野俊平・
田中 剛・生駒義博・八木繁一

川端清策・稲垣貫一・中沢信午・新崎盛敏・福島博・須藤俊造・斎藤雄之助・佐藤忠勇・

今堀宏三・米国勇一・藤山虎也・岡田喜一・生駒義博・八木繁一

近江彦栄・時国 旬~・中村義輝・長谷川由雄・黒木宗尚・中沢信午・野田光蔵・須藤俊造・
福島 博・瀬木紀男・蹟瀬弘幸・今姻宏三・猪野俊平・田中 剛

黒木宗尚・中村義輝・吉田忠生・中沢信午・新崎盛敏・千原光雄・片田 賞・瀬木紀男・

庚瀬弘幸・坪 由宏・藤山克也・猪野俊平・右田清治・田中 剛

長谷川由雄・正置富太郎・秋山和夫・千原光雄・加崎英男・山岸高旺・谷口森俊・今姻宏三・

米田勇一・藤山虎也・尾形英二・右田清治・野沢治治

正置富太郎・中村義輝・秋山和夫・新崎盛敏・福島博・加崎英男・山岸高旺・瀬木紀男・

谷口森俊・今堀宏三・山田幸男・秋山 優・岩崎英雄・野沢治治・津田武男

黒木宗尚・簸 i傑・中沢信午・新崎盛俊・有賀祐勝・千原光雄・小林弘・瀬木紀男・

庚瀬弘幸・坪 由宏・藤山虎也・岩崎英雄・右田清治・津田武男;(正置富太郎・川嶋昭二)

阪井輿志雄・増田道夫・秋山和夫・加崎英男・小林 弘・山岸高旺・谷口森俊・喜田和四郎・

広瀬弘幸・坪 由宏・藤山虎也・斎藤雄之助・右田清治;(岩本康三・古谷庫造)

阪弁奥志雄・正置富太郎・鬼頭鈎・有賀祐勝・加崎英男・千原光雄・三浦昭雄・岩崎英雄・

横浜康継・今堀宏三・梅崎 勇・猪野俊平・斎藤雄之助・野沢治治;(岩本康三・徳田 康)

川嶋昭二・舘脇正和・鬼頭鈎・山岸高旺・小林弘・有賀祐勝・千原光雄・喜田和四郎・

岩崎英雄・蹟瀬弘幸・坪 由宏・大森長朗・松井敏夫・右田清治;(J11端清策・三上日出夫〉

阪弁輿志雄・舘脇正和・中沢信午・加崎英男・小林弘・三浦昭雄・西淳一俊・山岸高旺・

喜田和四郎・谷口森俊・梅崎 勇・成瀬弘幸・秋山 優・大森長朗・奥田武男・右田清治;

(渡辺信・猪川倫好)

付表 7.歴代の編集委員

度|委員長 委 員 l 幹 事

昭和50-51I千原光雄 l秋山優・新崎盛敏.1資額弘幸・黒木宗尚・

今堀宏三・舘脇正和

|有賀祐勝・横浜康継・渡辺真之

|市村輝宜・大島海一52-53 I小林 弘 i秋山優・新崎盛敏・今掘宏三・黒木宗尚・

舘脇正和・千原光雄・成瀬弘幸

54-55 I吉田忠生|秋山優・有賀祐勝・千原光雄・堀輝三・ 1太田雅隆・吉田明子・清水哲

i巌佐耕三・岩崎英雄・小林弘・正置富太郎・ i

右田清治・西沢一俊 | 

56-57 I掘 輝三|秋山優・有賀祐勝・般佐耕三・岩崎英雄・|渡辺真之

黒木宗尚・小林 弘・正陸富太郎・右田清治・|

西淳一俊・吉田忠生 i 



誌類 Jap.J. Phycol. 30 : 370-377. December 15， 1982. 

日本における藻類分類学と形態学の進歩*

、，ー-・ーへ~一ー~~・日....--ー'、

H本人と藻類との関わりは真に殺し、ものがあり，わ

れわれの組先は大昔から海に|控に拶 J:lffする2菜類を食

用に供し，また医薬品として用いてきた。殊に海漢を

食すること においては，その種類と盆共に|止界中で他

に比肩する民族はいない。海岸を歩きながら，時には

海に潜って，食用~'tの他，人!日i生活に役に立つ海藻

を，有用な らざる他の海藻と区別するだけの知識は，

毎年の採取季節に代A 口伝により可成り のiItの畜裁が

あったで、あろうが，それらの|折j十的な知識を自然科学

的に学問といえる迄に緩める人が現われなかったよう

だ。淡水藻にしても，大伴家持が国守として越中の国

(現富山県)に赴任した折，維事11)11C現庄)11)の岸辺

に立って「雄神川紅におう小女らし，'i医附係るとr.JiIlに

立たすらし」と詠みながら， TlfII(Jそのものを自然科学

的に追求するこ となく ，単に文学的感懐のみに終って

いることは残念に思える。

何といっても自然J、}学の本家はヨ ーロッ パであり，

我が国に産する藻類も西欧人の手により採集され，西

欧人の手により研究されたのが，わが日本の藻類学の

本 Advancesin phycology in Japan: Taxonomy 

and morphology : Hiroyuki HIROSE ; 昭和44~

47年度日本藻類学会会長，神戸大学名誉教授。

民瀬弘幸

始まりである。それは1690年(元緑3年〉日本に来初

した E.KAEMPFERに始まる。 同氏は長崎出烏のオ

ランダ尚ー館に勤務していたのであるが，前後 2回江戸

参府に随行し， 其の間各地の地理風俗や動植物を研

究し，日本に海藻の豊富なことと日本人がこれを亦よ

く食べる ことを大著「日本託、j(1712年，正徳2年)中に

紹介している。続いて18世紀の終わり 頃 K.P.THUN-

BERG は1784年(天明4年〉に iFloraJaponicaJ中に

海藻3種 FUCIISsaccha1"i7山 SL. Cマコンブのこと)，

Ulva latissima L.， Ulva lactZtca L. を報じてい

るJ

19世紀に入ると T.von TILENAU & HORNERは

ロγ アの探検船 Krusensternに来って*i初し 0804

年，文化元年〕海務を採集して持帰り D.TURNER及び

F. T. KUTZING に送付した。送付を受けた両学者の

発表に依れば，すべてヒパマタ科所属のものばか りで

ある。 1853年(嘉永 6年)に米国北太平洋調査船派巡の

ことがあり船長 J.RODGERS は RINGGOLD，及び c.

WRIGHT と共に下回， 函館，津軽海峡，伊豆大島，

小笠原，種子!:ふ琉球等にて多数の海藻を採集し，

それらの海漢はアイノレランドの W.H. HARVEY の

手許に送られた。 W .H. HARVEYはこれらの材料を

研究し，日本の海藻学上多大の貢献をした。HARVEY

は上記の海淡材料の他に， BEECHEY， PERRY， BOD-

GERS の3氏が来初の際に採集した材料をも訓査研究

して多数の新種を発見し， HARVEYの命名のま L変更

なしで今日迄残っている;径は沢山ある。一例を挙げる

と PolysiρhOlliaja.ρo7lica HARVEY Cキプリイトグ

サ)， SargasSU7n 7.inggoldianu7n HARVEY Cオオパ

モク)， Cladotlwm  dellsa Harvey Cアサミドリシオ

グサ)等である。

以後プロシャの探検船 Thetisの来初あり，これに

来っていた G.von MARTENSは長崎，横浜にて採集

し，日本産の新種を告し、たが0866年，慶応2年)， 氏の

命名になって無変更のものは Cladothom γugulosa

MARTENS Ctlロシオグサ)のみで， 其の他の新種は

全部学名が改められた。こ与迄のベて来た所は吾が国

の歴史でいえばすべて明治以前の出来事であって，以

下述べる所はすべて明治H寺代及びそれ以後のことに属



する。

先ず最初に現れるのは W.F. R. SURINGAR であ

って，同氏は，ライデンの王立博物館の所蔵になって

いた SIEBOLD，BURGER， TEXTOR， BISCHOPが日本

で採集した標本を再調査して， 1872~1874年(明治 5

~7 年)に Algae Japonicarumを著し，Gracilaria 

textorii SURINGAR(カパノリ)，Codium latum SURIN-

GAR (ヒラミノレ)， Gigartina inte門 ηedia SURIN-

GAR (カイノリ)等の他に Phyllodermasacrum 

SURINGAR(スイゼンジノリ〉等の新種を書いている。

瑞典の探検船Vega号がベーリング海峡を廻って日

本にやって来たことがあるが，同船には F.R.KJELL-

MANが乗っていて，日本近海のコンプ科植物を採集

し，アントクメ，マコンブ， ミツイシコンブ，アオワ

カメ，アラメ，カジメ，チガイソを記載している。同

氏の命名した Eckloniacava KJELLMAN (カジメ)，

Alaria crassifolia KJELLMAN (チガイソ〉は学名の

変更されることなく，そのまム残っている。これらの

発表されたのは1885年(明治18年〉のことであるが，

また同氏はアサクサノリの製品から Porphyratenera 

KJELLMAN (アサタサナノリ〉なる新種を設立した。発

表されたのは1897年(明治30年)のことであるが，同

時にマルパアマノリ P. suborbiculata KJELLMAN， 

ツグシアマノリ P. c内.ゆataKJELLMAN， オニアマ

ノリ P.dentata KJELLMANも命名している。

東大理学部の創設されたのは1877年〈明治10年)の

ことであるが，この時植物学教室の初代の教授に矢

田部良吉があり，矢田部教授の弟子に岡村金太郎がい

た。矢田部良吉は留学先の米国 Woodsholeから同定

ずみの海藻標本を土産に持ち帰り，岡村金太郎に見せ

た所，岡村大いに感激し，大いに欣ぶのー挿話が残っ

ている。これから近代海藻学の日本の鼻祖岡村金太郎

の活躍が始まる。

1886年(明治21年) J. Roy et J. P. BISSET の

Notes on Japanese Desmidsの出た年であるが，

Roy は横浜で， BISSET は北海道大沼公園内の葦菜沼

で植物プランクトンの採集を行い，こうして上記の一

書となった次第である。

1890年(明治2~年) 岡村金太郎が植物学雑誌第4巻

誌上に「ワカメとカジメ属の種類及び蕃殖」なる論文

を発表したが，この論文は，わが国藻類関係の論文第

1号と思われる。

1891年(明治24年) P. HARIOTは SAVATIERが横

須賀で採集したー擾りの海藻資料中から 54種を同定

し，猶その中から 4新種を発表した。
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1900~1908年(明治33~36年) 岡村金太郎は「日本

海藻図説」第 1集~第6集迄を出版した。

1902年(明治35年) 岡村金太郎の「日本藻類名裳J

第l版が出た年である。この書物には海藻，淡水藻合

せて 747種が載せられている。淡水藻?土東道太郎が分

担したので、あるが，派手に素早く論文を書く岡村金太

郎の傍で東道太郎は相当広範に渉って淡水藻の研究に

励んでいたのである。

1902年(明治35年) 札幌農学校草分け時代の一俊英

宮部金吾が北海道水産調査報告第3巻として「北海道

沿岸産コンブとコンブ採取業Jを著した年である。本

報告書中には，コンブ科植物 8属25種が記載されてい

る。宮部金吾は高弟伊藤誠哉を擁した植物病理学の教

授であったが，予てから北大を北部日本の海藻学研究

のー拠点とするべく海藻学者時団側，永井政次を養成

し，北大に理学部が創立される際に東大にあった山田

幸男を植物分類学教室の教授に迎へ，かくて北大は海

藻学研究の日本における一大拠点となったので、ある。

1902年(明治35年) 遠藤吉三郎のサンゴモ類に関す

る研究 rCollarinaeverae japonicaeJが東大理科紀

要76巻に発表された年である。遠藤吉三郎は北大の附

属水産専門部にあってコンプ科，ヒバマタ科について

の業績も多く，また上述の岡村金太郎とは，研究上の

よきライパルとして業績を競い合われておられたらし

い。また岡村金太郎と並んで水産学上の業績も多く，

テングサ，アサクサノムワカメ，フノリに関するも

のが多くある。遠藤吉三郎は札幌の薄野から北大迄人

力車で、通勤されていたことを開いたことがあるが余程

の粋人であったらしい。然し好きな芸者が折角，忍路

にある北大の臨海実験所に訪ねて来ても門から内には

入れなかった由であるから，けじめははっきりつけて

おられたものと思われる。 1909年(明治42年)に出版

された「英語花 FucaceaeJにも1911年(明治44年〉

に出版された「海産植物学」にも，学問上大いに教え

られる他に，両書共何処となく粋な気配が感じ取れ

る。

1906年〔明治39年)山内繁雄は Polysiρhoniaviola-

ceaキプリイトグサの生活史を研究し， n=20， 2n=40 

で配偶世代と造胞世代とが交替することを Botanical

Gazett 41巻， 42巻に発表した。此の研究は紅藻類の

世代交代を代表するものとして世の注目を浴びた。

1907年(明治40年) 此の年以降，岡村金太郎の「日

本藻類図譜」が次々と出版されたが，本図譜は完成後

1951年(昭和26年〉風間書房から 7巻に合本して再出

版されている。
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19凶年と1912年(明治42年と明治何年) 前述の山内

繁雄は1卯9に iCytologyof Cutleria and Aglac-

zoniaJを Bot.Gazett誌上に於いて，Cutleria (ム

チモ)は Aglaozoniaの配偶世代であることを細胞学

的に突きとめた。 Cutleriaは n=24であり，Aglao-

zonia は 2n=48 なること報じ， 続いて 1912年に

rThe life history of CutleriaJを同じく Bot.Gazett 

誌上に報じて，配偶世代である Cutleriaと造胞世代

である Aglaozoni・aとが交替することを論じている。

1909年(明治42.年) 田原正人は東北大学にあってヒ

バマタやホンダワラの類の細胞学的並びに発生学的研

究を始めたので，同氏の弟子等に海藻を材料として細

胞学的並びに発生学的研究に従事する人等が輩出し

た。下斗米直昌，阿部作一，阿部広五郎(改姓して富

田広五郎となる)，猪野俊平等の名が見える。猪野俊平

はヒパマタ科の組織学，細胞学，発生学上に幾多の貢

献をしたが，纏めて一書とし1944年(昭和19年)rフー

グス科の組織学，細胞学及び発生学的研究の進歩」を

出版した。また紅藻類の発生学的研究をも行った。即

ち紅藻類の目，科別に代表種を選んで，それぞれの四

分胞子または果胞子の初期発生の姿を比較し，巧な模

式図を用いて平易に説明し，紅藻類の発生型に一定の

規準のあることを発見し，これらの成果を趨めて1947

年(昭和22年) r紅藻類の初期発生の型による分類」

を出版し，後続の研究者等に多大の便宜を与えた。

1914年(大正3年) 京都大学附属の大津臨湖実験所

が設立された年であり，ここを中心にして日本の陸水

学及び陸水生物学が発展した。初代所長川村多実ニは

本邦陸水学及び陸水生物学の鼻祖ともいうべき人で，

1916年(大正7年〉に出版された同氏の名著「日本陸

水生物学Jは陸水生物学者は勿論，一般淡水藻研究者

にとっても，こよなき教科書であった。本著は上野益

三其他の編集で「川村日本淡水生物学Jとして1973年

(昭和48年〕年に再出版された。

川村多実二の門下には幾多の俊英が揃っていた。そ

のうちの二人，上野益三，津田松商の両氏は動物学者

ではあるが，植物プランクトンの分野にも幾多の貴重

な業績を残している。津田松商は奈良女大にあって幾

多の女性学者を育成したが，教室あげて水質と指標生

物の研究に打込んでおられた光景は壮観であった。女

流学者の中に森下部子の名が見える。

1916年(大正5年) 岡村金太郎「日本藻類名集」の

第2版が出版された。

1921年(大正10年) 石川光春はア+タサノリの細胞

学的研究を行い，染色体数も数えて n=3とした。ア

サクサノリの染色体数に関しては，その後n=4，n=5 

とした報告が現われたが，北大水産学部の簸烈の研究

により n=3と決定，確認された。

1926年(大正15年) 東北大学に招かれた H.

MOLISCHの“Pflanzenbiologiein Japan auf Grund 

einiger Beobachtungen"が出版された年である。本

書には日本各地の温泉に産する温泉藻類の多いことが

書かれてあり，これが刺激となって，江本義数，米田

勇一，鹿瀬弘幸3氏の協同研究になる「日本温泉産藻

類の研究」が始ぎるのである。

1930年(昭和5年) 北大に理学部が創設され，山田・

幸男が宮部金吾の期待を担って赴任され，鋭意日本の

寝類学研究の中心を築くべく努力され，後続の藻類学

者養成に意を用いられたので，山田門下からは沢山の

藻類学者が輩出して全国の要所要所に根づいている。

1930年(昭和5年) 岡村金太郎「藻類系統学」が出

版されたが，同好の士には大きな近代的刺激を与えた

もので，かく申す筆者も藻類の面白みを頭の芯迄覚え

こんだ様な感銘を受け，斯学の勉強を続けたし札幌

にある北大理学部植物分類学教室に進んだ当時のこと

を懐かしく思い出す。

1931年(昭和6年) 北大水産専門部にあった時回旬

が同氏最初の海藻に関する分類学上の論文を世に問わ

れた年である。引続く同氏の研究には，樺太千島そし

て北海道を含むわが国北方海域の海藻に関するものが

多く，それらの研究の広さ深さは如何に高く評価して

も評価しきれないものである。

1932.年(昭和7年) 岡田喜一は「台湾紅頭鳴の淡水

藻Jを著わし，藍藻16種を含む Desmidsのフローラ

を報じたが，氏の其後の淡水藻に関する研究は日本の

旧全版図に及び，特にチリモ科に関する研究は詳細鰍

密である。

1932年(昭和7年) 矢部吉禎が「カワノリの有性生

殖」を報告した。此の時迄カワノリには鞭毛のある生

殖細胞はみられていなかった。半月程前の大学の講義

で，そう教わった直後，本報告を北大理学部の図書室

で新着図書の中に発見して読み終えたときの感激は未

だ忘れられなし、。

1933~1934年(昭和 8年~昭和 9 年) 岡村金太郎の

「藻類系統学」出版以来，一冊に緩められた書物が出

版されなかったが， 1933年〈昭和8年〉になって殖国三

郎の「水産縞物学J，1934年(昭和9年〉の 6月には

岡田喜一の「原色海藻図譜」が，そして同年10月には

東道太郎の「原色日本海藻図譜」が相次いで出版され

た。これら 3冊の書物は藻類が人聞に身近かな存在で



あることを感じさせ，また海藻が好きになるように働

きかける効果は充分であったと考えられる。

1935-1936年(昭和10年~昭和11年) 此の頃から，

山田幸男の弟子等の論文が出始める。高弟の一人瀬川

宗吉が伊豆下回にあって「須崎の海藻」を発表したの

が1935年(昭和10年)であり，同じく高弟の一人田中

剛は1935年(昭和10年)-1936年(昭和11年)にかけ

て山田幸男の助手時代に「紅藻ガラガラ属」のそノグ

ラフと「紅藻イバラノリ属」のそノグラフを完成し，

鹿児島大学水産学部に移ってから紅藻ウシケノロ亜網

のそノグラフを完成した。瀬川宗吉，田中剛の両氏は

山田幸男門下にあって最も着実に確実に海藻の分類学

を押し進めた人である。三井生物研究所より九州大学

水産学部に移った瀬川宗吉の教室からは右田清治，奥

田武男(旧姓沢田).吉田忠生が， 田中間のもとでは

野沢治治，野沢ユリ子〈故人).糸野洋が，昭和57年現

在，大学人の現役として，藻類学を進める上で大いに

貢献している。

1936年(昭和11年) 根来健一郎が「日本湖沼産滞遊

藍藻 IJを報告した。氏の浮遊藻類の研究には真に広

く，深いものがあるが，温泉水中や噴火口底などの強

酸性水域の藻類の研究は藻類の生態学研究としても重

要な意味を持つものである。

1936年(昭和11年) 岡村金太郎「日本海藻誌」が出

版された年である。これは日本国中に産する海藻類の

記裁を集大成されたものである。著者岡村金太郎は

校正中に病に倒れ，弟子の山田幸男が校正を引き継ぎ

出版に漕ぎ着けたものである。著者岡村金太郎は出版

の前年1935年(昭和10年) 8月21日.69才を一期に此

の世を去られた。日本の学者は勿論世界中の学者で，

日本の海藻に触れる場合まづ本書を読まねばならぬこ

とは言を待たない。伝え聞く，岡村金太郎は一度も外

国の地を踏まれなかったが，本人目く「もうこんなに

有名になってしまったのでは今更こんな貧弱な体をみ

せたくない」。私は先生に御限;にかかったことがある

が，先生の御顔は実に御立派，上品極りない御顔であ

ったことを覚えている。

1937年(昭和12年) 補正貫が Sirogoniumの生殖に

ついて詳しく報ずる所があった。

1939年(昭和14年) 朝比奈泰彦監集で「日本隠花椋

物図鑑」が出版された。本書内の淡水藻類の部は岡田

喜ーが分担したが，後続の研究者に袴益する所頗る大

きなものがあった。

1940年(昭和15年〕 片田実の海藻の生態に関する論

文の出始めた年であるが，同氏を中心に，岩本康三，
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三浦昭雄，有賀祐勝，今野敏徳，其他の諸子による研

究は斯方面の研究に先鞭をつけたものである。

1940年(昭和15年)は折しも太平洋戦争の勃発した年

で，加里，臭素其の他の資源調査が実施されたが，こ

れら一連の資源調査は藻類の生態学的知見の増加に大

いに関わるものであったが，当時の資料をもとにした

論文の，あまりに見られなかったことは今にして残念

に思われる。藻類の生態学的研究の中で，その後1947

年(昭和22年〕以降の瀬川宗吉，氏家由三の潮間帯の海

藻の生態学的知見や.1961年(昭和36年〕の谷口森俊の

「日本の海藻群落学的研究J発表の前後以降の同氏の

生態学的研究は，日本の斯方面の進歩に大いに貢献す

る所があった。最近人間生活に関わりの深い環境問題

が，生物に関連ずけて論ぜられるようになった今日，ー

藻類の生態学方面にたずさわる学者が，もっともっと

増加することが望まれてならぬ。

1940年(昭和路年) 江本義数，米国勇一，鹿瀬弘幸

の3人が協同して.r日本温泉産植物之研究」を開始し，

その第 1報が発表された年である。この協同研究は19

52年(昭和27年)迄続いて第30報迄公表されている。

1941年(昭和16年) 永井政次の「千島の海藻」が報

告された.さきに述べた時四旬の樺太の海藻 α954.

昭和29年〉と永井政次の「千島の海藻Jとが揃ったの

で，北部日本の海藻フローラの解明という宮部金吾の

希望は略達せられたことになる。

1942，年(昭和17年) 平野実「尾瀕の鼓藻」の発表さ

れた年である。以来同氏は日本の鼓藻を調べあげ，こ

れを集大成された.実に同氏は西のw.WESTにも比

肩さるべき人である。同氏は今猶斐鎌として淡水藻の

研究に打込んでおられる。

1944年(昭和同年) 奥野春雄は電子顕微鏡による徴

細構造の研究の元祖とも申すべき方で，終始珪藻の殻

‘の模様の，電顕による微細構造と，それに基づく珪藻

の分類を試みた。

1944年(昭和19年) 前に触れた猪野俊平の「フーク

ス科の組織学，細胞学及発生学的研究の進歩」が出版

された。

1946年(昭和21年) 新崎盛敏「アオサ科，ヒトエグ

サ科の胞子発生」が出版された。その後アサタサノ

ム ミノレ，アオノリ，アオサ，モヅタ等の発生につい

て報じたが，同氏は極めて広い学問分野で活躍して来

られた，真に視野の広い方で，現在日本の藻類学を進

める大きな推進力である。

1947年(昭和22年) 猪野俊平「海藻の発生」出版さ

る。本書の内容は紅藻に関する部が大部分である。紅
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藻の四分胞子または果胞子の初期発生の型には一定の

規準のあることを発見しその発生型を分類してみる

と， H. KYLIN以来の紅藻の分類によく合致すること

を見つけた。後続の研究者に与える研究上の使宜さは

裁に大なるものがある。『西に KYLIN(シリン〉あり，

東に猪野あり』の感懐を深く懐くものである。

1947年(昭和22年) 康瀬弘幸は，従来から藍藻と考

えられていた Cyanidiumcaldarium イデユコゴ

メ〉の細胞内に輪郭の明らかな葉緑体の存することを

発見した年であるが，輪郭の明らかな核の存すること

も発見して1958年(昭和33年)に Cyanidiumの分

類学的位置を紅藻に位置づけた。

1950年(昭和25年) 中沢信午はヒパマタ科の卵を用

いて，その生理的特性，特に卵の極性について深く究

める所があり，関係論文多数を世に問うている。

1951年(昭和26年) 神谷平は rBotrydiumフウセ

ンモの生育環境」につき報ずる所があったが，淡水漢

の生理，生態学的研究上貴重な論文である。

1952年(昭和27年) 日本藻類学会結成の機運が盛り

上がり， 10月11日東大の植物学科の地下室に，本会

発足に関心深い者が19名集合して本会創立のことにつ

いて種々打合せを遂げた。翌1953年(昭和28年)3月に

「藻類」第 l巻第 1号が創刊され，10月に金沢に於て，

第 1回総会が関かれた。本学会を軸にして貴重な研究

が続々報じられ亦会員相互の結びつきが強固なものと

なり，沢山の研究グループが結成され，今日の隆盛を

迎えたので・あるo 故山田幸男を初代会長に選出し，時

四句~，鹿瀬弘幸， 中村義輝， 西淳一俊，黒木宗尚と

続き，現会長千原光雄に至っている。当初162名であ

った会員数も年毎に増加し，現在 0982年9月現在〉

672名を数える。

1953年(昭和28年) 黒木宗尚「アマノリ類の生活史

の研究第 1報果胞子の発芽と生長」の報告された

年である。黒木宗尚は東北海区水産研究所にあって，

K. DREWの論文から示唆を受けて， 日本の海苔が，

コンコケリス期の姿で越夏することを突きとめ，この

コンコケリス期の大量培養により，海苔養殖の方法に

画期的な大改良を行った。

1954年(昭和29年) 今堀宏三は1948年以来の研究

を一書に纏めて， rJapanese CharophytaJ を出版し

た。同氏は1964年(昭和39年)に米国の R.D. WOOD 

と共著で rA Revision of the CharaceaeJを出版し

ている。

1954年(昭和周年) 康瀬弘幸は淡水務ミゾジュズモ

の培養による生殖と生活史を明らかにした。

1955年(昭和30年) 廃瀬弘幸はヨツメモの培養によ

る生殖と生活史を明らかにした。虞瀬はこの 2つの研

究から，下等な淡水藻は発芽後直ちに無性生殖を繰返

して幼体の数が増加することを見出して，この生殖法

を幼体生殖 juvenilereproductionと名づけた。

1956年(昭和31年) 瀬川宗吉「原色日本海藻図鑑」

が出版されたが，本書には邦産の種は殆んどすべて図

示されており，斯学を志す人々には多大の便宜を与え

るものである。

1956年(昭和31年) 大森長朗(旧姓西林〉がコンプ

科植物の染色体と同科の組織発生についての報告の出

始めた年である。大森長朗は故猪野俊平の正統を継い

で，掲藻類の細胞学的分野に多大の貢献を重ねてきた

ものであるが，長年身についた海藻の形態学的知見を

基礎にして目下海藻の生化学的生理学的な分野で立働

いておられる。

1956年(昭和31年) 坪由宏の「クラミドモナスの有

性生殖についての観察」が報告された年である。坪白

宏は其後引続きクラミドモナスの生殖生理学的研究の

歩を進めた。なお同氏はミドリムシも取扱い，葉緑体

形成に関しても種々の報告を続けて来た。クラミドモ

ナスの研究途上日本産の新変種を 2つ設立している。

1956年〈昭和31年)新家浪雄と植田勝巳の「藍藻類の

細胞形態学的並びに細胞化学的研究 1. Oscillatoria 

pr;ncepsの電子顕微鏡的研究」の報告された年であ

る。藍藻細胞の微細構造が吾々の理解と納得のいく迄

に明確に描き出されている。植田勝巳其の後の活躍

は，藍藻をはじめ，紅藻，褐藻，緑藻其の他藻類を大

分けしたそれぞれの群の殆んどすべてに及び，藻類の

形態学そのものの発展に尽くしたばかりでなく，藻類

の系統分類を明にする上でも大きな貢献であった。

1957年(昭和32年) 厳燃は「チガイソの胞子礎内に

おける核分裂Jを報じたが，同氏は函館の北大水産学

部にあって，専ら海藻の細胞学的研究に明け暮れして

いる方で，この年以降，同氏により染色体数の決定確

認された種類は，褐藻をはじめ，紅藻にも緑藻にも今

日迄数多くの論文が報告されている。

1957年(昭和32年) 鹿瀬弘幸の「塩飽群島の海藻」

が報告された年である。鹿瀬弘幸は神戸にあって，地

の利を生かして瀬戸内海の海藻の研究に手を染め，海

藻の生育分布の状況と，その生育環境との関係につい

て深く調べ瀬戸内海という限られた環境内での環境を

指示する指標海藻の設定に取り組んでいる。

1957年(昭和32.年) 三上日出夫「紅藻ニセカレキグ

サ及びアカパに於ける雌性生殖器官の発達について」



が報ぜられた年である。三上日出夫はと記の論文中で

は，ニセカレキグサとアカパの胎原細胞の受精から果

胞子成熟迄の経緯を詳しく追求したが，其の後コノハ

ノリ科内での受精から果胞子形成迄の経線を詳らかに

する所があった。紅藻類を分類する為の規準には，胎原

細胞の受精から果胞子形成迄の経緯を比較することに

よりなされるので，わが国の藻類学界でも此の種の研

究者の出現が待望されていた。三上氏は此の種の研究

に力を注ぎ紅藻類の分類を詳らかにすることに大きな

貢献をした。斯方面の研究に1969年(昭和44年)に吉

崎誠が現われ，千原光雄と共著で「真正紅藻類ニセフ

サノリの体構造と生殖器官の形態学的研究」を報じた

が，以後引続きウミゾウメン目内の諸種について胎原

細胞の受精から果胞子形成迄の経緯を詳らかにして，

紅藻類の系統分類の確立に多大の貢献をしたし，また

しつつあることは， 日本の藻類学界にとって真に心強

い限りである。

1958年(昭和33年) 山岸高旺が「秩父盆地産のアオ

ミドロ属」を報じた年である。山岸高旺は早くより，

糸状接合藻ホシミドロ科の研究に着手し，確実な同定

の他に糸状接合藻の接合の経緯に新しい型を見出し，

新属新種を設立して斯方面の分類に貢献した。また同

氏は北はアラスカ，西南はカンポジヤ，南はニューギ

ニアの要所要所の淡水藻のフローラを明らかにして，

世界の淡水藻フローラ究明に貢献した。

1958年(昭和33年) 瀬木紀男が第 3回国際海藻学会

議に出席の為アイルランドに出向かれた年であるが，

此の頃から日本の藻類学者が国際会議出席の為或は長

期留学の為，外国に赴く場合が多くなって来た。真に

よろこばしい限りである。

1959年(昭和34年) 高橋永治は黄色鞭毛藻所属の

Mallomonasや Synura の電子顕徴鏡による微細構

造を基にして，所属各種の分類学的位置を明らかにし

た。 1959年は「淡水産の Mallomonas.Synura及び

其他のプランクトンの電子顕徴鏡による研究(l)Jの報

告された年である。其の後も同氏は終始黄色鞭毛藻の

研究を続けたが，これら一連の研究を1978年に出版さ

れた「日本産黄色鞭毛藻 Synuraceaeの電子顕徴鏡

的研究，その分類と生態」として一書に纏めた。 1944

年奥野春雄(前出)の珪藻の微細構造に基づく分類と

共に分類学上の貢献大いなるものがある。

1959年(昭和例年) 康瀬弘幸「藻類学総説」の出版

された年である。藻類学に興味を抱く多くの人々の勉

強に大いに役立つたといわれている。

1960年(昭和35年) 千原光雄「日本に於けるカギノ
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リ科藻類の生活環(l)Jの発表され-iJ年である。千原光

雄は日本産カギノリ科の多くの種類の生活史を研究し

て，限に大きく見えるカギノリの体は配偶世代であ

り，果胞子が発芽し伸長した糸状体が造胞世代であっ

て，この糸状体に四分胞子の出来ることを明らかにし，

この四分胞子が発芽すると，配偶世代であるカギノ

リの体に生育することを明らかにした。その後千原光

雄は下回にあって緑藻類の培養による生活史の研究に

専念し沢山の資重な論文を発表した。これらの仕事は

後に続く海藻培養の研究に従事する人達に大きな刺激

となり，研究上に多大の暗示を与えた。

1960年(昭和35年) 此の年国際藻類学会が発足し，

日本の藻類学者も大勢参加して，いよいよ日本の藻類

学者も世界的視野の下に，世界各国の学者と相協力し

て学聞を進める機運になってきた。

1961年(昭和36年) 植田利喜造の「電顕像による葉

緑体の微細構造」の研究成果が発表された年である

が，同じ年に前述の植田勝巳は多数の種類に渉つての

葉緑体の電子顕微鏡による研究成果を発表した。これ

らの研究を模機として日本における電子顕徴鏡を利用

しての藻類の研究が大いに進展した。

1961年(昭和初年) 梅崎勇の「日本の海産藍藻類」

の発表された年である。日本では海産の藍藻類の分類

については真に少い研究しか公表されていなかった

が，梅崎勇が本邦全沿岸に産する藍藻植物を明らかに

した功績は大きし、。

1962.年(昭和37年) 川端清策の「日本産ムカデノリ

科の分類学的研究(l)Jの発表された年である。同氏の

研究はムカデノリ科の諸震についての解剖j学的新知見

により，同科内の諸属の特徴を確立した功績は大き

い。藻類学の進歩発展の姿を一つのピラミッドで現わ

すとすると，まづその底面が，しっかりした形態学的

諸知見で埋められ，その上に立って分類学はL、うに及

ばず其の他の専門分野も円滑に発達するものであるか

ら，海藻といわず，淡水藻といわず，その形態学的，

解剖学的研究に従事する人のふえることが望ましい。

その意味で川端清策や前出の吉崎誠の研究にはピラミ

ッドの底辺らしい重みを感ずる。この人達に続く藻類

学者の出現を祈ってやまない。

1963年(昭和38年) 舘脇正和1"Monostromafuscum 

var. splendensCクロヒトエグサの一変種)の生活史」

が出版された年である。氏は室蘭海藻研究所にあっ

て，世界の水準を抜く培養装置を完備し，優れた培養

技術を身につけて，邦産のヒトエグサ属全種類の生活

史を詳細に究めた。北海道大学の山田幸男門下で舘脇
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正和と同期の榎本幸人も神戸大学岩屋臨海実験所にあ

って，独自の工夫を加えた精巧な培養装置と精鰍な培

養技術に物云わせて，多核緑藻類の多数の種について

生活史を究めた。多核緑藻類の原形質を分断して，そ

の破片の 1個 1偲を成体に生育せしめる技術も舘脇正

和，榎本幸人両学者の研究に負う所が甚だ大きい。

1963年(昭和38年) 志平依久子(現姓石)11) rクロ
レラ-41株に分離されたものの生理学と分類学J(R. 

W. KRAUSSと共著)が出版された。この書はクロレ

ラChlorellaの分類，形態，生理に関する，著者の広

汎な研究を趨めたものであり，クロレラ学に志を有す

る人にとって好指針となるものである。

1963年(昭和38年) 須藤俊造は藻類の交配をアマノ

リ属 POゅhyraで行い雑種を作り出すことに成功し

た。数少い斯方面の研究者に長崎の右田清治がある

が，同氏は1967年(昭和42年)に褐藻のワカメとアオ

ワカメの交配に成功して雑種を作った。

1964年(昭和39年) この年には立派な図鑑が2冊出

版された。 lつは海藻関係で新崎盛敏著「原色海藻検

索図鑑」であり 1つは淡水藻関係で水野寿彦著「日

本淡水プランクトン図鑑」である。図鑑は初心者にと

っては正確な一般常識が与えられる効用は真に大きい

ものであるが，研究者にとっても各種の産地や分布生

態のメモ的な記載が座右にあって大変便利なものであ

る。

1965年(昭和40年) 室蘭の中村義輝が褐藻のカヤモ

ノリ，セイヨウハパノリの生活史について世界的に重

要な発見をなされた年である。即ちカヤモノリ，セイ

ヨウハバノリの造胞世代即ち単子褒をつける体は，従

来イソガワラ Ralfsiaと命名されていた種に非常に

よく似た外見をしていることを発見した。つまり従来

早春から初夏にかけて普通に見かけるカヤモノリは配

偶世代であり，同じ季節によく見かけるイソガワラ状

の藻はカヤモノリの造胞世代であることを発見したの

である。同年中村義輝は此の事実を国内で速報した

後，丁度同年8月にカナダのハリファックスで閲かれ

た第 5回国際海藻学会議の席上で，これを発表して万

丈の気を吐き居並ぶ藻類学者の注目を集めた。所が全

く同時にデンマークの S.LUND はカヤモノリの生活

史について中村義輝の研究内容と同じことを発見して

いたので，両学者投稿のフィコロギア誌上には，同じ

巻号に両論文が並んで印刷されており，雑誌編集者の

配慮により両学者の発見の優先権は同時的のものとさ

れたことは，将来のことも充分配慮された，当を得た

処置と思われる。カヤモノリの生活史の研究は翌年

1966年(昭和41年)中村義輝との協同研究者である舘

脇正和の「カヤモノリの単胞子裂を持った殻状平臥の

造胞世代の形成」として発表されているが，此の論文

と並んで発表されているデンマークの S.LUNDの表

題は「天然に見られるカヤモノリの小葉状体に胞子褒

の生ずること」とあり，内容は全く同じ事柄である。

1965年(昭和40年) 秋山優は早くより土壌藻の研究

に着手し r日本で得られたこ，三の土壌藻Jを此の

年に発表報告した。土嬢藻の研究は純植物学的に興味

深いものであるが，農学，林学等の諸問題との結びつ

きが濃いので，農業，林業，環境の指標等人間生活に

とって幾多の実利上の問題が関わるので期方面の研究

者の増加が望まれる。

1966年(昭和41年) 第11回太平洋会議が東京で開催

されたが，この年から藻類学が 1部門として纏められ

ることになったので，藻類学者にとっては非常に便利

であったばかりでなく，海外の藻類学者の口から，ぢ

かに種々のことを聴いたり，またパーティーの席上で

互に友好の念を深め，懇親の実を挙げ得たが，これは

吾が国の藻類学を進展せしめる上で，大きな効果がる

ったものと考える。太平洋会議に引続き箱根温泉で

「培養と培養種の保存」という題目で日米協同研究セ

ミナーが催されたが，培養の問題を通じて，多くの専

門分野に好影響を与えた。

1967年(昭和42年) 簸烈「アマノリ属 Porjhyra数

種の染色体数J (鬼頭鈎と時田旬と共著)の報ぜられ

た年である。霊長烈は続いて1965年(昭和44年〉にアマ

ノリ属の染色体数を明にした数種について報じ 2つ

の論文合せて11種の海苔の染色体を明らかにした他，

此の年にアサクサノリで雌雄の核の合体を確証した。

アサクサノリの細胞学的研究は内外の藻類学者の大変

な労苦のあった所で、あるが， n=3， 2n=6を確実に数

へ而も雌雄の核の合体迄明らかにした簸燃の功績は大

きい。簸j照はアマノリ属の細胞学的研究に成功を収め

た後1982年9月の今日迄に緑藻，褐藻，紅藻所属の多

数の穫について細胞学的研究を確実に実施してきたの

で，染色体数の判明した海藻が沢山にふえてきた。

1967年(昭和42年) 長崎の右田清治は本邦海産の普

通の珪藻 Melosira moniliformis と Skeletonema

costatumから鞭毛のある雄性配偶子の形成と放出の

様子を確証した。此の研究は H.A.VON STOSCHが

1950~1960年にかけて行った MelosiraやBiddulphia

の有性生殖についての研究結果を追試した結果になっ

ているが，日本産の中心珪藻にも生卵器や蔵精器の生

じることが判明したことの意義は大きい。同年同氏は



ワカメとアオワカメとの交配に成功し雑種を作り出し

たことは前述した。

1967年(昭和42年) 東京教育大学の堀輝三「葉緑体

の徴細構造Jが報告された。葉緑体の微細構造を基礎

にして藻類の系統を論じ，藻類の自然分類大系の設立

に大きく貢献する所があった。

1鉛7年(昭和42年) 梅崎勇「ウミゾウメンの四分胞

子体」が報告された年である。梅崎勇はウミゾウメン

の果胞子を培養して発芽させて出来た糸状体上に四分

胞子の形成されることを見届けたのである。配偶世代

だけしかわかっていなくて，生活史上空白になってい

た造胞世代を発見したのである。実に偉大なる発見と

いうべきものである。しかしウミゾウメンに近縁のも

のでコナハダ属の 1種 Liagorafarinosa LAMOUR. 

(邦産なし〕について H.A. VON STOSCHが1965年

に，此の植物の果胞子が発芽すると梅崎勇の発見した

糸状体と同じような糸状体になり，四分胞子畿を生じ

ることを発見しているので，ウミゾウメン目内の海藻

の生活史上には造胞世代が必ず存在するのではないか

と暗示するような研究であった。

1970年(昭和何年) 神戸大学の態野茂，神戸女学院

の瀬戸良三が協同で淡水産紅藻の研究に着手し，カワ

モヅクの越冬型であるシャントランシア期について報

告した年である。両学者は本土は勿論，南西諸島更に

はマレーシア迄足を伸ばして研究の場を拡げている。

以上のベてきた所は日本の藻類学の進歩を分類学

的，形態学的の限で1970年迄眺めてきたのであるが，

1970年以降今日迄の12年間を一括して振り返りみる

と， 1971年(昭和46年〉には日本で初めて国際海漢学会

議が主会場を札幌にして聞かれ，開会議に引続いて日

米科学協力セミナーが，黒木宗尚， 1. A. Abbottの主

催で聞かれたし， 1974年(昭和49年)の夏には第8回国
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際海藻学会議がウエールズのバンゴールで閲かれた

し，同年12月には国際藻類学シンポジウムがインドの

マドラスで関かれたし， 1975年(昭和50年)には神戸で

日米科学協力セミナーが鹿瀬弘幸，R.STARRの主催で

聞かれ，同年夏国際植物学会がロシアのレニングラー

ドで関かれ，それぞれの集りには必ず日本の藻類学者

が参加している。 1977(昭和52年〕アメロカのサンタ

パーパラで聞かれた第9回国際海藻学会議の折には大

挙して大勢の日本からの参加者があったが，大会委員

長 M.NEUSHULの計いで，日本語の同時通訳も用意

されてあったのには恐縮して感謝した次第であった。

1977年(昭和52年〕この年日:本藻類学会を本会独自の

学会を開くことになり，その第1回大会は東京学芸大

学で4月1日に聞かれた。われわれ待望の大会であり，

集う人も驚く程の沢山であった。 1980年〈昭和55年)に

は国際海藻学会議がスウ zーデンのゲテボルグで関か

れ，ここでも大勢の日本人の参加があり，この会議が

すんだ直後日程を引継いで，スコットランドのグラス

ゴーで国際藻類学会の集会があり，数名の日本の藻類

学者が参加し，翌々年1982年(昭和57年〉のカナダ，セ

ントジョーンズで正式に第1回国際藻類学会を開くこ

とに決定したが，予定通り1982年(昭和57年)セントジ

ョーンズで聞かれた第1回国際藻類学会に10名以上の

日本の藻類学者の参加のあったことを本会会長其の他

の方々から洩れ承った。こうして眺めると日本の藻類

学も末広がりに大発展を遂げつ与ありとの感を深くす

るものであり，物故された大先輩は必ずや草葉の陰か

ら，日本の藻類学の現状を挑めてよろこんで下さると

思われる。先輩の過ぎこし方を振り返り，予算の許す

限り最新の，しかも最も便利な装置・設備を整へて，

日本の藻類学を押し進めようではないか。
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日本における藻類の生理・生化学の歩み*

はじめに

日本藻類学会は，故山田幸男博士を初代会長と して

創立され，今年で30周年を迎えた。これを機に去る 3

月30日には第 6回日本藻類学会大会に併わせて記念講

演が行白われた。筆者はその演者の 1人としての光栄に

浴し， 表題のような内容の課題が与 えら れた。しか

し，化学や水産化学対1]でも藻類特にマクロ藻の化学や

生化学的研究は広く行われているので，今回それらの

歴史的歩みをまとめるとすれば，甚だ広範凶の内容と

なり，筆者一人で簡単に出来ることではなL、。従って

今回は，筆者に|苅係のある藻類の生王1Iおよび生化学に

絞って，その主なものの概要を肢史的に辿ってみるこ

とにした。但し，本稿に述べられている研究の立義づ

けなどに関迎した内外の研究は最少|狼に付け加えた。

1 .化学分類学的および生化学的にみた藻類の細胞壁

および細胞間多糖

* Advances in physiological and biochemical 

investigations of algae in Japan :Kazutosi 

NISIZAWA; 昭和]50~53年度 日本務類学会会

長，東京教育大学名誉教授。

西 津 一 俊
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l 緑藻カワノリ属 Prαsiolαと紅藻アマノリ属

P01iJhyrαの細胞壁多糖

MIWA 0934， 1940)は，緑 ・褐 ・紅の藻類聞に，

失々の色素や生殖細胞にみられる顕著な迷 い のほか

に，細胞壁や細胞聞の充填物質についても著しい違い

があることに着 目し， まず緑藻カワノ リ (Prasiola

)a.ρo1lica)と紅渓アサタサノリ (Por;ρhyl・'atenera)の

細胞壁多泌を比較した。アサクサノ リにはセノレロ ース

が検出されないのに反して，カワノリには緑藻アオノ

リ (Enteromortha) などと同 じセノレロースがある こ

とに気付いた。またアサクサノリにはガラクタンがあ

るのに，後者にはなく，一方カワノリとアサクサノリ

には共にアオノ リには無いマンナンが検出 された。つ

まり細胞壁多糖からみれば，カワノ リは一方ではアオ

ノリ等に似ているが他方ではアサクサノリにも似た性

質をもっている ことになる。 この研究はずっと後にな

り再び研究され，カワノリについては TAKEDA等

(l 967~ 8)が，またアマノ リ属においては P.um-

bilicalisについて GUNAWARDENA等 (1974，1981) 

が詳しく研究した。

カワノリの細胞壁は 4 層 (A~D ) に分別され A

F:Y (表層)はグノレコキシラ、ノ(Glc:@:は Xylの約'/10)，

BJ百(中間)は細胞控の大部分を占めるキシロマンナ

ン (Xyl: Man = 7 : 93)で c廓 (内居)は細胞膜

1こ援するセノレロ ースから成り D周(細胞間 賠〉は

Rhaやウロン般を含む酸性多糖か ら成っている。ア

サクサノリのクチクラ居(表層)はグノレコマンナン

(Glc : Man=l・3.3)で，中l習は伎の主成分をな し

グノレ コキ シラン (Glc: Xyl =1 : 2.5)で，マトリック

スとなっている多糖は，ポノレ フイラン(Dー と L-Gal，

6・O-Me-D-Gal， L-Gal-6S， 3，6-AーしGal，D-Gal-4S 

を含む) とSに富んだタンパタ質 (Asp，Ser， Thr， 

Met， Cys， Pheなどのアミノ酸から成り Proや

HO-Proを含まなし、〕との結合物であった。従って，

Prasiolaと POゅhyγα の細胞壁多糖は， 厳穏にみれ

ばほとんど共通点はないようである。

最近，TAKEDA等 (979)はさらに進んでクロレラ

属 Chlorellaの細胞墜を調べて，グノレコサミンを含ん



でいる物質の存在を報告している。

2. 褐穫のセルロース

MIWA(194O)は，ワカメ (Undariaρinnatifida)，

ヒパマタ (Fucusevanescens)，マコンプ (Laminarぜa

japonica)などの褐藻につき，当時まだ不明であった

セルロースの存在の有無を調べ，いずれにも 4-5%

の本物のセルロースを確認した。

3. 褐藻のアルギン酸の構造と関連酵素

アルギン敵は最近までは生物界では褐藻特有のもの

とされていた酸性多糖であり，そもそもはSTANFORD

G飽3)が発見命名したものである。当時は構造も不

明であり，また褐藻全般に存在するかどうかも不明で

あったので，その点を明らかにすべ<， MIW A(1932a， 

1932b) は研究を行った。そして多数の褐藻にその存

在を認め， また Dーマンヌロン酸のみから成る多槍で

あると推定した。 同じ頃 NELSON等 (1929，1930) 

もオオウキモ (Macrocystispyri砕ra)のアルギン酸

につき同様な結論を得ている。三輪はまたアルギン酸

はアワピ (Haliotisgigantea)の中腸腺抽出液で分解

されることもみている。

ENDO (1934)も，アメフラシ (Aρlysiapunctata) 

の中腸腺抽出液がアルギン酸をよく分解し，単量体と

二量体を生成することをみている。また，Bacterium 

alginovorumによる分解物は2，4， 8の鎖長のオリゴ

ウロン酸であること，またアルギン酸やこれらの分解

物でこの菌を培養すると，呼吸率は0.82で酪酸が定量

的に生成されることなど確かめている(ENDO，1939a， 

b， 1940)。
それからずっと後になり， ドイツの FISCHERと

DORFEL (1955)は，アルギン酸の構成成分としてD-

マγヌロン酸(M)のほかにLーグルロン酸(G)も多量

に存在することを見出し，次いで HAUG等(1966)は，

アルギン酸分子中にはMのみから成るプロックと， G

のみから成るプロックおよびMとGを含む3種のプロ

ッグがあり，後者はMとGの交互配列〈実は他の配列

もある)をしているとした。従ってアルギン酸分子は

著しく不均一なはずであり，事実同一起源のアルギγ

酸でも抽出する務体の場所により，M/G比が著しく

違うことがFuJIBAY ASHI等 (1964，1970)により確

かめられた。さらに震近になり，藻体にはアルギン酸

中のMをポリマーのままでGに変える酵素(polyman-

nuronic acid 5・epimerase，PM5-EPase) の存在が

MADGWICK等 (1973)により見出され，この不均一
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性の原因〈少なくともその主なもの〉が説明された。

褐藻の藻体にも，Pseudomonas (KASHIW ABARA 

等， 1969)やタツナミガイ Dolabella auricularia， 

NISIZAWA等， 1968)の中腸腺から抽出されたような

alginic acid lyase(J¥Lase)が存在し，藻体アルギγ

酸の代謝に関与していることが， SHIRAIWA等(1975)

により見出され，またワカメの場合には，藻体周辺の

古い組織の方が成長点付近の若い部分より，進かに

J¥Lase の活性が高いことも分った。外国でも，La-

minaria digitataにはJ¥Lase のあることが報告さ

れている (MADGWICK等， 1973)0 SHIRAIWA等

(1975)によれば，藻体J¥Laseにもタツナミガイの

場合と同じく (NISIZAWA等， 1968)， Mプロックまた

はMポリマー (SM)とGプロックまたは Gポリマー

(SG)にそれぞれ特異的に働くJ¥Laseがある。

PM5・EPaseについては，最近ISHIKAWA等(1981)

が，種々の褐藻中にこの酵素の活性を確認している

が，商白いことにアラメの場合に，その活性は成長点

付近では他の部分より遥かに高いこと，つまりJ¥Lase

とは反対の傾向であった。

アルギン酸分子が著しく不均一であり， M/G比は

同一起源のものでも異なるから，その徴細構造のパタ

ーンを知るのは甚だ困難であるが， MIN等(1977)は

PseudomonasのJ¥Lase によりアルギン酸から調製

したMとGの混成プロック (SMG)から得た数種のオ

りゴウロン酸を同定定量し， SMG中には少なくとも

35%以上の MMGとMGG配列が存在し，また15%

以上は MM，MG，MMの配列が存在することを見出

し， HAUG等 (1966)が提唱したM とGの交互配列

の部分は，あっても少量であることを明らかにした。

これと同じ結論が，酸加水分解の動力学的処理により

(SIMIONESCU等， 1975)，また別の起源のJ¥Laseを

用いて得た種々のオ Pゴウロン酸の同定から (BOYD 

and TURVEY， 1978)得られている。

ごく最近，灰干ワカメの特有の硬度と弾力性の原因

は，少なくとも灰のために渓体J¥Laseの失活に起因

することが明らかにされた (WATANABE等， 1982)。

4. アルギン践の生体レベルの生合成機作

最初 LIN等 (1966) が， アルギン酸はM-および

G-transferaseによりそれぞれ UDP-M，UDP-G (こ

の場合は酵素レベルの証明はない〉から生合成される

ことを報告した。しかしそれだけではアルギン酸分子

のプロックポリマー構造を説明できないし，たとえ

PM5・EPaseの作用を考慮しても尚十分な説明が得ら
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れなし、。 しかし， ABE等(]973)の行った生体のま

まの 14C追跡実験によれば， Mの方が早自に合成さ

れ，遅れてGが生じることが分ったので，やはり最初

は UDP-MからMポリマーが生じ，次いでその一部分

が PM5-EPase により Gに変えられ，生じたMとG

の混成ブロッグを経て，最終的にはGプロックが生じ

ることが一応推定される。しかし，前記のように混成

プロック(SMG)にもある定まった微細構造があるし，

一方Gのみのアルギン酸はまだ得られていないので，

この説明でも問題は残る。

5. 縄藻硫殿多糖の構成成分とその生物活性

褐藻の硫酸基をもっ粘質多糖は，最初 KYLlN(1915)

により“フコイジン(糖質命名法ではフコイダンと

なる〉と名付けられたが，構造研究は遅れてなされ

た。その主構成糖である L-Fucの存在は NELSON等

(1931)により，半エステル硫酸の存在は LUNDE等

(1937)により明らかにされた。その後構成糖として

のウロン酸の有無とか，褐藻全般に分布しているかど

うか， Fuc以外の中性糖の有無などの問題が残った。

MIWA (1937， 1940)は本邦産の褐藻(ヒパマタ，ア

ラメ，コンプ類など)について，分類学との関連にお

いてフコイダンの研究をし，褐藻一般に分布するこ

と， いずれも L-Fuc残基とそれとほぼ等モルの半エ

ステル型硫酸基のあること，少量の Fuc以外の中性糖

やウロン酸の存在などを推定した。その際一部のフコ

イダンにはGlc残基があるとしたが， これは共存して

いたと考えられるラミナラン由来のものと恩われる。

しかし，フコイダンがその構成成分の量比の違いから

抽出起源により不均一であることを指摘した MIWA

の考え方は，今日さらに詳しい研究結果から再認識さ

れてきた。最近は，フコイダン中のウロン酸含有量に

より，真正フコイダン (5%以下〕および合ウロン酸

硫酸多糖(5%以上〉と称し，両者を含めて“フカンH

などと呼ぶ学者もいる (MIAN，PERCIVAL等，1973)。

つい最近のことであるが， MORI等(1980)は，ワ

カメの胞子葉から抽出したA，B，Cの3種フコイダン

(Fuc， Gal， Man， Xyl， GlcUA，硫酸から成る〉の

うち， Ga!と硫酸含有量の多いC画分が，ヘパリンよ

り高い抗スロンピン活性およびへパリンより低いが明

らかに血中脂タンパク質清澄作用を示すことをみた。

一方，フコイダンの研究に関連して，陸上顕花織物

にはエステル硫酸基をもっ糠質が未知であることを考

慮して，海棲顕花植物であるアマモ (Zosteramarina) 

のベクチン質に硫酸基があるかどうかが調べられた

(MAEDA等， 1960)。予想通り， 7%という低い率で

はあったが，アマモのペクチンには硫酸基があり，ま

たメトキシル含有最も12%で，陸上植物一般のベクチ

ンより遥かに低かった。これは海棲という環境による

ものと思われる。

6. 真正紅藻の細胞壁および細胞問多糖

MIWA (1940)は化学分類学的見地から調べた原始

紅藻の Porphyraの細胞壁にはセルロースがなかった

ので，続いて真正紅藻の細胞墜を分析したところ，ツ

ノムカデ(Carpopeltiscornea)， フシツナギ (Lomen-

taria catenata)，カパノリ (Gracilari・atextorii)な

どで、セルロースの存在が確認された。一方，フシツナ

ギやトサカマツ(Carpopeltiscrispata)，ムカデノリ，

オキツノリなどにつき，細胞間多糖を分析し，その主

構成糖が D-Ga!であることを確かめ，また半エステノレ

型硫酸の存在も明らかにした。ただアサクサノリでも

同様であったが，加水分解後の SELlWAFF反応に陽

性な糖質に対して Fruと考えており，実際には 3，6-

A-Galによるものであることには気付かなかった。ま

た真正紅藻の粘質加水分解物中に DL-Ga!の存在を推

定しているが， これは D-Ga!と L-Gal とから生じ

た2次生成物であると考えられる。いずれにせよ，化

学分類学的立場からの褐・紅両藻類の細胞壁および細

胞閥多糖に関する MIWAの行った研究結果をまとめ

ると，1)褐藻および真正紅藻には細胞壁主成分として

セルロースがある， 2)原始紅藻にはセルロースがな

く， D-Ga!およびそれより多くの DL-Galが存在す

る， 3)細胞問粘質多糖としては，褐藻には，Fucを主構

成糖としそれとほぼ等モルの半エステル硫酸をもっフ

コイダンと，高等植物のペクチンに相当するアルギン

酸があるが，真正紅藻には D-Galと少量のDL-Ga!を

主構成糖とする硫酸多糖が存在する，などが挙げられ

る。これらの大部分は今日の知見の基本となっている。

しかしその後の研究から， 原始紅藻では D-Galお

よびか0・Me-D-Ga!のD-系 Ga!の量が 3，6-A・L-Ga!

を含めた L-系 Galの量より遥かに多く，真正紅藻で

は D-系 Ga!総量が 3，6-A・L-Galも含めた L-系 Ga!

総盆とほぼ等しい割合で存在するのが特徴であること

が明らかにされた (HIRASE等， 1961)。

7. タバコグサ属の遊離硫酸

タパコグサ属 (Desmarestialigulata， D. viridis， 

D. tabacoides等)の生藻体は，一般褐藻と同じ見掛

をしているが，葉状体が少しでも破損すると，その周



辺は忽に暗緑色に変色し死ぬ。またそれに接する他の

藻などにも傷害を与える。これについて，遊離の移酸

とか琉泊酸・林機酸などが葉状体組織に含まれてい

る，とする学者もいたが， MIWA (1953)によれば，

それは遊離硫酸であり，その量は乾燥藻体の12-25%

にも及び， pHも1.2にもなっているという。この硫

酸の生成機作は全く明らかにされていないが，晴乳動

物の胃酸生成の問題などと関連して，今後の研究が期

待される。

8. 緑蕩の細胞壁および細胞間多繕

A. セルロースをもたない緑譲の細胞壁主要多糖

管状藻〈クダモ目〉の分類には古くから問題があり，

例えば FELDMANN(1946)は， FRITSCH (1935)に

よる分類のうちのミル目 Codialesからイワヅタ目

Caulerpalesを分離独出させ， イワヅタ科 Cauler-

paceae，ハゴロモ科 Udoteaceae，チョウチンミドロ

科 Dichotomosiphonaceaeを含むイワヅタ目 Cauler-

pa1esを新設した。これに関連して， IRIKI等(19印a)

は， MACKIE等 (1959)が Caulerpafiliformisの

水不溶性アルカリ可溶性画分は s-1，3.キシラン (Xy)

であるとの報告を考慮して， ミル (Codium介'agile)， 

カザノ 9(Acetabularia ryukyuensis)， イソスギナ

(Halicoryne wrightii)の細胞壁主要多糖を分析し，

前者と後2者とは別自に属するにも拘わらず，s.l，4・
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マンナン(Ma)であることをみた。ヒラミル(C.latum)，

イモセミル (C.tomens即時)にも同様なマンナンがあ

った。そこでハゴロモ (Udoteaorientalis)， イトゲ

ノマユハキモ (Chlorodesmis formosana)， ウチワ

サボテ γグサ (Halimedadi・scoidea)， オオハネモ

(Bη10ρ'sis maxima)， イワヅタ属の Caulerpabra-

chyρusなどの細胞壁主要多糖を調べ，表 1のような

結果を得た (MIWA等， 19印)0 FELDMANNの分類

において，ハネモ科 (Bryopsidaceae)をミル目 (Co・

diales)から除いてイワヅタ目 (Caulerpales)に入れ

れば，表 1の分析結果によく一致する。

管状藻キシラ γについては， FREI等 (1964)も化

学法，電顕， X線回折などで調べており， s.l，3.キシ

ロース残基が螺線状に採れて結晶状に並んでいるとし

た。マンナンについても FREI等(1968)が調べており，

s.1，4・結合で結晶構造を取るとした。 IRIKI等(1969)

はその後，タロロコックム目 Chlorococcalesに属する

淡水産のアミミドロ〈均drodictyonreticulatum)の

細胞聞には Man，Glc， Xyl， Gal， UAから成る多積

があり，また細胞聖書多糖はグルコマ γナンとセルロー

スから成っているとした。

B. フシナシミドロ (Vaucheria)とチョウチンミ

ドロ (Dichotomosiphon)の細胞壁主要多績から

みた分類

フシナシミドロ (Vaucheria)の分類には問題点が多

表 1 管状藻の細胞壁主要多鰭

Xyと Maグループ

Siphonales 

Bヴ opsis

Caulerpa 

Halimeda 

Udotea 

Chlorodesmis 

Pseudodichotomosiρhon 
Avranvillia 

Codium 

Derbesia 

Dasycladales 

Acetabularia 

Halicoryne 

(ハネモ)

(イワヅタ〉

(サボテングサ〉

(ハゴロモ)

(マユハキモ〉

(!!ピレミドロ〉

(ハウチワ〉

(ミル〉

(ツユノイト)

〈カサノ 9)

(イソスギナ〉

xya) 

Xyb) 

Xy 

Xy 

Xy 

Xy 

Xy 

Mac) 

Ma 

Mad) 

Ma 

Feldmannの分類系

Codiales 

Codiaceae 

Bryopsidaceae 

Derbesiaceae 

Caulerpales 

Caulerpaceae 

Udoteaceae 

Dichotomosiphonaceaeの

a， b) s-1，3・キシラ γ，DP=52-54 (粘度法)， .45-67 (過沃素酸末端法)(IRIKI等， 1960b) 
c) s.1，4・マンナγ (IRIKI等， 19印a)

d) シストではセルロース (NISIZAWA等， 1974) 

e) Xyグループに属す
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く，例えば最初管状藻目 (Siphonales)に入れられた

り，また独立目フシナシミドロ目 (Vaucheriales)と

されたり，フシナシミドロ科(Vaucheriaceae)として

緑藻類から除いて黄緑藻類 (Xanthophyceae)に入れ

られたこともある。古くはフシナシミドロ属の細胞壁

にはセルロースがないとする人 (NICOLI等， 1952) 

と， あるとする人 (FRITSCH，1955) があった。ま

た，チョウチンミドロ (Dichotomosiphon)は一時

Vaucheriaceaeに入れられたこともあるが，デンプン

を作ることから緑藻類に入れられている。このような

ことを背景にして MAEDA等 (1966)は，フシナシミ

ドロとチョウチンミドロの細胞壁主要多糖を種荷な方

法で調べ，前者はセルロースであり，後者はハネモなど

と同じ s-l，3・キシランであることを確かめた。この結

果からはこの両藻を同一科に入れないで， FELDMANN 

の様にチョウチンミドロはチ g ウチンミドロ科または

チョウチンミドロ目として独立させた方が妥当のよう

に恩われる。

n.緑藻細胞壁のタンパク質

そこで NISIZAWA(1938-40)は，アラメでその辺を

明らかにしようとして，この両物質の昼夜の量的変

化，季節的変化，生長に伴う量的変化など調べた。昼

夜変化では， Mannとラミナランの量的相関々係は明

瞭ではなかったが，季節的にはラミナランは，アラメ

の胞子形成の直前の時期である 8月下旬に最高となり

(乾量の 4%)，Mannはこの季節(8-9月)にはむし

ろ低<， 6月頃最高(乾量の19%)であった。また生

長の盛んな藻体では両物の含有量は低かった。これら

のことから，両物質が何らかの生理学的に関係のある

貯蔵性物質と推定された。この推論は後述のように

14C取込み実験で証明された。当時 NISIZAwA(1939) 

はまだ構造不明のアラメラミナランの化学的性質を調

べたところ， DPは21-22(氷点降下法)で， (α)0= 

-45.6。で，タカジアスターゼ，麦芽酸素や杏仁エム

ルシンなどによりよく分解された。この仕事はその後

進展しないままであったが，後になり， HANOA等

(1961)により詳しい構造研究がなされ，s-l， 3・結合

の Glc残基の聞に s-l， 6・結合が挿入されている鎖状

構造が推定された。その後， MAEOA等(1968) は

SMITH分解法やメチル化法でそれを確め，また s-l，3・

陸上植物の細胞壁に特殊なタンパグ質があり Pro とs-l，6・結合比は約3:1であるとした。 Laminaria

または HO-Proを比較的多く含み， 盛の伸長に関係 のラミナランは DPはほぼ同じであるが，冷水に不

あるのでエタステンシγなどと呼ばれ，その存否は屡 溶性画分もあり，共にその分子の半数の非還元末端

々分類の一つの評価形質ともされている。 MAEDA等 にMannが付いており，また s-l，6-結合の枝分れがあ

(1972)は，管状藻のマンナン群のミル属とキシラン るとした者 (PEAT等，1958)と，アラメの場合と同じ

群の数種の細胞壁中のタンパク質を分析したところ， ように，s-1，6-結合は s-l，3・結合直鎖に挿入されてい

マンナン群のものには HO-Proのみが検出され， キ るとした者(ANDERSON等， 1958)もいる。このよう

シラン群ではハネモ属を除くほかでは Pro のみが検 にラミナランは多くの他の多糖と同様に起源によりか

出され，ハネモ属のみが HO-Proと Proの両種を含 なり微細構造が違っている。事実， MAEDA等(1968)

んでいた。この点ハネモ属はキシラン群でも変り者の により， イシゲ (ishigeokamurai) のラミナラン

ょうである。 はDPは約初であるが，s-1，3・と s-1，6・結合比は 4:1

でかつ分枝構造をもっていることが分った。

m.褐藻における光合成建物 同じ頃， YAMAGUCHI等 (1966)は，アラメのラミ

ナランと Mannの生理学的関係を明らかにするため，

昔 SCHMIEDEBERG(1885)は，Laminaria digitata NaE14COaを用いて光合成をさせ，14Cの取込み状況

中に 1種のグルカンを見出しラミナロン"(楕質命 を分画抽出錬作により調べた。 14Cは低分子商分〈ア

名規約ではラミナランとなる〉と命名したが， KYLIN ミノ酸，有機酸，縞リン酸，脂質，Mannなど〉では，

(1915)はその後これは貯蔵性多糖で Glcから作られ 稽養初期から圧倒的に Mannに取込まれ，その量も最

ると考えた。 しかしその後綿密な実験で Laminaria 高であった。多糖画分(ラミナラン，アルギン酸，セ

に遊離 Glcが検出きれないが (HAAS等， 1929)，代 ルロース等)ではラミナランへの取込みが最も早くか

りに，多量のマンニトール(Mann)が存在することか っ量も最高であった。次いで行われた暗所培養におけ

ら， Mannが同化産物であると考えられたが，02/COS る14C追跡実験では， 14C-ラミナランも 14C-Mannも

比からはそれが支持されず (KIESEL等， 1932)，従つ 同様に速い速度で減少したが，他の多糖や脂質画分の

てまた Mannとラミナランとの関係も不明であった。 14Cは次第に増加した。 これらの結果は，両者が貯蔵



性物質であることを示す。また，経時的に 14CがMann

の6個のCにどのように取込まれていくかを調べた結

果 (YAMAGUCHI等， 1969)は， Mannは CALVIN

回路を経て合成されることを暗示した。

そこで，これを酵素レベルで証明すべく実験が行わ

れた(YAMAGUCHI等， 1969)0 CALVIN回路に関与す

る酵素，例えばフルクトースー1，6ーニーリン酸 (FDP)

を F6Pにする hexosediphosphatase， glucose 

phosphate isomerase， FDP宇土 GAP+DHAPを触媒

する aldolaseなどの存在がアラメで証明された。ず

っと後になってではあるが， COz+RuDP→2PGAを

触媒する RuDP(RuBP) carboxylaseの存在も，コ

モγグサ (Spatog1刀ssumpacifiωm) で証明された

(YAMADA等， 1979a)。残るは， PGA→GAPにする

PGA dehydrogenaseの証明であったが，これはドイ

ツの NORDHORN等 (1976)が既に Fucusserratus 

証明したので，筆者等はそれを行わなかった。

一方 IKAWA等 α972)により，コモγグサとアミ

ジグサ (Dictyotadichotoma)で F6P手M1P(Mann

・1・9:/酸〉を触媒する NAD依存の M1Pdehydro-

genaseや M1P→ Mannの M1Pphosphataseの存

在が証明され，さらに詳しい酵素化学的研究も行われ

た。そこで結局， Mannの生合成は次のような諸反応

を経て行われていることが分った。

(1) (2) (3)ω  
COz+RuDPー→2PGAー→2GAP--FDPー→F6P

1~ 
2DHAP 

(5) (6) 
一→M1Pー→Mann

このうち， (1)~(4)は CALVIN 回路の COz 固定の主

流反応であるから，Mannはその側鎖反応の(5)ー(めの

反応により生成されていることになる。

上記の(吟反応に関与する aldolaseについては，

IKAWA等 (1972)が面白い結果を報告している。

すなわち，緑藻には動物や高等植物に存在する I型

aldolaseがあり，藍藻には細菌に存在する E型aldolase

があったが，褐藻と紅藻には IとEの両型のものが存

在した。

IV.褐藻の CO2暗所固定

炭素代謝の仕事は光の波長との関連において発展し

ており，主に Chlorellaのような微細穫がその研究材

料に用いられた。例えば MIYACHI等 (1977)の仕事

がある。しかしマクロ藻の光炭素同化の生化学的研究
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は本邦では従来余りなされていなかった。

筆者等はH14COa-の取込み実験の際に，アラメの

場合に明所では前記のようにMannに圧倒的に多く取

込まれるのに反し，暗所ではアミノ酸や有機酸にまず

取込まれ，明所取込みの B%にも達することを知った。

アミノ酸では Gluへの取込みも多いが Aspへの取

込の方が速かであり，その量も多かった。取込まれる

有機酸としては TCA回路のものが多いが，中でもグ

エン酸への取込みは最も早く，また量的にも多い。 Asp

への取込みの機作を探るため， Asp合成の可能的な酵

素反応を調べられた結果，アラメ，アミジグサ，コモ

ングサでは， PEP carboxykinase (4.1.1. 32， OAA + 

ATP手 PEP+ADP+C02) の活性が最も高しそ

れには Mn2+ も補助因子となっており，従来分って

いる起源(動物，高等植物，細菌〉では GDPが補助

因子なのに，海藻では ADPであった。 GOT活性も

強いので， Aspは上記の kinaseとこの transaminase

の働きで生じると考えられた。もしそうだとすれば，

その際1モルの ATPが獲得されるので義体にとって

有利な酵素反応であろう (AKAGAWA等， 1972a， b)。

V.光合成に関連ある酵素およびカロチノイド

A. 画事 素

YAMADA等(1979a)はさらに， コモングサから

抽出した RuDPcarboxylaseを精製してその性質を高

等植物のものと比較した。 16個のサプユニット(m.w.

5. Bx 105)の AaBa型である点は似ていたが， Mg2+よ

りも Mn2+により強く賦活される点が異っていた。さ

らに，KAGEYAMA等(1979)は，コモングサの CO2固

定を 2日間連続照射下で行わせた場合，夜間に相当す

る時間には夜型の曲線〈谷)を示すことを見出した。

この解釈として，CO2固定に関与する酵素活性の昼夜

変化が関与しているのではないか，と想定して，藻体を

自然状態，連続照射下，連続暗状態などの条件下にお

き，夫々の活性を測定した (YAMADA等， 1979b)。

予想通り RuDPcarboxylase，aldolase， FDPase， 

M1 Paseなどと Mann合成に直接関与している酵素

は昼の時間になると暗中でも活性が高まる昼型を示

し， R5P isomeraseや酸性 phosphataseのように直

接 CO2固定に関与しない酵素の活性は，夜の時聞に

なると光照射下でも活性が高まる夜型を示した。

B. カロチノイド色素

ヤプレグサ (Ulvajaponica)は緑藻であり乍ら540
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nm光をよく光合成に利用することを知った YOKO- たsynthetaseにより， ADP-Glc， UDP-Glc， GDP-G1c 

HAMA(I973)は，それがシフォナキサンチン(SX)に (後2者は能力が少し落ちる〉を供与体として生合成

起因することを見出じた。従来このカロチノイドは， されることなどを， HC取込み法により明らかにした。

その脂肪酸エステルのシフォネイン (SN)と共に，分 なお， NAGASHIMA (1981)は最近 FUKUDAと共

類とかなり深い関連性があるとされていた。しかし， に，イデユコゴメ (Cyanidiumcaldarium)には Glc

YOKOHAMA等(1977)は，その藻の棲息する深さにむ や Sucなどの糖がない代りに， Fや IFが存在する

しろ関係があるとした。そこでさらにそれを確かめる ことや細胞小器官の形態などから，この藻は従来しば

ために緑藻全般に亘った50種ほどにつき， SXとSN しばいわれている様な藍藻ではなく，むしろ原始紅藻

の分布を調べた(1981)。アオサ目，シオグサ目，ミドリ に属すべきことを提唱した。

ゲ目などの藻のうち SXをもつものは深所に生育して

いる藻に限られ， ミル目中のミル科，ツユノイト科， 咽.海藻の N-同化初期段階における酵素系

イワヅタ科に属する藻には SXと SNの両者が検出

された。つまりミル目では SXの存在は分類学的に有 徴細藻例えば箪藻 Anabaenacylindricaなどの硝

意義に見えたが，アオサ目，シオグサ目，ミドリゲ目 酸や亜硝酸の還元能につき，それは適応的に変化する

などでは，その存在はむしろ生態学的な意義をもつも とか (HATTORI，1962a， b)，その作用スベクトルは光

ののようであった。 合成 COz同化のものと一致しており，亜硝酸の生体

還元は 700nm光や H2気中 620nm光で促進される

VI. uv吸収物質 (FUJlTA等， 1963)など， 生体レベルの仕事は既に

SIVALINGAM等 (1976a，b)は YOSHIDA等(1970)

の仕事を引き継ぎ，以前から TSUJlNO等 (1961)や

YABE等(1964)により紅藻における 260nm，318nm， 

332nmに夫々吸収極大をもっ A，X，Y の物質のう

ち， Yらしい物質 (UV刷)をスサピノリ (POゆhyra

yezoensis) から単離して，その化学的性質(1976a)

や生理学的性質(1976b)を調べた。 CuH剖NzOoとい

う分子式が得られたが，構造決定には至らなかった。

最近 TAKANO等(1979)は類似物質と思われるもの

をアサクサノリ (POゅhyratenera)から， YABE等

(1980)はカレキグザ(Tichocaゆ叫scrinitus)から取出

し，夫々 ClsH21N20OとC1sH四NzOo(Y)の分子式を

与え，その構造も決定した。 SIVALINGAM等(1976b)

によると， UV:制はスザピノりの成長を促進したり，

ホオレンソウやハネモの業縁体の光リン敵化を阻害し

たり， NADPを光還元するなど， 光合成に何等かの

関係がありそうであった。

VH.紅藻におげる光開化産物

NAGASHIMA等(1969，1971)はオオシコロ (Se庁 .a-

ticardia maxima)を用いて，フロ Pドシド(F)とト

レハロース(T)が紅藻デンプン〔オオシコロのデンプ

ンの化学構造は OZAKI等(1967)により既に解明され

ている〕と同様に同化産物であり，生体では互に速か

に変り合い，またこのデンプンはデンプン粒に結合し

二・三なされているが，酵素レベルの仕事，特にマグ

ロ藻についてはほとんどない。これに反して，高等植

物では硝酸還元酵素 (NAR)，亜硝酸還元酵素(NIR)，

Glu脱水素酵素(GDH)，そして最近では Gln.synthe-

tase (GS)や Glu-synthase(GOGAT)などの N・同

化初期段階に関与する酵素の研究がなされている。

Ho等 (1976a)はスサピノリの NIRの酵素化学的

研究をし，全体的には高等植物のものより Chlorella

などの NIRに近い性質であることを明らかにした。

その際，この藻の Cyt553が加熱(酸化型)によっ

て NIR活性(本物の 1/7-1!tO)を示すことをみた。

その後馬の心臓などの Cytc でも同様な結果が得ら

れた (MURAKAMI等， 1977)。

NARについては最近 ARAKI等 (1979)のスサピ

ノりにおける研究がある。この酵素は FMN，FAD， 

NADH などを電子供与体とするが， NADPHは役

立たなL、。またオオハネモで， GDHや GSjGOGAT

系の酵素的研究が最近なされているが (NISIZAWA

等， 1978， 1982)， いずれも高等植物などのものより

は，既に別の藻で報告されているものに近い性質を示

し，全体的には藻類特有の性質ももつようである。

上記とは別に， NAKAMURA等(196めは緑・褐・

紅藻を含む数種の海藻のヌクレオチド中で， IMPは

Porphyraのみに検出されることをみた。これは，こ

の海藻の高い AMP-deaminase活性 (NISIZAWA等，

1980)と関係があるように思われる。



IX.海草震の石灰化機作

OKAZAKI等(1970)は， FURUYA(19印， 1965)の

行った石灰藻の生化学的研究の後を受けて，オオシコ

ロの石灰化がまず光に本質的に影響されることを見出

し，続いて石灰藻の carbonicanhydrase (carbonate 

hydro-lyase)活性は非石灰藻のものより遁かに高いこ

と(OKAZAKI，1972)，また石灰藻特にサンゴモ科石灰

藻やコッコリソフォロドには CaZ+依存の ATPase活

性が強く，それが石灰化に関係していることなどを確

かめた。

二，三の石灰藻で沈着 CaCOaの結晶型や沈着場所

の形態が電顕やX線回折で調べられた (OKAZAKI等，

1977)。オキナウチワ (P.japoni・ca)では針または棒

状結晶のアラレ石で，主に表層細胞上外向きに着生

し， ミツデサボテングサ (H.discoidea)では，同じ

く針または棒状のアラレ石だが，主に細胞間隙に閉鎖

的に着生し，ガラガラ (G.jastigiata)では，表皮細

胞の内面の壁中とか細胞聞の充填物質中に，特に皮層

に多く，立方体のアラレ石またはパ一テライトまたは

両者の混成結晶として現われている。

OKAZAKI等 (1982) はさらに，藻の石灰化機構の

ーっとして，Caとよく結合する物質の存在を想定し

て，多数の石灰藻についてそれを調べたところ，オオ

シコロからは，掲漢にみられるアルギン酸と全く同じ

性質のアルギン酸を単離した。これは紅藻アルギン酸

の初めての発見であり，また従来二，三の細菌が部分

的にアセチル化したアルギン酸を作ること以外には，

アルギン酸は植物界では褐藻にのみ存在するものとさ

れていただけに，紅藻アルギン酸の存在は注目に価す

る。

終りに臨み，細菌から管束植物への進化の大きな中

聞を埋める広範な植物群である藻類には，学問的に問

題点が多く，従ってその研究者が益々増え，日本藻類

学会が今後いよいよ発展することを念願する。
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一一
水産科学分野における藻類研究の歩み*

“水産"という 言葉からは付人間の食生活につながる

面H だけに限定されるような感じをうけますけれど，

ここでは題名にとらわれずに，全体と しての人間生活

面に係わる雑多の問題を取上げることにします。

周知のように， 日本ではi極めて古い頃から海藻を食

用にし， あるいは製塩i時の媒体に使用し，また政府へ

の貢納品，神社の祭事品などに使用されたことが，す

でに万葉集 ・諸国の風土記 (750年代よりlIID また延

菩式 (905~27) などに記述されています「旬。 また考

古学的発捌では，海藻類と生息場を同じくする魚、貝類

の巡物は沢山出土すること，さらに近年，純文土器t片

岡にワカメかコンブかアラメ らしい printj立物が見つ

かっていることなどから，進か以1IIiから日本人は海藻

を利用していたことは確かでしょう 。それはとにか

く，万葉仮名で主?かれている名は当H寺の呼称で，その

まま通用したてーしょうが，紀や延喜:式などになると漢

名が出て来て園内産種のl呼称との1M]に混乱が生じたと

思われます。その是正 ・解説のために本草和名(深江

締仁， 918)や和名類楽抄 (源JI頂，937)など百科事典的

本Advancesin phycological research in fishery 

sciences in Japan: Seibin ARASAKI;東京大学

名誉教授。

新崎 盛時

著述が出たのでしょう 。す.っと下って徳川l時代 (1603

~1 868) になると，天下は安泰で，食生活も泣かなl時

代で，人智 ・文化も進み，t毎~~類利用 も 11嘗好食， {;米l飽

食， (来政食などと発展したようです。浅草海苔抄製品

の 出現と材料のアサクサノリ養殖業のお1) 始 (1682~

1735)， 粗製の心太から寒天精製法の発見(万治元年

冬，1658)と良質品種移殖による在来テングサ型種の

改良の成功(判中I!島一伊豆稲取， 伝承説)，J込;Mの中

国輸出と先方の用途にあうような新製品の刻昆;{I'iの/:1:¥

現 (1615~ 23)，また新しい山石を海中投入すればコ

ンプ増殖が見られることの発見など，実用に直結する

面での知的進展もその頃のようです。そして文献的に

も毛l次草(1638)，料理物語(643)，本朝食鑑(人見

必大，1695)，和漢三才図会 (寺島良安， 1713)，大和

本草や諸菜諮(貝原主主軒， 1708， 1714)，四傍流庖丁苦

節用料理大全 (1714)，日本山1m名物名度図会 (175
'
1，

1799)，十台顔斎苔品(松岡玄達， 1758)，本草網目啓蒙

(小野iMill!， 1803)などが出されて1，5)，調理法などの実

用問の解説や本草学的立場での効用，あるいはi尖名で

延喜式などに/:1:¥てくるものについて植物学的解説が付

されるようになります。延喜式や和名抄には18~ 9種

のE襲名しかあげられていませんが，徳川H寺代の文献で

は20~25種 ， if..Hこ↑台&i斎苔品には98種もあげられてい

る由です九ところで，徳川時代も中期以後になります

と，長崎滞在の蘭医 SlEBOLD等を過して日本産の動

1植物桜木が欧州|に送られ，ラテン学名が制されるよう

にな り，また1820年以降には欧米の船舶が日本近海を

遊文し，開国通商を迫り，遂に1854年(安政元年)1こ鎖国

を月干し、た，ということは周知の通りです。ベノレリ艦隊

(恐らくロシア艦隊また他の英仏艦隊もそうでしょう

が)は単に開国させただけではなく，日本近海の海洋

学的調査や決具標本，生物標本などの採集も行ない，

海蕊標本はアイノレランドの HARVEYにラテン学名の

同定をしてJ.'tうなどしております。こういうよう な簡

は広瀬弘幸先生のご講演中に1:1:¥て くるで しょうから私

はふれないでトおきます。

明治以前までを概括しますと，お手本は い つも一

貫して先進国であるお隣りの中国でした。徳川|時代に

は，名著本草綱目(李l侍珍，1596)をお手本にして，
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科学的といえるのは，何といっても明治 (1868)

になってからのことでしょうが，海務関係の面でその

前と後とには下のような大きい変化がありました。

1. 昆布・寒天その他水産物の清国への輸出の急進

展: 鎖国令 (1635)以降は長崎港だけを幕府直轄の

貿易港にしており，対清輸出品は水産物が主で，就中

昆布が重要品でありました〈もっとも，松前→薩摩→

琉球→清国への密貿易的経路がありました487，24)。こ

れらについては後日項を改めて報じたい考えです。さ

て安政条約による下回や函館の開港 (1田4)以後は函

館との直接取引きが増え，維新で一層急進展しました

が，一方では品質の劣等問題その他の諸問題が起って

きましたい，24) (Fig， 1参照〉。

2， 採藻権などの問題: 藻類の用途は食用など直

接的なものの他に，農作物への肥料としても重視され

た時代がありました。幕政時代には藩当局者の免許

〈お墨付き〉を得て採取しましたが，維新に続く廃藩

置県 (1871)の結果，権威側に交代変化が起り，混乱

が生じました。それらへの対応に“海面官有の布告"

が出される(1875)とか，また内務省内に水産課が創設
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Fig. 1 明治10年代の水産物対外輸出入量比

〈羽原又吉著書より〉

日本産渓類名を同定して薬物的効用を明らかにしよう

と努めていたようです。そのような姿勢は明治になっ

ても長〈余韻を残していたようです。ところで話題は

本道を一寸外れますが，よくいわれる徳川時代の階級

的順序“士農工商"を今日流に換言すると，土は別と

して“一次・二次・三次の諸産業"ということになり

ましょう。往時の“農"の中には漁業(=水産)が取

入れられていたかどうか。採藻業やノリ業の取扱いは

どうなっていたか。など検討してみる要がありそうで

す。余談ですけれど，ソテツ精虫の発見者池野成一郎

先生の晩年の直談に「大学予備門同級生に原君がいた

〈後に枢密院議長，原寛植物学会前会長の父君〉。頭が

良くて，成績はいつも最優等だったが体操などは下手

だった。僕が“大学は植物に行く(彼は法科)"と言っ

たら彼“そんなつまらん所は止せ!"と大反対した。

それで僕は“敵が功め寄せて来たら君達は"すぐ降参

するか逃げるかだろう! しかし僕なら“竹のタネを

周囲に蒔いて速に成長させ，防壁を造る。その研究の

ために植物に行くのだ"と言ったら，さすがの彼も返

す言葉がなかった。さらに僕が農科大学に職が決った

時も“百姓や山師の手伝いをするようぢゃ磁な者にな

らぬぞ!"と言った。ところで，息子遠の考えは違う

ようで“原の息子(寛氏〉が植物を専攻する，反対に

僕や岡金(岡村金太郎先生の同級生聞の通称〉の息子

は法科の出身"J というような述懐があった。土・農

と続けられるけれども，明治中期頃までの世間の受取

り方がどうだったかが推測できる一例としてお話しし

た次第。また僕自身の体験談だが， 1933年に東大水産

学科に入学し，岡村金太郎先生の最後の水産植物学の

講義を受け，将来それを専攻にしよう!・と決めて，当

時の台湾総督府水産試験場長をしていた叔父格の縁者

にその旨を話したら“海苔では腹の足しにならぬ!

海漢は水産の本道でないから別の道を考えよ"との答

であった。彼は明治末年近くに水産講習所(現東京水

産大学の前身〉を卒業して，大正~昭和初期にかけて

水産行政の中枢部に在った指導層の一人。藻類学・藻

類産業が圏内だけでなく国際的にも一応世間的に評価

されている今日の状態からは“そんなこともあったの

か"と思われるむきがあるかも知れませんが，そうい

う雰囲気の中で先達の方々が苦労しながら成果を挙げ

きた歴史を忘れないように! との意味を含めて，横

路に外れた次第です。つい余談が長くなりましたが，

話題を本筋にもどしてH ・H ・0

明治初期の歩みI 
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Fig. 2 採藻免許鑑札

(明治19年.愛媛県民史資料館蔵)

Fig. 3 御前山rpでの採部図

(明治27年.静岡県水産託、4巻より〉

された時(1880)や，翌年それが浪商務省の水産課とな

った時(1881)も採藻掛が設けられて紛争誤殺に当らね

ばならぬ程の大きい問題であったのです8，町CFigs.2，3

参照〕。なお，採藻掛というのは過度の採務に伴なう

稚魚貝類の乱獲の防止，酪ぬ取締りの任も兼ねていた

ようです。

3 ノリ養地の商では，科学知識の欠除のためと幕

府の権威を背景にした“浅草海苔の業体は，将軍様の

おl膝元を流れる隅田川の聖なる水と江戸湾の海水との

適当な混合水と選ばれた/1てや竹のJDLとの触れ合いで初

めて生れてくるもので，他地では生れて来なし、口とい

うような迷信が幕政H寺代は横行していたそうです10)。

維新後は，幕府の政策的束縛が除かれ，科学知識の普

及により，ノリ胞子はどこの海岸にも普通1:19に在る こ

とをま日るようになり，ノリ養殖が他地でも行われるよ

うになった次第で‘す。

明治政府の初期は，いわゆる文明開化のH寺代で，まず

欧米の新知識や新制度の導入に努め，次いで殖産興業

ということで先進の目覚しい機械工業技術などの導入

に努めま した。また，将来の指導者層育成のための高

等教育機関として，3Z政時代からの逃産的な開成 ・医

学の両校を統合して東京大学を開設しました(1877)。

しかし，最初は法文III医の部門だけで，工部大学や1見

学の東京駒場).:11:学校は翌1878年に別々に設立されま

す。なお，東京大学より 1年前の1876年には北海道開

拓使管踏の札幌i史学校が開設されています。この虫学

校の学生には学資金支給があったので，東大への予科

的学校である英語学校では成績トップクラスだった数

人が法学校に転じたそう で，宮部金吾先生もその一人

でした11)。と ころで， このH寺代には水産関係の部門は

まだ顔を出しませんで，国内の産業経済面でも学問的

にも低位置にありま した。当H寺は欧米でも義的，養

鰻，機械化漁業，缶詰製法などは個々の作業技術では

先進とされる面がありま したが，応用科学的には未発

達であり，従って，他部門で行ったように，外国から

指導者的人物を招こうにも適当な人物が見つからなか

ったのも水産部門が当時遅れをとった一因のようで

す。このようなことで，先述のように，声、I清(中国)

貿易の輸出品急増により，昆布，寒天，イリコ，ノシ

アワビ，フカヒレなど輸出量は増えましたが，品質や

価格なと・での而で苦↑l!iが瀕発しました。当時の 日本

では，園内物産のiEI質向上や産業奨励 ・授産なと'のた

めに， 1有国勧業博覧会の開催(1877).パリ万国博覧会

に日本物産の出品(1878). あるいは内務省刊で日本製

品図説J2) (高鋭一編偶.1877)が刊行されるな どがあ

りました。 そ して遂に1 882年(明治15 )~こは大日本水産

会が設立され，前年設立の大日本政会，同年の大日本

山林会と扇を並べるに至り，同会主催の第一回水産博

覧会が翌日生|三開催されるなど水産振興の気運が一段と

高まったそうですJ)。 このような状勢とuf応して，水

産界や東京山林学校の教官の聞から“水産の専門高等

教育機関設立H の要誌が強くなり，東京J1;占林学校内に

簡易手!の水産科が開設され，また大 日本水産会が自力

で水産f云習所を創立するなどがありました (1889. 18 

90)。前者は，第 l回卒業生を出した後，第 2巨!の応募
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Fig. 4 初期の大日本水産会報告に掲載された

海藻関係記蔀

a) 高木正年 ・海苔培養法(1号〉

b) 田中芳男 ・海淡水草等をl的業とすの方法

(72号)

心太を作る(¥..、ぎすてん，または，¥.. 、ぎすこんにゃく)，

1886年開催の水産共進会場には 8間x3尺x3寸の

鉛板張り大慌水撚に各種コンブを浸して生時の実況を

見せる」などの記述があります。なお前出の日本製品

者がなく て廃止されましたが，後者は以後益，々発展し

1898年には水産税習所(農商務省、〕となり 3 さらに戦後

には東京水産大学(文部省〉となって今日に到ってい

る次第です。この水産講習所が長い間，唯一の専門高

等教育機関だったのですが，明治も末近くになって，

北海道大学に水産専門部(水産学部の前身， 1907)， 

東京大学に農学部水産学科が開設されました(1908)。

この 3校だけの状態が長い間つづきま したが，その後

1 940~50年の問に他の大学にも水産の学部や学科が多

数できて今日に到っている次第です。

こう L、う教育機関の歴史をややくどく述べま したの

は，後で述べる日本での藻類学創始却lの諮先生逮は上

述の機関で，例えば札幌i史学校(→北海道大学〉では

宮部金吾，遠藤吉三郎の両先生が，水産{云習所(→水

産講習所)では岡村金太郎先生が，東大水産学科では

三宅駿一先生と岡村先生(非常勤講師)がそれぞれ教

鞭をとっておられたからです。それにしても これらの

諸学校ができる以前の繁明期はどうだったかをみます

と，明治初期に活躍した田中芳男氏功績訟13)に 「パリ

万国博覧会出席の際に学んできた動植物傑本作製法を

使って1868年(明治 1年〕に博物標本を製し，またガラ

タマ氏の補助をして海藻着紙乾n昔などを製す。後年

"海篠，水草等をfJNi業とする法日大日本水産会報72号に

発表(1888)(Fig.4)，なお1871年(明治4年〉には横須

賀造船所御雇教師の植物学者サバチェーノレについて植

物を質問・研究す，1878年(明治11年〉に髪楽(=イギス〉

をn昔白煮熱した後に米刈水または酢を加え凝固させて
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日本製品図説中の海藻図一部 (明治10年)Fig. 5 



よび解説文があります。なお，先述の東京:/!:l:林学校水

産手| の卒業生高橋w策*Ir~築の静岡県水産誌15) (1 ~ 4 

巻， 1894)には，テングサ類などの寒天原藻をはじめ

数種の海藻，水草が図示 (Fig.6)され， その生態 ・
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Fig. 7 出国輸出日本水産図説中の諸地.0fコンブ

図一部(明治19年)

図説1めには昆布 ・寒天 ・浅草海苔 ・トサカノトカタ

ノリ ・フノリ ・サクラノリ (紅葉〉 ・ネコノミ 4ノリ ・

エゴノリ(うきゅうど〉・コメノリ(赤菜〕・・ノラモ(紺菜)

.イギス(海髪〉 ・テングサ・ツノマタ ・クロノリ ・アラ

メ(黒布〉・ホンダワラ(馬尾諜〕・ヒジキ(羊栖菜)・カワ

ノリ(水苔〉 ・寿泉苔など有用言葉類について形態 ・生態

・用途 ・加工法などを記述している。図では“日!?禁体

あるいは水漬けイ本"などの説明がある し (Fig.5)， 

浅草海苔はポノレヒラ ・ヒュノレガリ久，昆布はラミナリア

・サッカリナなどのラテン学名をあげる。また1873年

(明治 6年〕に閲妬使物産局試験所のトーマス ・アンチ

セノレが海草分析を行い“昆布のヨヂーム=沃度合有量

測定日などの記述があります。また大日本水産会報に

は，啓蒙的記~JIを掲載し，浅草海苔養殖については篤

海苔家ともいうべき方々の報文が創刊号iりからありま

す(Fig.6)。実際面では平野武次郎が "tlネ付けした

伐を他地に移すH とい うノ リ移狛養殖法の実証(1883)

などもありました。なお，明治になって中国向けの水

産物輸出iLt，特に昆布が!j';1え，何かと問題が起ったこと

は先に云いましたが，現地調査の報文の対清輸出日本

水産図説24) (1886)には務地産のコンブ類が図示され

ています(Fig.7)。ついでにここで，岡村先生のご活

断!以前の，前駆的業績を綴めますと，有用藻諮りには

第 l回水産博覧会出品 100種の潔名とその加工品名お

394 

w
m
十
八
四

v
rJ
 

4
、

7f-
十

回

静岡県産有用海蕊図一部(明治27年.水産誌1巻より)Fig. 6 
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採集 ・製造法，さらにそれらに影響する環境や水産海 所その他水研の前身〉が創立されたH寺に編纂された水

洋学的立場の記述もあります。なお海藻名のラテン名 産試験成績総覧22) (1931)をご覧になれば分ります。

では，石花菜が Gelidiu1n C017ICU1n LAMOUR.，鹿尾 それでここではそれらの事は!日告し，逸間的 ・外史的な

菜が Cystcph.yllU1n Fuslfcrn:c HARVEY，和 布が 2， 3のお話しを します。

fllal-ia Pinnatifida HARVEY，荒布が CepeaEloll- 1 岡村アラメは遠藤カヂメ 。 そんな~J I ぐらいアラ

gata MART.，海羅が Gloeopeltis11Itl・icataSURING カジメ(予め〉分る筈だろうに !

とされています。 前述のように，奈良平安WJ以来利用されてきた海藻

明治22年 (1889)は，岡村先生が大学を卒業，大学 類は淡名で記されているので，それらと和名との同定

院に入学して藻類学の本格的研究に入る，宮部先生が が徳川時代の本草学者の仕事で、したが，明治に入りま

米国留学から1帝国されるなどがあり (Fig.8)，翌日論 ・ すと，ラテン学名への対応が問題になってきました。

応用の両国で，藻類の科学的研究の始動した年16，li)と ところで，滑海藻 ・未沼海言葉 ・荒布 ・黒布 ・掲布など

みて良いのではないでしょうか。遠藤吉三郎先生は岡 と設かれてきた物はアラメとかカヂメとかと読むこと

村先生に12年遅れた1901年(明治34年:に東大植物学科 は分っていました。しかし，藻体標本が残されている

を卒業されます。先生は頭脳明l断 ・語学に長じ，ご卒 訳ではありません し， また地方名のアラメとカヂメに

業の翌年には，米国ミネソタ大学刊行の蕊類関係専門 はし、ろいろ混乱がありました。結局，岡村は “アラメ

誌 Postelsia18)に日日本の海藻利用とノリ養殖川を英 を Eise川 a，カヂメを Ecklol日a"と同定しましたが，

文で紹介され，圏内でも日本有用海産植物(1903)，英語 遠藤20)は逆に“アラメをEcklonia，カヂメを Eisenia"

花(1909)，海産植物学(1911)を次々 出されるなど，内外 とし，両大家はお互いに古文献を引用して自説を主張

で多角的に活躍されました19，20，21)0 若く して亡 くなら しあいま した。遠藤先生が25年ばかりも先に亡くなら

れた(1921)のは学界にとって誠に惜しいと思います。 れ，また岡村先生の教えをひく者の多いせいか，今日

間村 ・遠藤両先生の藻類学上の業績は，他に炭瀬先生 では岡村説に疑義を入れるのはL、ないと言えます。 し

が詳しく取上げられるでしょうしまた水産学的文献 かし，遠藤説に従う図をあげる水産学校用教科書が昭

については，農林省水産試験場(今の東海区水産研究 有110年(同年夏に岡村先生逝去〉頃までありま した。日

Fig. 8 日本の生物学の礎石を築いた先生方の若き日 (1889.9.17米留学か

ら帰国の宮部金吾歓迎会)，(篠I政・向坂著書より〉。 向って左より，一

列目 藤田経信，八木奨三郎，入団三郎， 岡村金太郎，藤井健次郎，

松井敬勝，三好学。二列 目 姻誠太郎， 矢田部良吉，箕作佳吉，飯

島 魁，松村任三，大久保三郎， 宮部金吾。三手1I目 安江量太郎， 沢

田駒次郎，岩川友太郎， 丘浅次郎，宍戸一郎，斎田功太郎，池野成一

郎， 岸上鎌吉，染谷徳五郎，五島清太郎。四列目 松江元吉，菊池松

太郎，長松篤柴，拓植千嘉衛， 郷正太郎，松固定久，岡田信利，市川

延次郎。
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本昆布大観4)は昭和22年 (1947)刊行ですが，その巻

末の項のかじめ=あらめ文中で“大正の頃学者聞に論

争があったが，結局，あらめの胞子を深い所に置けば

かじめになるという事に学説が一致した様である"と

の珍説が紹介されている程の混乱が一時は続いた次第

です。ちなみに“あらかじめ分る筈……"の皮肉は，

陵上動植物学者あたりから出たものらしく，新属や新

種を続々出される両先生のお仕事ぶりに対するやっか

みや， “もっと慎重に……"との警告を含めた意味深

の評言であった由とも言われています。

2・lテングサの成熟体を細切して海中に撒布する増

殖法についての岡村提案(水講試報V-5，1鈎9)に対

して遠藤が理づめの批判をしたこと町。

これについては岡村先生余程こたえたらしく， 20余

年を経た1933年の授業においても長々と言及されてお

られました。 50年後の今日からみますと， “体枝の再

生カ，栄養繁殖性"という視点と，現行のオゴノリ類

や Eucheumaの養殖が体片の再生力を利用する方法

であるととを考え併せますと，岡村説はその先駆的提

案として受け入れられて良いのではないかと思いま

す。

3. ノリの名まえと胞子についての見解が岡村と遠

藤とで違うこと。

ノリの問題は後に詳述しますので，そこにまとめた

方が良いかも知れませんが，両先生だけに関する話題

ですし，後にでる話題の先駆的論争でもありますから

ここでお話ししましょう。岡村先生はノ P学者で通っ

ていましたが，ノリ場での観察が主で，室内培養は余

り得手でない傾向があったようです。その欠を補うよ

うなことをしようと北大赴任当初の遠藤先生は心掛け

られたらしく(当時の教え子・佐藤忠男翁の談)， ま

ず北海道周辺のアマノリの生態を調査され213， “函館

付近産アマノリ属にはアカノれスサピノムトモエ

ノリの 3種があり，アカノロはスガモ古築上に着生

し，後二者は岩上に生ず。トモエとスサピは形状よく

似るが， トモエノりは湾内に生じ，質柔かで業務く，

養殖すべき種であるが，スサピノリは岩上満潮帯付

近・フノリ棲息帯の下に現わる"ことを記述され20)，

さらに忍路湾内に石垣を構築し，その上に出現するア

マノリの生育消長を調べるとともに果胞子の培養実験

をして“糸状発芽体(現在言うところの freeliving 

Conchocelis)上に運動性の遊走子を造る"という突

飛な説を出されました(植雑33巻p.73，1919)。これ

に対し，岡村等は養殖アサクサノ Pの果胞子発芽を実

験し， “糸状発芽体になるのは果胞子が未熟のためで

あろう。熱果胞子は休眠越夏した後に正常発芽する

筈。然上の発芽体は単列に並ぶ細胞数が10以下の時代

に縦分裂が起きる。遊走子は寄生の chytrid~乙由来す

るものだろう"と反論しました(楓雑34巻 p.131， 

1920)。 これも有名な両氏の論争でありますが“勇み

足で遠藤の負け"というような評だった由です。な

お，間もなく遠藤は北大を退職され，翌年逝去という

結末になりました。これで岡村先生お独り生残られ

(宮部先生は別格)， “俺が間違ったら園内全部が間違

うことになるからな!" (後年ノリの生活史の問題で

弟子の聞に論争が起きた時に先生が漏らされた独語〉

の重責を感ぜられ，いよいよ慎重さを加えるようにな

ったのではないかと思います。例えば，アマノリ属の

分類で，コスヂノ!J Porphyra an.伊 staUEDA et 

OKAMURAとスサピノリ P・yezoensisUEDAでは命

名者名の入れ方がちがいます。和名だけにしろ，遠藤

が前述のように論じていたこと，また植物分類学的見

方だけでは海苔業者を納得させられないことを熟知し

ておられた先生の慎重さが，私には分るような気がし

ます (Fig.9)。

E コンブ・ワカメ類とアマノリ類などの有用麗研

究の歩み

1. コンブやワカメなどについて

コンプ類は，国内ではエピスメ・ヒロメ・昆布など

の名で8世紀初期頃から京都朝延に献納されていたと

の記録があり，また中国でも唐時代の書に“東海の昆

布"との名が出るそうです3，4，5)。そして，唐書には，

今日でいうガン様症状に効しという記述もある由で

す。なお昆布と呼ぶものには，コンプだけでなくアラ

メかFロメその他も含まれていたらしいですが，どの

藻種もヨード，カリなどの薬用成分を含有し，また干

物体表面に食塩が多いなどから，中国では早くからそ

の効用に注目していたのでしょう。明治になります

と，コンブの日本からの対中国輸出量は増えますが，

予期せぬ問題が出るなどがあって，現地調査をして忠

わざりし種々のことが分ってきます6，7，切。その一つ

に，昆布の品質には大きい差があることや用途に相違

があることに気付いたことがあります。そこで諸地産

のコンプ藻体を集め(Fig.7)検討する必要が起りまし

た。恐らくこういう背景があって，宮部先生のコンプ

目25，26)，遠藤先生の Alaria属のお仕事が進められる

ことになったのでしょう。宮部先生のコンプ目の分類

は長い間動かすべからざる命名とでもいえる取扱いで

したが，移殖により生育環境を変えたり，人工採商に
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4/JE gぞ

Fig. 9 故岡村金太郎(清風院理務総、翁居土)17年忌の集まり CE'51.8. 21)。

風間書房干1]日本務類図譜復刻記念、を兼ね。前列左より 阿付一郎，妹

尾秀実，三宅験一，岡村未亡人，羽原又吉，田内森三良11，館、久三種。

二列目左より 岡村二郎，原間三夫，恩田径介， 国絞 1~j， 石川光

春，雨宮育f'p，東道太郎。三列目左より二人目 風間書房社長，多湖

笑声~ ， 小南 約，向坂道治，山田幸男3 瀬川宗吉，新附雌敏，須藤俊

造。

よる養殖体などが得られるようになった今日では新ら

しい分類上の見方も出ているようです27.28)。この傾向

に私は賛成です。理由は，陸上の野作物ではすでに管

から野生体の研究に主限をおいた分類や生態現象とは

別の姿勢 ・視点で対応しているのだから，水産で、もそ

れになろうべきだ，と30余年前から主張しているから

です。ちなみに，コンブ類用途には，1)ダシ採りその他

と，2)煮物 ・競莱用との 2大別があり，それらの産地

や種類(品種か ?)も違うことはよくま[Jられています。

園内では普から1)の面が幹線路で，その観点から池田

%jj笥博士が皇l米成分グノレタミン自主を発見した (1908)

ことは有名です。一方，2)が主なのは中国と，園内で

は沖縄だけですが，両方とも原料は専ら北海道産にた

よっていたのです。中国では，後述のように，今日で

は養殖が行われて20万トン余の生産(日本の約10倍)

がある29)由ですが， 沖縄は養殖の不可能な自然環境条

件下ですので，専ら移入にたよ っています。そ して

県民一人当りの消~iJ1は国内平均i立を大きく上廻る 30)

のが現状です。沖縄で使用されるコンブ極はミツイシ

系かナガコンブ系が良質とされ，特に後者が優秀とさ

れますが，沖縄式調理ですとマコンブ系は前二者より

風味が劣ることは確かです。ダシ用に しても 1年生薬

と 2~3 年生薬とは商品価値に大差がある こと は古く

から知られていますが，このような相違や前述のよう

な相違は，単なる分類学者的視点からだけでは解明で

きないことでしょう，そこらが従来の盲点で，今後は

水産学的観点から解明を要求される問題ではないでし

ょうか。

コンブの養殖は終戦直前の1944年に大槻洋四郎氏に

よって中国で創められて，中国沿岸で大発展したこ

と，大槻氏が桁i因して日本圏内でワカメ養殖，やがて

コンフ'養殖が行われるようになったことはよく知られ

ています。帰国後の大槻氏は先づ私を訪ねられたの

で，いろいろと提言をしました。また後述するよう

に，当時アサクサノリのコンコセリス培養技術や採苗

施設なども完成近い頃でしたので，その技法をワカメ

に応用する研究を斎藤秘之助君にやって貰って，今日

の状態になった次第です31，32)。なお，コンブやワカ

メ，あるL、はアラメやカヂメなどは， 人間の直接食用

が主用途でありますが，藻場構成の主成員として沿岸

水族資源の保持潤養にも重要な役目をしています。ま

たヨードやカリやアノレギン酸製造の原料にもなりま

す。海洋牧場とかエネノレギー源海藻の養殖とかが近年

盛んに言われていますが，養殖施設を大きくするだけ
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ではだめで基盤理論ソフトウェーアの面に進展がなけ

ればいけません。

1962年頃から自然保護と観光厚生の視点から海中公

閣の問題が出てきました。その視点は植生・景観とい

う問題が主で， 従来の分布・ floraというような分類

学的視点とは異なる立場をとります。私はこの事業に

初期の頃から関与し，日本沿岸各地を調査し，その結

果，日本の沿岸を援温寒の 3海域に区別し，暖流系・

寒流系の海流の影響度合推測を割合安直に行うのに，

コンブ目の有無，およびコンブ目(メ〉とヒパマタ目

(モ〉の種類数の出現比が重要な判断材料になること，

また陸上での概念で海中をみては誤りが多くなること

などを知った次第でした33，初。

2. アサクサノリをめぐる問題

岡村先生は大学卒業の前年の12月に“アサクサノ日

発生の状態を知らんと企て，翌1889年1月に雌性生殖

器を認め，ままに本邦産海藻の研究に従事するの念慮を

起した"と書いております(海藻汎論， 1900)。そし

てその後も終生ノリ養殖発展のために尽きれ10，23)“海

苔博士"の異名がついた程でした。先生は“ノリのた

ね蒔き"を目標にされましたが，ノリ体の見えない夏

の聞は“果胞子は海底で越夏する"との見解をとら

れ，海底から採取して実証するよう督励されました。

昭和期，すなわち1927年以降になりますと，網ヒビ(水

平式〕が試験されるようになり，また当時の朝鮮総督

府水産試験場では富士川謬技師が，同全羅南道水産試

験場では金子政之助場長がそれぞれ中心になって浮動

式水平ヒピの試験研究を行ない，特に前者はノリの生

理生態・適正干出時聞を求めて現場と室内実験をいろ

いろと行なう(当時の北大植物生理学担任の坂村徹教

授とは従兄弟なので連絡をとり乍らやっていた由)な

ど，従前のノリ研究に新風が吹き入れられるようにな

りましたお，mhさらに殖田三郎と日下部台次郎の両氏

が相前後して“ノリ秋芽は小型体で越夏した夏ノリか

ら放出される単胞子に由来する"という新説を出され

ました(1929)。岡村先生は直弟子両人からの異説には

戸惑われたらしいですが，間もなく自説(果胞子海底休

眠説〉を引っこめられ， “夏ノリ"説を支持されて自

著にも書かれるようになり， また1933年の我々への

講義でもそのように説明された。そして 1933年には

“冬春のノリ本体と夏ノリとの細胞学的関連"を追究

するために三宅駿一・国枝潟両先生との共同研究が進

められたのでした(ちなみに石川光春のノリ染色体数

研究を指導したのは三宅先生，また国技はヒトエグ+

の生活史を解明し，休眠する造胞体を実証して聞もな

い頃だった〉。 ところで園枝は， 海岸で“夏ノリ"を

見つけようとしても数はそう多い訳でなく，またヒピ

立て前の 9月中旬頃になれば順次“夏ノリ"も増える

筈なのに逆に盛夏以後消滅したままで出現する気配は

ない，そして秋芽発芽体極初期の大きさは夏ノリから

の単胞子の大きさと違う，等々の事実から“夏ノリか

らの単胞子が秋芽の起原"との見解に疑問を持ち，ま

た褒果・果胞子の発育過程や胞子の発芽過程なども仔

細に観察して，結局“完熟胞子は休眠越夏する"また

“単胞子を出さない系と単胞子を出す系とは初期発芽

体の形状で識別され，かつそれは収穫期の早晩につな

がる"等の新説mを出されました。国枝の文書発表は

後年になりますが，論争は岡村先生の逝去前 1，2年前

に始りました。「自分の旧説が復活したのは良いけれ

ど，夏ノリ説を支持ーしたために天下を混乱させた〔水

産教科書や一般植物関係の専門・啓蒙書も夏ノリ説を

あげており，この状態は DREWの Conchocelis説が

容認されるまで長くつづいた〉。分類学的問題なら一部

の学者の内輪だけで止まるが，産業上の問題は県水試

技師対業者との関係まで広がる。困ったことだ」との

複雑な思いから，岡村先生の前述の独語的発言になっ

たのでしょう。なお当時周縁の第三者的農学者・植物病

理学者の中には“環境条件というのをもっと考慮に入

れるべきだろうな! 稲など温室内では冬だって育て

られているし，休眠といったってdelayedgermination 

だのに"とか，あるいは“第 2宿主的存在も考えられ

るだろうが"とかし、うような批判もありました。

なおこれとは別に，養殖中のノリ体が短時日の閑に

腐死流亡してしまう病気があり，その大抵は，岡村・

殖回・三宅(1926)の室内実験で‘実証された“亜硫酸を

含む霧"が原因とされていました。もしそれが真因な

らヒピ上層のノリ体への影響・被害が大きい筈なの

に，養殖場内での実相は逆で，ヒピ下層がひどくやら

れるのがふつうです。そこで病部を顕微鏡で見て，私

が見つけたのが寄生菌丹thiumでした。私はこの病

気を“赤腐れ病"と名づけました。また後に非寄生病

の“白腐れ病"を見つけたのは1935年の冬でした(誌

上発表は12年後の 1947)。 この病因に対する受け取り

如何は，後で，水平式網ヒピの上下操作にも関係する

ことになるのですが， “霧の害"説はその後も長く唱

えられていました。なお前述のノリの生活史について

は，私は“秋芽の起原は海底で越夏した果胞子"を考

えて休眠→発芽の条件，果胞子浮上・集積を徴海洋学

的に追究し，また育種学的視点で養殖ノリ種をみる，

などの研究をしていました。そういう状態のところ



Fig. 10 学生の海藻採集実濁を終えて (1950.7

30.於初瀬海岸〉。 前列左より 藤山和恵

(虎也夫人)， 放野沢ユリ子， 新崎盛敏，

野沢?合治，千原光雄。後列左より 2人目

徳田 l賞。

へ，当時私の所によく出入していた現会長の千原光雄

君が(Fig.10) DREWの発表文を見せてくれたのは多

分1950年 5， 6月頃だったかと記憶していま-ro“コ

ロンプスの卵"的で，海の状況を考えれば，そこに思

い及ばないのが可笑しい位ですが，その論文を見たと

きとにかく我々の盲点をついた "1情天の潟露日を私は

感じま した。そこで，それまでは夏季に余り可愛がら

ないで放置していた果胞子発芽体を気を付けて培養し

続けま したところ 9月中旬に単胞子(殻胞子〕をつ

〈ったのが見っかりま した。それにしても，先述の岡

村先生の独語が耳目にしみついているので， ノリ学界や

業界での混乱を来さぬよう慎重に構え，若い人達にも

DREW 説を知らせて検討して貰い， 自分も文部省科

研~~の交付を受けていたので追究を続けま した38)。な

お，同時期に九大瀬川宗吉氏も現長崎大の右回清治氏

と共同でこのような研究をやっていたようで， 1951年

11月の九大での日本水産学会秋季大会で怜，私のとは

迷う培養結果を発表していました。それと平行して私

は，最初にみつけた現在言うところの free living 

COllchocelisよりも貝殻に穿入させた COllch.ocelisの

方が条件悪化に対して強いことを基盤に，これをmい

る人工採苗を目指して COllclwcelis培養条件探*1こ努

めました。そのような努力は他大学問，水研 ・県水試

の技術研究者や業界の若い研究会の人達のIM1などでも

進められて，急速にノリの人工採首技術が完成され，

今日に到ったという次第です。その聞の文献は，各県

7.K試報や水研の諸業績を丹念に採りあげて黒木宗尚 ・

岩崎英雄 ・吉田rtB、生 ・秋山和夫の四氏がよくまとめて

惑かれています明。ところで，ノリ人工採苗技術の件

亡ついては，“DREWが示唆した"として顕彰の碑を

建て(熊本県宇土郡下の有明湾寄りの地)， また近年

てーはそのように述べている 2， 3の文書もあり，さら
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Fig. 11 DREW よりの手紙 (1956年〕

上)7JIJ刷の要求 (4月20日付)

下)7JIJ刷とともに少し commentした

返事 (6月13日付 〉
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に外国でもそう考えている人々がし、るようです41，42)。

しかし，これは誤りで， 突は前記四氏をはじめ他の諸

氏43.叫も見落している私の短報3めがあります。 DREW

はそれを見たいと箭求してきました。私は別刷を送る

とともに日本で・の諸研究を知らせ，貝殻穿入体だけで

なく free livingの COllchocelisもノリ生活史上考慮

すべきなどと書いてやった訳で司すが，その返事の手紙

が1956年に来ました (Fig.11)。その中では“人工採

苗云々けには一言もふれておらず，生物学上の問題だ

けが~J}いであります。 日本の諸研究や中国 TSENG の

研究などは私の手紙で女J.Jったら しいです(後述の報

文叫での文献のあげ方でも伺えますが，夫君 BAKER氏

も私の手紙のことを知っていました〉。 日本での人工

採苗にi刻する研究は，私の方は既に1952年から基礎研

究を始めていましたので， 1953年の熊本水試太田扶桑

男技師の初現場試験や1956~57年にかけての有明湾周

縁諸県下の人工採苗施設よりも早いと言えます。この

ようなわけで，ノリの人工採苗技術が H 彼女の示唆H

とかいうのはまだしも H 技術指導"というのは事実と

違うと言えます。なお C01lchocelis説を出された1949

年の Nature での掲載は， 日本でいえば以前の岩波

“科学"の等書欄に相当するところでした(1952年以

降 DREWはアマノリ属やウシケノリ属について本絡

的な論文を次々と発表し，さらに纏めをl凶95珂6年に出し

ていま-すty拍向5勾〉

人工採了苗立技術が確立されたことカか為らB 遠隔地問の養
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殖種の交換移植が安直になり，育種的立場からの研究

や技術も進み，また浮き網ヒピ方式が採用されて，深

所までノリ養殖体が拡大されるようになりました。そ

して採苗から成業体までを陸上施設での工場的生産を

行おうとの試み的も出るようになりました。さらに，

ノリ幼体を急速に冷凍して冷凍保蔵後に海中にもどす

と正常に育つ現象に基盤をおく技術も開発46)されてノ

リ生産が一段と安定化の方向に進みまたノリ体の採取

からその後の製品完成までを機械操業で行なう，など

操業面でも大きな進展が見られるようになりました。

しかし，これからは経営面では問題が出て来そうで

す。また今日は“量より質"重視の時代になってきま

したので，養強品種の問題は，往年の分類学的視点だ

けでは対応できぬ状態になっているようです48)。

以上，余り庖を拡げすぎて予定頁数を超過してしま

いました。磯焼けや藻場などの問題が残ってしまいま

したが，他の機会にゆずることにしたいと思います。
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and 
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Vol. 26 (1978) rv Vol. 30 (1982) 

1982 

日本藻類学会

The Japanese Society of Phycology 

Tsukuba 

昭和 57年
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凡例

1.この索引は「藻類」第1巻から第30巻までの表題名，著者名， 学名及び和名を収録した.

また学名，和名以外の一般名や異名なども収めた.

2.学名，和名は表題に用いられたものを収録した。

3.学名の部には，門(Division)または綱 (Class)以下の学名を収めた。

4.同じ属名が繰り返えされる場合は，その位置に「一一Jを用いて文字を省略した.
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I藻類j索引の刊行に当って

日本藻類学会では，創立10周年と20周年の際の記念事業として，それぞれ 10年間の会誌「藻類」

の索引の刊行を行ってきました.そして今回の 30周年に際しても同様の索引を作ることが評議員会

と総会で議決されました。ところで，過去2回は会員から臨時会費を徴収し， これを刊行費に当て

ることで事業が進められましたので，当初はその案が考えられました. しかし， 今回は「藻類Jの

増大号出版など，他に幾つかの記念事業が計画され，索引は「藻類」第21巻から第30巻までを扱う

こととなっており， 募金委員会が設置されましたことから， 索引は募金の権内で作ることになり，

その内容等は寄付金額とのかね合いで進めることになりました.幸い会員諸氏の熱意により募金の

進捗は極めて順調で， 開始後数旬のうちに目標額を越す見通しとなりましたので， より広く活用で

きる索引にするため，第l巻第1号から第30巻第4号までのすべての号の表題，著者名および表題

に出た学名と和名を掲載することになった次第であります。 このことは編集責任者の堀輝三氏をは

じめ事務局の幹事諸氏に多大の時間の消費を強いる結果となりましたが， しかし， よく努力されこ

こに藻類全巻号の索引が出来上ったのであります。編集に努力された幹事諸氏に深く感謝の意を表

します.

索引刊行までの経緯を申しあげ.ご挨拶といたします。

「蔀類」創刊号から現在までにいたるすべての号を網羅するこの索引がより多方面に亘って広く活

用されることを望んでやみません。

昭和57年12月15日

日本藻類学会会長

千原光雄
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表題索引

TITLE INDE玄

Volumes 1-30 

The Bulletin of Japanese Society of Phycology Vol. 1-25 

The Japanese Journal of Phycology Vol. 26-30 

(J) =in Japanese 

(A) =in Japanese with English or other foreigne lauguage abstract 

(E) =in English with or without Japanese abstract 
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- italica 29: 59a. 3D: 139. 

B 
Ballia 3D: 15. 
Bangia fusco・purpurea 15: 101. 
- gloiopeltidicola 15: 101. 

BANGIALES 3D: 57. 
BATRACHOSPERMACEAE 18: 116. 
Batrachospermum 25 (Suppl.) : 189. 3D: 15， 119， 

289. 
- coerulescens 24: 87. 
- ectocarpum 18: 1. 
- moniliforme 7: 52. 17: 61. 

Berkeleya obtusa 27: 175. 
- rutilans 25: 143. 
- sparsa Bp. n仰. 29: 95. 

Biddulphia aurita 22: 41. 
Bipedinomonas rotunda 29: 116. 
BONNEMAISONIACEAE 20: 48. 
BotryococcUs braunii 25(Suppl.): 61. 
Branchioglossum nanum 21: 24. 
Bryopsis 23: 139. 26: 43a. 27: 50a， 82. 28: 60a. 
- maxima 21: 125. 24: 68. 26: 49， 145. 
- plumosa 21: 125. 
- ryukyuensis 25 (Suppl.) : 353. 

Bulbochaete 12: 1. 

C 
Cachonina niei 25 (Suppl.): 119. 
Callithamnion 29: 61a. 
Caloglossa 9: 57. 3D: 15. 
- ogasawaraensis 18: 176. 

Campylaephora hypnaeoides 27: 201. 
Caulerpa 29: 163. 
- brachypus 25(SuPPI.): 25. 
- fergusonii 23: 24. 
- freycinetti var. typica f. lata 16: 137. 
- okamurai 16: 132. 17: 98. 
- peltata var. peltata 24: 25. 
- scalpelliformis var. denticulata 5: 25. 7: 97. 

16: 100. 17: 67. 18: 8.25: 27. 
CAULERP ALES 25 (Suppl.) : 25. 
Cephaleuros virescens 5: 38. 
CERAMIACEAE 25(SuPPI.): 385. 27: 201. 29: 47. 
CERAMIALES 27: 17， 123. 28: 19， 191. 29: 39， 263. 
Ceratium 24: 55. 
Chamaedoris orientalis 9: 53. 
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CHAROPHYTA 1: 45. 

Chantransia 7: 52. 17: 61. 
Chattonel1a 29: 73. 30: 47. 

CHLAMYDOMONADACEAE 15: 40. 

Chlamydomonas 5: 74. 9: 21. 15: 40. 

Chlorel1a pyrenoidosa 29: 181. 

- vulgaris 28: 159. 

Chlorocytrium inclusum 24: 121. 
CHLOROMONADOPHYCEAE 18: 137. 29: 73. 

CHLOROPHYCEAE 2: 61. 1"0: 45. 
CHLOROPHYTA 25: 67. 25(SuPPI.) : 347. 

CHLOROSARCHINALES 26: 69. 
Chnoospora minima 29: 70a， 101. 
Chroococcidiopsis 29: 62a. 

Chodatel1a 23: 153. 
Chondria armata 7: 91. 
Chondrus elatus 8: 71. 
Chordaria firma 25(Suppl.): 245. 

- cladosiphon 25(Suppl.): 245. 

CHORDARIALES 24: 130. 26: 53. 27: 75. 

CHRYSOPHYCEAE 20: 93. 

Chrysymenia grandis 25: 137. 

Cladhymenia pacifica 27: 123. 
Cladophora 6: 1. 21: 49. 25 (Suppl.) : 319. 29: 

171. 30: 23. 

- opaca 27: 143. 
- rupestris f. submarina 27: 143. 

- sauteri 23: 19. 27: 39. 28: 123， 128. 30: 147. 
- sauteri f. sauteri 27: 149. 
- sauteri f. kurilensis 28: 47. 

- wrightiana 8: 1. 

Cladosiphon okamuranus 25(SuppI.): 333. 

Clathromorphum 25(SuppI.): 9. 

Cloniophora plumosa 4: 45. 
Closterium 25(SuppI.): 239. 30: 332. 

- ehrenbergii 3日:97a. 

Coccophora 3: 11. 4: 42， 52. 5: 21. 8: 108. 

CODlALES 27: 7. 

Codium adhaerens 12: 84. 

- latum 24: 111. 28: 59a. 

Colacium vesiculosum 30: 63. 

Compsopogon oishii 7: 71. 
COMPSOPOGONACEAE 30: 57. 

Compsopogonopsis 23: 150. 

- japonica 25(Suppl.): 195. 

Conchocelis 7: 19. 9: 77. 10: 82. 18: 167. 21: 

86， 92. 
Constantinea rosa-marina 28: 141. 29: 251. 
CORALLINACEAE 25(Suppl.): 9. 29: 7. 

Cosmarium turgidum 9: 31. 
Costaria costata 25: 167. 

Cricosphaera roscoffensis var. haptonemofera 30: 

91a. 
Crucigenia 22: 90. 
Cruoriel1a elegans 8p. nov. 16: 106. 

- fissurata 17: 19. 
CRYPTONEMIALES 25(SuPPI.): 31. 28: 81， 141. 

29: 251. 
Cryptopleura membranacea 24: 13. 

Cutleria multifida 10: 77. 

Cyanidium caldarium 29: 237. 

CY ANOPHYCEAE 10: 45. 

CYANOPHYTA 11: 70. 14: 149. 25: 155. 

Cyclotel1a arentii 25: 45a. 

- temperei 29: 60a. 

Cymathaera japonica 29: 79. 

Cymbel1a 26: 46a. 

- aspera 30: 95a. 

- gracilis 30: 85a. 

- lanceolata 30: 95a. 

- ventricosa 28: 58. 

Cyrtymenia sparsa 4: 8. 

Cystophyllum caespitosum 11: 49. 

Cystoseira hakodatensis 29: 277. 

- prolifera 20: 65. 

亙》

Dasya sessilis 8: 59. 

- villosa 8: 59. 

Delamarea attenuata 28: 62a， 225. 
DELAMAREALES 13: 21. 

Delesseria violacea 20: 54. 

DELESSERIACEAE 19: 5. 21 : 65. 23: 127. 24: 13， 
81. 25: 7， 143. 25 (SuppI.) : 143， 395. 26: 65. 
27: 35， 213. 27: 83. 28: 113. 

Delesseriopsis elegans 19: 1. 

Derbesia 26: 43a. 27: 50a. 28: 60a. 

Desmarestia 25 (Supp1.) : 159. 
- ligulata 25(Suppl.): 159. 

DESMID 4: 1. 30: 297. 

DESMIDIACEAE 29: 71a. 

DIATOM 1: 41. 4: 71. 5: 76. 6: 23， 60. 26: 26， 
59， 68. 27: 1. 28: 117. 29: 109， 201. 

Dichotomosiphon tuberosus 26: 151. 

Dictyopteris divaricata 7: 37. 10: 88. 14: 1， 8. 
25: 49. 25(SuppI.) : 251. 26: 177. 27: 99. 28: 

177. 30: 155. 

- prolifera 16: 119. 18: 53. 

- undulata 20: 7. 

DICTYOSIPHONALES 28: 225. 

Dictyosphaeria cavernosa 20: 67. 29: 225. 30: 

103. 
Dictyota dichotoma 7: 37. 14: 8. 29: 129. 

DICTYOTACEAE 22: 58. 

DICTYOTALES 7: 37. 10: 88. 12: 87. 14: 1. 17: 

91. 18: 53. 20: 7. 23: 133. 24: 92. 25: 12. 
25 (SuppI.) : 1， 271. 

DINOFLAGELLATE 25(Suppl.) 119. 

DINOPHYCEAE 4: 80. 30: 318. 
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Diploneis el1iptica 28: 64a. 30: 88a. 
- marginestriata 30: 88a. 

Ditylum brightwel1ii 27: 54a. 
Draparnaldiopsis 5: 57. 8: 53. 
- alpina 6: 75. 

Dudresnaya minima 7: 11. 
Dumontia simplex 13: 43. 
DUMONTIACEAE 28: 141. 

Dunaliella 27: 50a. 28: 58a. 29: 62a. 
- tertiolecta 26: 69. 

Delamarea attenuata 28: 225. 
Durvillea 13: 17. 

E 
Ectocarpus 26: 27. 
- siliculosus 6: 83. 

Eisenia bicyclis 1: 49. 
Enteromorpha compressa 
- flexuosa subsp. flexuosa 17: 15. 

Eremosphaera 29: 71a. 
Erythroglossum bipinnatifidum 27: 35. 
- minimum 24: 81. 
- pinnatum 25(Suppl.): 143. 

Eucheuma amakusaensis 23 :47. 24: 98. 
Eudorina 24: 149. 30: 90a. 
EUGLENOPHYCEAE 24: 62. 
EUGLENOPHYT A 15: 76. 

F 

Farlowia irregularis 5: 14. 

FLORIDEAE 8: 59. 
Fragilaria pseudogaillonii Bp. nov. 26: 47a. 27: 

193. 
Fritschiella tuberosa 12: 44. 
FUCACEAE 3: 67. 
FUCALES 13: 8. 14: 113. 17: 42， 122. 20: 59. 

22: 1. 25: 24.26: 1， 5. 29: 277. 30: 305. 
Fucus 10: 60. 12: 47. 16: 68. 20: 59. 25: 24. 

25(SuPPI.) : 215. 26: 5. 

- evanescens 5: 44. 
- vesiculosus 21: 81. 

を主

GELIDIALES 14: 62. 18: 72. 
Gelidiella acerosa 19: 9. 65. 
- ramellosa 6: 34. 

Gelidiopsis 5: 60. 
- variabilis 28: 93. 

Gelidium 2: 13. 25(Suppl.) 43， 327. 
- amansii 18: 112. 
- japonicum 30: 86a. 

- pacificum 18: 112. 

- pristoides 30: 86a. 
- pusillum 18: 112. 
- vagum 14: 62. 

Gibsmithsia 19: 94. 
Gigartina ochotensis 29: 63a. 24: 41. 
- pacifica・ochotensis 30: 125. 

GIGARTINALES 25 (Suppl.) : 87. 27: 63. 
Gloeophycus 28: 61a. 
- koreanum 28: 97. 

Gloiopeltis furcata 15: 68. 
Gloiosiphonia capillaris 28: 81. 
GLOIOSIPHONIACEAE 28: 97. 
Gomphonema angustatum 28: 57a. 

- sphaerophorum 27: 55a. 
Gonium multicoccum 22: 6. 
- octonarium 25(Suppl.) : 303. 
- pectorale 26: 19. 
- quadratum 25 (Suppl.) : 303. 
- viridistellelatum 25 (Suppl.) : 379. 

Gracilaria 18: 96. 
- textorii 3: 16. 4: 37. 
- verrucosa 21: 130. 
- henriquesiana 6: 4. 
- incurvata 21: 57. 

GRACILARIACEAE 3: 19. 
Gracilariopsis chorda 21: 86. 
Grateloupia elliptica 6: 16. 8: 112. 
-創icina 15: 61. 
- turuturu 2: 29. 8: 112. 

GRATELOUPIACEAE 3: 6. 
GREEN ALGA(E) 23: 144. 24: 103. 28: 69. 

Gymnodinium 29: 58a. 
Gymnogongrus flabelliformis 25 (Suppl.) 87. 27: 

63. 

E 

Halicystis 26: 43a. 28: 60a， 211. 
Halimeda 20: 83. 
- discoidea 25: 189. 
--incrassata 26: 9. 

Halosaccion americanum Bp. nov. 30: 265. 
- glandiforme 27: 25. 

Hapterophycus canaliculatus 25 (Suppl.) : 203. 
Heribaudiella fluviatilis 7: 45. 
Herposiphonia tenella 1: 73. 
HETEROKONT AE 10: 45. 

Heterosigma 28: 67a. 
- akashiwo 30: 92a， 279. 

Hildenbrandia occidentalis 25 (Suppl.) : 31. 
--prototypus 25(SuppI.): 31. 
- rivularis 22: 10. 25: 129. 

HILDENBRANDIACEAE 25(Suppl.): 31. 
Holmesia japonica 18: 108. 
Huber-Pestalozziamonas gen. nov. 15: 76. 
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Hyalosiphonia caespitosa 18: 103. 
Hybrida 30: 289. 
HyeIla caespitosa 21: 92. 
HypophyIlum middendor:fii 19: 85. 

亙

Iridaea 6: 80. 
lridophycus cornucopiae 6: 80. 
Ishige sinicola comb. nov. 17: 1. 

J 
Janczewskia tokidae 25(Suppl.): 311. 

亙童L
KjeIImania arasakii 1: 1. 
Kurogia 27: 83. 

亙a

Lagerheimia 23: 153. 
Laingia hookeri 26: 65. 
- paci:fica 18: 67. 

Laminaria 8: 74. 9: 17. 
- diaboIica 6: 57. 
- reIigiosa 30: 134. 
- japonica 21: 18. 25(Suppl.) : 297. 29: 142. 

- saccharina 29: 142. 
- yendoana 21: 133. 

LAMINARIALES 8: 15， 47. 11: 92. 16: 95. 25 
(Suppl.) : 95， 297. 28: 255. 

Laurencia 11: 114. 14: 70. 16: 82. 25: 216. 26: 12. 
28: 29. 

- amabiIis 4: 97. 
- br・ongniartii 22: 83. 
- nipponica 10: 52. 22: 156. 25(Suppl.) : 311. 

26: 35. 
Leptosira terricola 15: 96. 
Liagora tanakai 15: 32. 
- vaIida 30: 9. 

Lithodesmium 28: 65a. 
Lithothamnion japonicum 28: 61a. 
Litosiphon 29: 70a. 
- yezoense 26: 165 

》宜

MakinoeIla tosaensis 16: 1. 
MaIlomonas lelymene 20: 90. 
Mastocarpus 29: 63a. 
Melosira 25(Suppl.): 149. 
- arentii comb. nov. 25: 182. 

Meristotheca papulosa 22: 77， 124. 

Mesoporos perforatus 30: 84a. 
Micrasterias 17: 4. 
Microcladia elegans 28: 191. 
Microcystis 30: 90a. 
- aeruginosa 25: 177. 

Microdictyon okamurai 19: 90. 
MikamieIla gen. nov. 25(Suppl.): 395. 
MONADOPHYTA 10: 45. 
MomiIiformia. 30: 289. 
Monoraphidium 29: 273. 
Monostoroma 4: 55， 86. 12: 19. 
- latissimum 3: 1. 15: 1. 
- nitidum 20: 30. 
- pulchrum 12: 8. 

Myriogramme yezoensis 20: 14. 

N 
Navicula cryptocephala var. intermedia 27: 56a. 
- frugaIis 30: 94a. 
- mutica 28: 58a. 
- peregIina f. minor 29: 60a. 
- schroeteri 27: 55a. 

Nemacystus decipiens 24: 130. 
NEMALIALES 27: 137. 29: 243. 
NemaIionales. 30 : 289. 
NemaIion vermiculare 9: 8. 25(Suppl.) : 129. 
NeodiIsea tenuipes 4: 19. 22: 63. 
- yendoana 5: 14. 

NeoptiIota asplenioides 6: 68. 
Nereocystis luetkeana 10: 92. 
Netrium digitus 30: 98a. 
Nienburgia japonica 21: 60. 
- proIifera 25: 150. 

NitophyIIum 20: 14. 

- steIIato・corticatum 23: 127. 
Nitzschia sinuata var. delognei 30: 95a. 
NORI 7: 4. 8: 4.25: 19. 27: 74. 
Nostoc 8: 124. 
- verrucosum 5: 83. 

。
OdonthaIia kawabatae sp. nov. 29: 151. 
- aleutica 28: 183. 
- japonica 20: 48. 

Oedocladium 23: 53. 
Oedogonium 10: 1，39. 11: 17. 16: 7，156. 24: 48. 
OIisthodiscus 28: 67a. 
- luteus 29: 66a， 67a. 

Oocystaenium elegans 24: 75. 
Oocystis 26: 181. 
Ophiocyitum 4: 83. 
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P 
Pachydictyon coriaceum 16: 119. 17: 91. 23: 133. 

25: 12. 
Pachymenia carnosa 5: 8. 
Pachymeniopsis 9: 82. 
- elliptica 6: 16. 
- lanceolata 2: 67. 
- yendoi 5: 8. 

Padina crassa 7: 37. 24: 92. 
- japonica 7: 37. 25: 1. 

Palmariaceae 30: 265. 
Palmellocystis 26: 181. 
Pandorina 30: 90a， 303. 
- morum 26: 41a 27: 50a. 28: 66a， 157. 
- unicocca 28: 66a. 

Pedobesia 26: 43a. 
Pelvetia 22: 1. 
- wrightii 26: 1. 5: 44. 

PERANEMACEAE 15: 76. 
Peridinium 29: 62a. 30: 84a. 
Petrocelis 20: 72. 30: 125. 
Peyssonnelia caulifera 23: 1. 
- conchicola 20: 41. 
- rubra var. orientalis 20: 41. 
- squamaria 20: 1. 

PHACOTACEAE 15: 82. 
PHAEOPHYCEAE 2: 61. 
PHAEOPHYCOPHYTA 25(Suppl.): 271. 
PHAEOPHYTA 25: 67. 
Phycodrys fimbriata 2日:77. 
- radicosa 22: 52. 

PHYLLOSPHORACEAE 27: 63. 
Physolinum monilia 15: 127. 
Pinnularia sundaensis 27: 55a. 
Planophila communis Bp. nov. 26: 61. 
Platymonas 23: 14， 111. 24: 146. 
Platythamnion yezoense 29: 39. 
Pleodorina californica 26: 131. 
Pleuroblepharis 20: 48. 
Pleurotaenium rectum 30: 97a. 
- tignum 29: 7la. 

PLOCAMIACEAE 29: 282. 
Plocamium telfairiae 28: 218. 29: 282. 
POLYBLEPHARIDALES 15: 37. 
Polyedriopsis 23: 153. 
Polysiphonia 6: 50. 
- morrowii 29: 263. 

POLYTOMELLACEAE 15: 37. 
Porphyra 4: 13. 6: 11. 6: 85. 8: 66， 91. 9: 47. 

9: 77. 10: 12. 11: 38， 54. 13: 49， 119. 14: 
146. 17: 24， 29， 33， 70， 76. 18: 82. 21: 92. 
22: 134. 26: 97， 139， 185. 

- leucosticta 18: 164. 

- occidentalis 29: 69a. 
- seriata 15: 123. 16: 4， 63. 
- tenera [round type] 4: 13. 
- variegata 25(Suppl.): 101. 
- vietnamensis 26: 31. 27: 95. 
- yezoensis 6: 8. 18: 167. 23: 87. 28: 205. 29: 

1. 
Prasinocladus 23: 14， 111. 24: 146. 
PRASINOPHYCEAE 18: 33， 88. 
Prionitis patens 13: 71. 
Prorocentrum 25: 45a. 26: 42a. 29: 58a. 
Protogonyaulax 28: 133. 
Pseudobryopsis 27: 7. 
- hainanensis 30: 31. 

Pseudodichotomosiphon constrictus 27: 183. 28: 
75. 

Pseudogloiophloea okamurai comb. nov. 17: 1. 
Pseudonitzschia 25: 45a. 
Pseudopedinella pyriformis 29: 180. 
Pseudophycodrys rainosukei 19: 39. 
Psilothallia dentata 6: 68. 
Pterocladia densa 29: 272. 
- Iucida 30: 96a. 
- tenuis 29: 272. 

Pteromonas 15: 82. 
Ptilota pectinata 6: 68. 7: 17. 
- pectinata f. Iitoralis 7: 17. 

Pyramimonas aff. amylifera 30: 154. 
- grossii 30: 8. 
- parkeae 30: 234. 

耳遠

RAPHIDOPHYCEAE 30: 47. 
RED ALGA(E) 23: 144. 24: 103. 28: 69. 
Rhizoclonium riplrium 15: 9. 
Rhodochorton purpureum 27: 161. 
- subimmersum 26: 115. 

Rhodomela 5: 31. 
- Iycopodioides f. tenuissima 28: 241. 

RHODOMELACEAE 25(Suppl.): 137. 28: 183. 29: 
151. 

Rhodophysema elegans 28: 61a. 
- odonthaliae Bp. nov. 29: 15. 

RHODOPHYCEAE 3: 29. 25 (Suppl.) : 413. 
RHODOPHYTA 23: 28， 67. 25: 155. 
Rhodymenia cuneifolia 25 (Suppl.) : 113. 

s 
Saprochaete saccharophiIIa 20: 20. 
SARGASSACEAE 26: 121. 
Sargassum 6: 53. 26: 89. 29: 277. 
- confusum 2: 72. 
- filicinum 25(Suppl.): 265. 
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- kjellmanianum 2: 45. 26: 1211 
- miyabei 26: 121. 
- pi1uliferum 30: 305. 
- sagamianum var. yezoense 25: 73. 
- thunbergii 4: 95. 23: 93. 24: 20. 30: 44. 

Scenedesmus 19: 51. 23: 44. 29: 85. 
- abundans 14: 55. 
- acuminatus 29: 85. 
- acutus 25(Suppl.): 341. 
- javanensis 29: 85. 

Schimmelmannia plumosa 17: 65. 
Scinaia japonica 23: 8. 
SCYTOSIPHONALES 29: 101. 
Semiorbis hemicyc1us 26: 171. 

Setacea 30: 289. 
Siderocelis nana 26: 43a. 
Si1vamonas gen. nov. 15: 37. 
SIPHONOCLADALES 29: 225. 
Sirogonium 29: 23， 157. 
- melanosporum 29: 23， 157. 
- sticticum 29: 23， 157. 

Sorocarpus micromorus 26: 27. 
Spathoglossum pacificum 20: 7. 29: 129. 
Sphaerella 15: 38. 
SPHAERELLACEAE 15: 38. 
Sphaerotrichia divaricata 26: 53. 
Spiniferomonas 30: 272. 
Spirogyra 9: 39. 
Spirotaenia obscura 25(Suppl.): 45. 
Spirulina platensis 25 (Suppl.) : 371. 
- ultramaxima 28: 66a. 

Sporolithon schmidtii 28: 61a. 
SQUAMARIACEAE 16: 106. 17: 19. 20: 1， 41. 23: 

1. 
Staurastrum chaetoceras 28: 66a. 
Stauroneis 26: 13. 
Streblonema aecidioides 27: 182. 
Stromia gen. nov. 16: 143. 
Stschapovia 27: 34. 
Stypopodium zonale 24: 92 
Surirella 29: 60a. 
- ovalis 30: 94a. 
- ovata 30: 94a. 

Synedra 29: 197. 
SYNURACEAE 30: 272. 
Syringoderma australe 22: 58. 

可E
Tenarea corallinae 22: 47. 
- dispar 22: 47. 
- tumidula 22: 47. 

Tetra邑dron 25: 34. 
Tetraselmis 29: 189. 

Tetraspora 2: 57. 
Tetrastrum 22: 90. 
Thalassiosira 29: 59a. 
- diporocyclus 27: 55a. 

Thorea 25: 159. 28: 249. 
- c1avata sp. nov. 29: 243. 
- prowsei sp. nov. 29: 243. 

Tinoc1adia crassa 30: 113. 
Titanophora 4: 99. 
Trachelomonas 29: 57a. 
Trachyneis aspera 28: 64a. 
Tribonema yamadanum sp. nov. 25 (Suppl.) : 79. 

Turnerella mertensiana 5: 5. 

証了

ULOTRICHACEAE 18: 131. 
U1va fasciata 21: 29. 
- reticulata 26: 157. 29 :81. 

U1vella lens 29: 69a. 
Undaria pinnatifida 28: 255. 
Urospora mirabi1is 19: 97. 

可ア

VOLVOCACEAE 22: 6. 24: 149. 25 (Suppl.): 379. 
26: 131. 

VOLVOCALES 15: 38， 40. 25(Suppl.): 303. 28: 
66a， 157. 29: 58a. 30: 303. 

VOLVOCINEAE 15: 37， 82. 
Volvox 25: 45a. 
Volvulina 29: 58a. 
- steinii 25: 46a. 29: 58a. 30: 88a. 

可もア

Wil1eella 18: 127. 

百「

Yamadaea 29: 7. 
Yamadaphycus carnosum 25: 7. 
Yatabella hirsuta 13: 92. 

z 
Zonaria stipitata 28: 165. 
- diesingiana 12: 87. 25: 12. 
一hawaiiensis 25 (Suppl.) : 1. 

Zostera nana 27: 91. 
Zygnema 28: 233. 
ZYGNEMATACEAE 18: 77. 19: 104. 21: 78. 
Zygogonium 18: 15. 
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巻:頁

a=学会発表要旨

アイヌワカメ 25 (Suppl.) : 95. 
アオコ 25: 177， 30: 90a. 
アオミドロ 9: 39. 
アカゼイイワノカワ 20: 41. 
アカハダ 5:8. 
アカパ 4: 19. 5: 14. 
アカモタ 10: 74. 
アサタサノリ 1 : 7. 4: 13， 21 
アシツキ 5: 83. 
アツバスヂキヌ 20: 14. 
アッパスジコンプ 29: 79. 
アナメ 25 (Suppl.) : 403. 
アバタモサカ 24: 137. 
アマタサキリ γサイ 23: 47. 24: 98. 
アマノリ(ノリ) 3: 46. 4: 13. 6: 11，85. 8: 66，91. 

9: 47，77. 10: 12. 11: 38，54. 13: 49，119. 
14: 146. 17: 24，29，33，70，76. 18: 82. 21: 
92. 22: 134. 25: 41a，42a. 26: 97， 139， 185. 
27: 51a. 28: 64a. 29: 1. 

アミアオサ 26: 157. 29: 81 
アミジグサ 7: 37. 10: 88. 12: 87. 14: 1，8. 17: 

91. 18: 53. 20: 7. 22: 58. 23: 133. 24: 
92. 25: 12. 25(Suppl.): 1，271. 29: 129. 

アヤギヌ 9: 57. 30: 15. 
アラメ 1: 49. 10: 96. 26: 44a. 30: 98a.99a. 
アリ品ウシャンノコギリヒパ 28: 183. 
アワビモ 29: 69a. 

イカダコノハ 27: 83. 
イギス 25(Suppl.) : 385. 27: 17， 52a， 123，201. 28: 

19，191. 29: 39，47，263. 
イシノハナ 29: 63a. 
イシハダ 30:9. 
イシモヅ!l 25 (Suppl.) : 245. 26: 53. 
イソガワラモドキ 25 (Suppl.) : 203. 
イソスギナ 6: 107. 
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創立 30周年記念事業を終えるに当って*

30周年記念事業をどのように行うかは，筑波大学で

学会事務局を引受けたときから懸案事項の一つであっ

た。正式に記念事業の内容について協議したのは昭和

56年10月3日の岐阜での評議員会であったが，それに

先立って事務局では，先の10周年と20周年の時に評議

員会や総会で審議された種々の案を調べ，さらに似た

他の学会の例なども調べ，これらを整理して幾つかの

原案をもった。事業を行うには資金が必要である。こ

れをどのように工面するかが別の大きな問題であった。

10月の評議員会では熱心な討議が行われたが，結局成

案は得られず r記念事業を行う方向で，具体案を事

務局が作成し，その審議を持ち回り評議員会で行う」

ととになった。そこで会長は事務局の幹事と図仇記

念事業として，(1)記念講演会を行う，および (2)会

誌「藻類」の 1号を記念増大号とし，記念講演の内容

その他を掲載する案を提示して審議を願うとともに，

これらの事業(主に印刷刊行費)を進めるために約50

万円が必要であるので，この財源を(1)募金で賄う，

(2)会費に 1000円上乗せする， (3)その他，の三案の

うちのいずれをとるかも併せて 1月10日の持回り評議

員会で審議をお願いした。その結果，事業は (1)と

(2)を共に行う，財源は(1)と (2)の併用とすること

が決った。早速，事務局ではこの議決に沿って具体的

な作業を進めたが，その過程で，通常会費の徴収は学

会事務セ γターに委任してあることなどから，会費へ

の上乗せと募金の二本立は運営が煩雑になることがわ

かり，結局，財源は募金一本で行うことに落着いた。

またこの過程で， 10周年と20周年の際には，臨時会費

により出版していた「索引」も今回は募金額の権内で

作るのがよかろうとの意見がでて，結局この刊行費も

見込み，募金目標額は 100万円にすることとなった。

昭和57年2月3日に上記の事項を持回り評議員会で

報告して，追認を受けるとともに， 30周年記念事業委

員会を設置し，その委員長に会長千原光雄が就任し，

* Chairman's memo on the Thirtieth Anniversary: 
Mitsuo CHIHARA;日本藻類学会30屑年記念事業委

員会委員長

千原光雄

委員会の幹事には学会事務局の幹事に兼任でなってい

ただいた.すなわち編集幹事堀輝三・渡辺真之，庶務

幹事原慶明，会計幹事問中次郎の諸氏である。また募

金委員会の設置と，募金委員に(1)現在の評議員，

(2)過去 10年聞に評議員であった会員， (3)評議員が

推薦する者， (4)その他の方， になっていただくこと，

募金期聞は3月1日から10月31日までとすることなど

も決めていただいた。募金委員会委員への委嘱の依頼

状は2月3日と 2月22日に発送した。これよりさき，

募金委員会委員長には前会長の黒木宗尚氏から就任の

内諾を得た。これらは3月30日の評議員会と翌31日の

総会ですべて追認された。

これらの作業と前後して，事務局では募金委員長と

図って，寄付金払込口座の設定と用紙の作成および募

金趣意書(別掲)の作成などを行った。趣意書と振替

用紙は3月10日刊行の「藻類J30巻1号に挿入して全

会員に発送し，さらに募金委員 104名には別に数組の

趣意書と用紙を送って協力をお願いした。

記念講演会は予定通り 3月30日に筑波大学で行われ，

約150名が出席して盛況であった。この会の最後には

山本海苔研究所所長大房剛氏の厚意による映画「アサ

クサノリ」が上映された。翌31日と 4月1日には第6

回大会が開かれ，最終日の午後には，記念事業のーっ

となった若手，中堅研究者によるシγポジウム「海中

の植物群落ーその解析的アプローチ」があり，多くの

参加者により熱心な討議が行われた。との大会と祝賀

・懇親会には名誉会員をお招きすることになり，招待

状をさし上げたところ，健康の都合で見合わせられた

時田旬名誉会員のほかはすべて御出席の栄に浴した。

募金は，会員と会員が勧誘下さった方遠の協力によ

り順調に進み，夏前に既に目標額を越える見通しがつ

いた。これは突に嬉しいことであった。このことから

さきの総会における承認に従い，索引は創刊号以来の

全号の表題，著者名，学名，和名索引を作成する方向

で作業が進められることになり，また，講演内容の原

稿および，さきに前会長の黒木宗尚氏にお願いしてる

った「学会30年の歩み」の原稿は，頁数にかなりの余
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康瀬弘幸，西海一俊，新崎盛敏の諸先生，募金委員長

を引き受けられ，さらに「学会30年の歩み」を纏めて

下さった黒木宗尚前会長と北海道大学理学部植物分類

学教室の方々には深く敬意と感謝の意を表したい。最

後に筑波大学生物科学系の堀輝三，原慶明，田中次郎

の諸氏は記念事業委員会の編集，庶務，会計の責任者

として献身の努力をされ，また同大学生物科学系の大

悟法滋講師および堀口健雄，石光真由美，平山知子，

松江和則，松本有未，山田直子の学生や研究室の諸君

はよくこれを助け，また吉崎誠，堀志保美，佐伯恵子

の諸氏も協力を惜しまなかった。これらの人々にも厚

くお礼を申し上げたい。

なお事業委員会の最終報告は年明けになる予定であ

る。

裕を以て書いていただけることとなった。このような

次第で，記念増大号の特別頁は 100頁を越すこととな

り，一般号との併冊のため，全体は230頁の大部のも

のとなった。しかし，より幅広く活用できる出版物に

なったと恩れなお，記念特別頁は別刷として事業に

協力いただいた会員以外の方達に配布の予定である。

30周年記念事業の作業を進めてから，一年余が過ぎ

た。再#評議員会や持回りの会議をもって論議してい

ただき，できるだけ会員の方々の御意向を汲む努力は

したつもりであるが，委員長の力量不足もあって，い

たらないところもあったと思われる。しかし記念事業

が当初の計画より少しふくらむ形で順調に進行したこ

とは，会員諸氏および趣旨に賛同下さった会員以外の

方々の熱心な御協力によるものであり，深く感謝する

次第である。また記念講演をして下さった中村義輝，
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日本藻類学会創立30周年記念事業資金募金委員会中間報告

御協力に厚く御礼申し上げます。御寄付および広告掲載をして下さった方の芳名は下記の通りです。

Ac1eto， C. 秋岡英承秋月友治秋山和夫秋山

優鯵 塚 哲 朗 安 達六郎荒木繁荒木勉新崎

盛敏新崎輝子有賀祐勝安藤一男 EM資材家

永善文井口久和生駒義篤石川依久子石橋勇人

市村輝宜伊藤市郎糸野洋稲垣貫一猪又博

今尾和正今津達夫今期宏三入来義彦岩井寿夫

岩佐住江巌佐耕三岩崎英雄岩橋義人岩本康三

植田利害造内田悟梅崎勇梅林傭榎本幸

人沿海調査開発(株) 大内三郎大貝政治大久保

一郎大島海一大城肇大田啓一太田雅隆大

野正夫大葉英雄大房剛大森長朗岡崎恵視

小河久朗阿部作一奥田一雄奥岡武男奥田弘枝

奥野勝久長田晃一遠部卓海洋生物環境研究所

垣内 政 宏 加 崎 英 男笠原和男梶村光男片田実

加藤君雄加藤美佐子加藤光秋加藤茅雄金沢昭

夫金津龍鐙淵化学 工業(株)金子孝金波英

子金網善恭神谷平呑村真徳亀井博一川口

四郎川嶋昭二川端清策菱悌源神田智之神

田房行喜田和四郎 鬼 頭 鈎 木 村 英 二 協 和 醗 酵

工業(株)・ノミイオ開発部消末忠人清瀬弘子楠元

守熊井英水熊野茂黒川真弓黒木宗尚黒萩

尚小浅商事(株) 小浅中央研究所高原隆明神戸

市立須磨水族館小 林艶子小林弘小村精一近

藤陸夫今野敏徳今野郁斎藤英之斎藤俊一

斎藤捷一斎藤実斎藤議阪井輿志雄佐賀県

有明海漁協組合連合会桜井武麿佐々木孝夫佐藤

重勝佐藤忠勇佐藤哲寿佐野修三省堂・丹波

義衛志垣修介鹿部漁協静岡県水試篠原尚文

ジャマリンラボラトリー新村巌須賀瑛文須藤

俊造瀬戸良三造力武彦太洋物産(株) 高木勝行

高野秀昭高橋永治高橋正征高山裕斌 タカラゲ

広告掲載社芳名

ン(株)・下回工場竹本常松田沢伸雄建 武

舘脇正和田中次郎田中剛谷口和也谷口森俊

千葉尚二千原光雄月舘真理雄辻寧昭坪由

宏津村孝平出口真寺本賢一郎寺脇利信東

京久栄(株)時国旬s徳田康 トーマス科学器械

(株)友利徹男鳥海三郎中沢信午長崎県漁連

中島啓治長島秀行中庭正人中野武登中原紘之

中村義輝中山大樹南雲保奈島弘明七尾善麿

西津一俊 二宮早由子 日本海難防止協会 日本電

子(株)日本ペイント(株)・臨海実験所根来健一郎

野沢沿治野田光蔵野呂忠秀萩原修白寿保健

科学研究所(株) 博屋商行(株) 橋都重人・長谷川康

雄長谷川由雄浜田彬浜田三郎浜田真実林

田文郎原慶明原口和夫原因彰半田信司

坂東忠司櫓垣正浩平井正和平野実平山知子

深瀬録福岡県有明海i魚、業協同組合連合会福島

博福田育二郎福代康夫寓土川竜郎藤田隆夫

藤田剛藤田征晴藤田雄二藤山和恵藤山虎也

船野隆舟橋説往古屋克子古谷庫造北海道栽

培漁業振興公社姻輝三堀口万吉前田昌徹前

安井明 McLACHLAN， ]. 正置富太郎増田道夫

町田益己松井敏夫松岡正義松永圭朔丸山晃

三浦昭雄三上日出夫右田清治水沢政雄水谷善

粥 ミツワ理化学工業(株) 御船政明宮地和幸宮

地重遠森鐘ー森宏枝森通保安井一朗

安原健允簸 烈山岸高旺山田家正山本海苔

研究所山本弘敏横地洋之横浜康継横山武彦

古l崎誠吉田明子吉田忠生吉武佐紀子四井敏

雄与那嶺博輪島運和田俊司渡辺篤渡辺

研太郎渡辺信渡辺恒雄渡辺仁治渡辺信

渡辺真之渡部俊明 (10月31日現在〉

岩崎顕微鏡風間書房恒星社厚生閣 カール ツアイス株式会社共立出版 ジャマリンラボラトリー

日本交通公社

なお，最終報告は第 31巻 l号にて行う予定です。

日本藻類学会30周年記念事業委員会

募金委員長 黒木宗尚




